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次期国民健康づくり運動策定に向けての提言に関する研究 

 

研究代表者 辻 一郎 東北大学大学院医学系研究科 公衆衛生学分野・教授 

 

研究要旨 

次期国民健康づくり運動のあり方を提言することを目的として、本研究班を構成する研究分担者

12 名全員及び研究協力者３名で検討を行った。本年度は、昨年度の本研究で選定した目標項目のう

ち、主目標について 2034 年の目標値を検討した。その結果、13 領域（健康寿命、がん、循環器疾

患、糖尿病、こころの健康、高齢者の健康、健康格差の是正、社会環境の整備、栄養・食生活、身

体活動・運動、飲酒、喫煙、歯・口腔）で 62 項目について目標値を提案した。ただし、次世代の健

康と休養に関する目標はまだ設定されていないので、目標項目はもっと増えることになる。一方、

健康日本２１（第二次）の目標が 53 項目であったことを考えると、さらなる絞り込みが必要である

と思われる。

Ａ．研究目的 

 国民健康づくり運動「健康日本２１（第二次）」

の最終評価が令和４年夏頃に終了する予定で

あり、その後は次期の国民健康づくり運動計画

の策定作業が始まる。 

 本研究の目的は、これまでの国民健康づくり

運動の成果と課題を踏まえた上で、2030 年以降

のわが国の人口構造や疾病動向などを展望し

た健康づくり対策の戦略と具体的方法につい

て提言することである。そのため、本研究班を

構成する 12 名の研究分担者及び３名の研究協

力者による「全体研究」を実施している。３年

間の研究期間のうち、初年度（2019 年度）は健

康課題を抽出し、目標となりうる項目を幅広く

リストアップした。第２年度（2020 年度）は、

目標項目を選定し、目標項目間の相互関係・階

層性について検討を深めた。そこで最終年度に

当たる本年度では、主要な目標項目について、

目標値を提案するものである。 

 これにより、次期国民健康づくり運動（以下、

「次期プラン」）の策定に貢献し、国民の健康寿

命の延伸と健康格差の縮小のさらなる推進に

資するものである。 

 

Ｂ．研究方法 

研究班会議を３回開催するとともに、メール

やオンラインでの会議を随時開催して、次期プ

ランのあり方について協議を行った。 

第１回班会議（令和３年５月７日）では、目

標値設定の方法論、社会環境の整備、こころの

健康について、担当の研究分担者から話題提供

をいただき、全体で議論を行った。 

臨時オンライン会議（同年８月３日）では、

すでに目標値の設定作業を行っている研究分

担者から報告をいただき、目標設定を行う上で

の諸問題と対処法について話し合った。また、

身体活動・運動に関する社会環境の整備のあり

方について担当の研究分担者から話題提供を

いただき、全体で議論を行った。 

第２回班会議（同年８月 31 日）では、各分担

領域（表１）について目標値が提案され、その

詳細について話し合いを行った。そのなかで、

循環器疾患、がん、孤立・孤独のそれぞれにつ

いて、関連する研究者による小グループを組織

し、それぞれで定期的にオンライン会議を開催

し、目標設定につなげることとした。 

第３回班会議（令和４年２月 14 日）では、各

分担領域における目標項目を報告し、その詳細

について話し合いを行った。
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表１ 次期国民健康づくり運動で取り上げるべき目標項目に関する領域分担 

研究分担者名 担当領域 

辻  一郎 健康寿命 

片野田耕太* がん 

岡村 智教 循環器疾患（メタボリック症候群と特定健診・特定健診は除く） 

津下 一代 糖尿病（メタボリック症候群と特定健診・特定健診を含む） 

西  大輔 こころの健康 

近藤 克則 高齢者の健康 

近藤 尚己 社会環境の整備 

村山 伸子 栄養・食生活 

井上  茂* 身体活動・健康 

田淵 貴大 飲酒 

田淵 貴大 喫煙 

相田  潤 歯・口腔の健康 

山縣然太朗* 次世代の健康 

（*：研究協力者） 

 

Ｃ．研究結果 

１）第１回班会議での検討結果 

(１)目標値設定の方法論では以下の議論があ

った。 

・昨年度までの班研究において主目標、副目標、

開発中の目標、研究途上の目標という形で目

標項目を分類してきたが、そのうち主目標を

中心に目標値を設定することとしたい。 

・目標年度は 2034 年とする。 

・目標値設定には、その根拠・基準が必要であ

る。その際は、米国ヘルシーピープル 2030 が

提唱する目標値設定の方法・基準を参考にす

ることが望ましい。米国ヘルシーピープル

2030 は、６種類の設定方法を示している。

(ａ)現状値より何％の改善(10％か 20％とい

う目標が多い)にあたる数値、(ｂ)現状値（％）

に Cohen’s effect size (0.1か 0.2 という

目標が多い)をあてはめた数値、(ｃ)これま

でのトレンドから目標年の数値を推定し、そ

こから一定の改善をあてはめた数値、(ｄ)現

状値に対して統計学的有意差をもたらす数

値、(ｅ)他の目標や法制度との整合性のある

数値、(ｆ)現状の数値の維持（今後悪化が想

定される場合などに適用）。以上の６種類か

ら、状況に応じて適宜選択すべきとされてい

る。 

・健康寿命の延伸目標については、健康寿命延

伸プランの目標「2040 年までに３年以上延伸

（2016 年比）との整合性を重視するべきであ

る。 

・各分野の目標は担当の研究分担者にお願いす

ることになるが、社会環境の整備や健康格差

の縮小といった課題については分野横断的

に目標項目・目標値を考えるべきである。 

(２)社会環境の整備では以下の議論があった。 

・目標とすべき項目は、健康格差、職場環境、

住環境、嗜好品アクセス環境、歯科保健環境、

全世代型社会保障・共生社会、省庁横断の環

境整備、社会的弱者へ配慮した対策などであ

る。 

・日本（健康日本２１（第二次））、米国、英国、

スウェーデン、タイの各国における社会環境

整備について参考にする必要がある。 

・今後の手順としては、各分野における社会環
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境の整備目標の整備、諸外国プランとの比較、

資質としての質の評価を行った上で、目標項

目を絞り込んでいく。 

(３)こころの健康では以下の議論があった。 

・うつ病のスクリーニングや早期受診、治療内

容などに関して、日本と欧米とで比較するこ

とは有用である。 

・精神保健対策の社会実装として、心のサポー

ター養成事業やトラウマを念頭に置いたケ

ア、インターネットなどの活用・ゲーミフィ

ケーションなどが期待される。 

 

２）臨時オンライン会議での検討結果 

(１)目標値設定に関しては以下の議論があっ

た。 

・データの変動が大きくない場合、線形モデル

による予測値の設定は許容できる。変動が大

きい場合は joinpoint regression modelを

用いて変曲点を明らかにし、その後の安定し

ている時期のデータを用いて将来予測を行

う。 

・死亡率は年齢調整値を使用し、疾病や生活習

慣に関する頻度・数は年齢調整しないことと

する。ライフステージに応じて動向が異なる

ものについては年齢階級別（２〜３カテゴリ

ー）で目標値を設定する。 

・悪化のトレンドが見られる指標については、

現状維持または現状から 5〜10％改善または

増加（減少）の抑制などを目標とし、それに

至るまでのロジックを明確にする。 

・米国ヘルシーピープル 2030 における目標値

設定の方法は１つの参考として提示したも

のであり、それ以外の方法で目標値を設定す

る項目があっても良い。 

(２)社会環境の整備に関しては以下の議論が

あった。 

・身体活動・運動に係る社会環境の目標として

立地適正化計画を活用できないか。同計画を

作成済みの自治体は300〜500程度。ただし、

同計画を作らない自治体のなかには、作る必

要のない自治体（主に都市部）や作れない自

治体（山間部など）もあることに留意すべき

であろう。 

・健康日本２１（第二次）の目標「住民が運動

しやすいまちづくり・環境整備に取り組む自

治体数の増加」は、現状ではウォーキングマ

ップの作成程度でも「取り組んでいる」とす

る自治体もあり、実際の環境整備につながっ

ていない可能性もある。 

 

３）主目標項目に関する現状値と目標値 

 第２回班会議（令和３年８月 31 日）・第３回

班会議（令和４年２月 14 日）での検討をもと

に、主目標とされた項目について目標値を設定

したので表２に示す。なお、年齢調整率を使う

際は最新の「2015 年モデル人口」で統一するこ

ととした。以下、各目標について説明する。 

・健康寿命：健康寿命延伸プランは、2016 年か

ら 2040 年まで（24 年間で）男女とも健康寿

命３年の延伸を目標としているので、それと

の整合性（単純に１年あたり健康寿命は

0.125 年の延伸と仮定）をもとに 2034 年値を

予測し、目標値とした。社会保障人口問題研

究所 『日本の将来推計人口（平成29年推計）』 

では、2034 年の平均寿命は男性 82.76 年、女

性 89.11 年と仮定されている。2019 年比で、

平均寿命は男性 1.35 年、女性 1.66 年の増加

となる。一方、健康寿命は男女とも 1.88年の

増加となる。したがって「平均寿命の増加分

を上回る健康寿命の増加」という健康日本２

１（第二次）で掲げた目標は、次期プランで

も達成が予想される。 

・がん：年齢調整罹患率の減少とがん検診精密

検査受診率の増加という２項目を追加した。

前者は、がん登録推進法の施行により2016年

以降がん罹患率が高い精度で毎年把握でき

るようになったことを反映している。ただし、

全国がん登録制度は 2016 年に始まったばか

りでデータの蓄積がないため、年齢調整罹患

率（75歳未満）の当面の目標は「減少」とい
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うことにした。がん検診の精密検査受診率を

上げることの重要性はがん対策推進基本計

画（第３期）でも強調されている事項である

ことを考慮し、新たに加えた。 

・循環器疾患：死亡率の目標は（75歳未満でな

く）全年齢での数値である。「降圧薬服用率の

増加」は 40 歳以上の全国民を母集団として

想定している。糖尿病では患者を分母に治療

継続率を目標にしているが、糖尿病と高血圧

とでは治療内容が異なるため、合わせる必要

ないと思われる。血清脂質については、第二

次の「総コレステロール 240mg/dl 以上の割

合、LDL-コレステロール 160mg/dl 以上の割

合」というハイリスク・アプローチ的な目標

から、次期プランでは「平均値」というポピ

ュレーション・アプローチ的な目標への変更

を提案したい。 

・糖尿病：「糖尿病腎症による年間新規透析導入」

は人数でなく年齢調整率にする（全年齢）。糖

尿病の年齢調整有病率についても同様とす

る。メタボ該当率や特定健診実施率などにつ

いては、年齢調整を行わず、粗の率を使用す

る。 

・COPD：現時点では目標項目・目標値とも設定

していない（今後、厚生労働省や関連団体な

どと協議を深める予定）。 

・こころの健康：「自殺者の減少」に関する目標

値は「自殺総合対策大綱」のそれと同じ値と

した。「心のサポーター」数について新たに目

標に加えた。心のサポーター養成事業とはメ

ンタルヘルスに関する正しい知識を持つ人

を増やし、社会のスティグマを低減すること

を目的としている。これは精神疾患の有無や

程度に関わらず地域で暮らしやすい社会の

実現を目指しており、社会環境の整備にもつ

ながることが期待される。 

・次世代の健康：「健やか親子２１（第２次）」

との連携をもとに、目標項目などについて今

後検討する予定である。 

・高齢者の健康：要介護（要支援）認定者数や

認知症自立度Ⅱ以上の人数の抑制について

は介護保険データの活用によりモニタリン

グが可能と思われる（年齢調整の要否、目標

値については要検討）。社会的孤立・孤独の問

題が近年重視されてきたので、目標にも含め

ることとする。健康日本２１（第二次）では

「低栄養傾向（BMI20 以下）の高齢者の割合

の増加の抑制」という目標が高齢者の健康に

含まれていたが、次期プランでは体重関連の

目標は全て栄養・食生活で取りまとめること

としたい。 

・健康格差の是正：健康日本２１（第二次）で

は「健康寿命の地域格差の縮小」だけが健康

格差に関する目標であったが、次期プランで

は項目を増やす方向で検討しており、目標項

目は疾病の頻度や生活習慣などにも広げる

予定である。 

・社会環境の整備：他者との繋がりの強化、地

域活動やまちづくりなどの活動に主体的に

関わっている国民の増加などについて、目標

項目を絞り込んだ。 

・栄養・食生活：やせの問題についてライフコ

ースの視点から包括的に検討するため、30歳

代女性と 65 歳以上についても、この項目に

盛り込んだ。食環境の整備については現時点

でも検討中の課題である。 

・身体活動・運動：歩数と運動習慣に関する目

標は健康日本２１（第二次）の目標を踏襲し

たものである。社会環境の整備については現

時点でも検討中の課題である。 

・休養：今年度は検討することができなかった

ので、来年度の検討課題としたい。 

・飲酒：健康日本２１（第二次）の３目標を踏

襲し、さらに「依存症患者のモニタリング」

という目標を追加した。 

・喫煙：健康日本２１（第二次）では「喫煙を

やめたい者がやめる」というところから目標

値を設定した。次期プランでもそれを踏襲す

るか、あるいは「タバコのない社会」の実現

に向けた目標にするか、議論が必要である。 
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・歯・口腔：健康日本２１（第二次）では年齢

別の目標が個別に示されていたが、それを統

合させることにより目標項目数を減らした。

その分、保健行動の目標＝歯科健診の受診・

歯磨き、環境（フッ化物洗口）の項目を追加

した。 

  

Ｄ．考 察 

 本研究班を構成する 12 名の研究分担者及び

３名の研究協力者による「全体研究」として、

各分担研究の成果や既存のエビデンスを吟味

し、班員・有識者とのディスカッションなどを

通じて、次期プランのあり方を検討し、13 領域

（健康寿命、がん、循環器疾患、糖尿病、ここ

ろの健康、高齢者の健康、健康格差の是正、社

会環境の整備、栄養・食生活、身体活動・運動、

飲酒、喫煙、歯・口腔）で主目標 62 項目につい

て目標値を提案した。ただし、次世代の健康と

休養に関する目標はまだ設定されていないの

で、目標項目はもっと増えることになる。健康

日本２１（第二次）の目標数が 53個であったこ

とを考えると、さらなる絞り込みが必要である

と思われる。 

 次期プランでは「健康格差の縮小」と「健康

づくりを支える社会環境の整備」が、さらに重

要になってくるものと思われる。健康格差に関

しては、健康寿命の都道府県格差に加えて、社

会経済状況による健康寿命の格差、がん・循環

器疾患・健康行動に関する格差についても検討

対象とした。また、社会環境の整備では、それ

自身の領域に加えて、各領域でも必要に応じて

社会環境に関する目標を検討している。たとえ

ば、身体活動・運動では都市計画や運動施設を

整備している自治体の数、喫煙では（飲食店や

職場などにおける）受動喫煙の機会の減少、歯・

口腔では集団フッ化物を実施している幼稚園・

保育園・学校の数などを目標として提案してい

る。今後、栄養・食生活などの領域でも社会環

境の整備を充実させることにより、「自然に健

康になれる社会」を実現することが重要と考え

るものである。 

 また今後十年間の動向として、孤独・孤立の

問題がさらに強まること、疾病を治療しつつ職

業や社会活動に参加する人々の増加、外国籍を

有する人々の増加などが予想され、これらの変

化は国民健康づくりにも影響を及ぼすものと

思われる。さらには、国連の Sustainable 

Developmental Goals（SDGs）では“Leave no 

one behind（誰一人取り残さない）”ことが強

調されている。このような文脈の中で、次期プ

ランは位置づけられることになる。その意味で

は、身体の健康・こころの健康に加えて社会的

健康という新しい領域・カテゴリーを加える必

要もあるかもしれない。 これまでの健康日本

２１（第二次）では「子どもから高齢者まで全

ての国民が共に支え合いながら希望や生きが

いを持ち、ライフステージに応じて、健やかで

心豊かに生活できる活力ある社会の実現」とい

うことが全体ビジョンとして掲げられた。一方、

次期プランでは、「健康な人がさらに健康にな

っていく」だけでなく、「さまざまな疾病や困難

を抱える人たちが、自分らしく地域の中で暮ら

していく」ことも考慮すべきであろう。 

 以上のように、本研究課題は当初の目的と年

次計画に沿って順調に進捗し、本年度をもって

終了となる。来年度は、次期プランに特化した

研究班が組織される予定であることから、本研

究班の検討の到達点と課題を引き継ぎ、より良

い次期プランの作成に貢献する所存である。 

 

Ｅ．結 論 

 次期国民健康づくり運動のあり方を提言す

ることを目的として、本研究班を構成する研究

分担者 12 名全員及び研究協力者３名で検討を

行った。本年度は、昨年度の本研究で選定した

目標項目のうち、主目標について 2034 年の目

標値を検討した。その結果、13 領域（健康寿命、

がん、循環器疾患、糖尿病、こころの健康、高

齢者の健康、健康格差の是正、社会環境の整備、

栄養・食生活、身体活動・運動、飲酒、喫煙、
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歯・口腔）で 62 項目について目標値を提案し

た。ただし、次世代の健康と休養に関する目標

はまだ設定されていないので、目標項目はもっ

と増えることになる。一方、健康日本２１（第

二次）の目標が 53 項目であったことを考える

と、さらなる絞り込みが必要であると思われる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

  なし 

２．学会発表 

  なし 

 

Ｈ．知的財産の出願・登録状況 

１．特許取得 

  なし 

２．実用新案取得 

  なし 

３．その他 

  なし 
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  表
２
　次
期
国
⺠
健
康
づ
くり
プ
ラン
に
お
け
る
⽬
標
提
案
シ
ー
ト（
主
⽬
標
の
み
）

新
規

修
正

取
組
⽬
標

ベ
ー
ス
ライ
ン値

⽬
標
値

評
価

に
使

う情
報

源
（

政
府

統
計

の
種

類
等

）

階
層

1　
(⽣

活
習

慣
モ

デ
ル

）
︓

プ
ロ

セ
ス

→
ア

ウ
ト

プ
ット

→
ア

ウ
ト

カ
ム

階
層

２
（

疾
病

モ
デ

ル
）

︓
⽣

活
習

慣
→

基
礎

的
病

態
→

疾
病

評
価

レ
ベ

ル
︓

国
・

都
道

府
県

・区
市

町
村

・企
業

・医
療

保
険

者
・そ

の
他

⾃
記

式
（

複
数

回
答

可
）

デ
ー

タ
提

供
者

第
２

次
との

関
係

︓
新

規
提

案
・改

善
提

案
・同

⼀
⽬

標

エ
ビ

デ
ン

ス
の

有
無

○
︓

あ
り

×
︓

な
し

補
⾜

事
項

︓
以

下
に

つ
い

て
補

⾜
願

い
ま

す
。

・諸
外

国
の

参
考

に
し

た
取

り組
み

⽬
標

・効
果

に
関

す
る

エ
ビ

デ
ン

ス
・項

⽬
の

重
要

性
に

つ
い

て
・懸

念
事

項
・「

そ
の

他
」を

選
ん

だ
場

合
は

そ
の

中
⾝

・そ
の

他
の

補
⾜

事
項

健
康

寿
命

の
延

伸
（

健
康

寿
命

延
伸

プ
ラ

ン
の

20
40

年
⽬

標
との

整
合

性
）

20
19

年

男
性

 7
2.

68
年

⼥
性

 7
5.

38
年

20
34

年

男
性

 7
4.

56
年

⼥
性

 7
7.

26
年

国
⺠

⽣
活

基
礎

調
査

⼤
規

模
調

査
国

・都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
国

・健
康

寿
命

延
伸

プ
ラ

ン
は

、2
01

6年
か

ら
20

40
年

ま
で

（
24

年
間

で
）

男
⼥

とも
健

康
寿

命
３

年
の

延
伸

を
⽬

標
とす

る
。単

純
に

、１
年

あ
た

り0
.1

25
年

の
延

伸
と想

定
し

、2
01

9
年

値
に

15
年

分
（

男
⼥

とも
1.

88
年

）
を

⾜
し

て
20

34
年

値
を

予
測

。
・2

01
6年

と1
9年

との
間

で
、健

康
寿

命
は

男
性

0.
54

年
、⼥

性
0.

59
年

の
延

伸
（

0.
12

5x
3=

0.
37

5年
の

延
伸

とい
う予

測
値

を
上

回
る

結
果

）
・社

⼈
研

 『
⽇

本
の

将
来

推
計

⼈
⼝

（
平

成
29

年
推

計
）

』 
に

よ
る

と、
20

34
年

の
平

均
寿

命
は

男
性

82
.7

6年
、⼥

性
89

.1
1年

と仮
定

。2
01

9年
⽐

で
、男

性
1.

35
年

、⼥
性

1.
66

年
の

増
加

。し
た

が
って

健
康

寿
命

増
加

分
（

男
⼥

とも
1.

88
年

）
の

⽅
が

⼤
き

い
。

が
ん

の
年

齢
調

整
罹

患
率

の
減
少

20
18

年
（

男
⼥

計
︔

75
歳

未
満

）
30

4.
6（

昭
和

60
年

モ
デ

ル
⼈

⼝
）

50
5.

8（
平

成
27

年
モ

デ
ル

⼈
⼝

）
 (

⼈
⼝

10
万

対
)

20
33

年
（

男
⼥

計
）

30
4.

6未
満

（
昭
和

60
年

モ
デ

ル
⼈

⼝
）

50
5.

8未
満

（
平

成
27

年
モ

デ
ル

⼈
⼝

）
（

⼈
⼝

10
万
対

）
（

減
少

）

全
国

が
ん
登
録

第
３
段

（
疾

病
）

国
・都

道
府

県
国

新
規

提
案

・2
01

6〜
20

18
年

の
が

ん
年

齢
調

整
罹

患
率

は
減
少

し
て

い
る

が
、全

国
が

ん
登
録
導
⼊
時

の
不
安

定
性

に
よ

る
と考
え

ら
れ

る
。

・⾼
精
度
地
域

の
年

齢
調

整
罹

患
率

は
20

10
年

以
降
横
ば

い
（
J 
Ep
id
em
io
l

20
21
;3

1:
42

6-
45

0）
。

・全
国

が
ん
登
録

で
も

同
様

の
傾
向

が
続
くと

想
定

し
、予
防
対
策

の
効

果
とし

て
シ

ン
プ

ル
に

「減
少

」と
し

た
。

・死
亡

との
整

合
性

とシ
ン

プ
ル
さを

重
視

し
て

75
歳
未
満

とし
た

。
・⽬

標
年

は
20

36
年
時
点

で
⼊
⼿

可
能

な
20

33
年

とし
た

（
全
体

⽅
針

に
合
わ
せ

る
）

。
が

ん
の

年
齢

調
整
死
亡

率
の

減
少

20
20

年
（

男
⼥

計
︔

75
歳
未
満

）
69

.0
（

19
85

年
モ

デ
ル

⼈
⼝

）
12

6.
6（

20
15

年
モ

デ
ル

⼈
⼝

）
(⼈

⼝
10
万
対
)

20
34

年
（

男
⼥

計
︔

75
歳
未
満

）
48

.3
（

19
85

年
モ

デ
ル

⼈
⼝

）
88

.6
（

20
15

年
モ

デ
ル

⼈
⼝

）
(⼈

⼝
10
万
対
)

14
年

間
で

30
%

減

⼈
⼝
動

態
調

査
第

３
段

（
疾

病
）

国
・都

道
府

県
国

改
善

提
案

・年
齢

は
これ

ま
で

の
⽬

標
値

との
連
続

性
、⼀

次
予
防

、⼆
次

予
防

に
よ

る
壮

年
期

の
疾

病
負

荷
減
少

を
重
視

し
て

75
歳
未
満

とし
た

。
・⼈

⼝
動

態
統

計
が

ん
死
亡

数
（

19
75
〜

20
20

年
実

測
値

）
お

よ
び

将
来

推
計

⼈
⼝

を
⽤

い
て

、年
齢

、暦
年

、お
よ
び

そ
れ

ら
の
交
互
作
⽤

を
説
明
変

数
とし

た
モ

デ
ル

（
Ja
pa
ne
se

Jo
ur
na
l o
f C
lin
ic
al

 O
nc
ol
og
y 

20
14
;4

4:
36
-4

1）
に

よ
る

予
測

値
︓

　2
03

4
年

52
.1

（
20

20
年

か
ら

24
.5
%

減
︔
昭
和

60
年

モ
デ

ル
⼈

⼝
）

。
・対
策

で
の

上
乗
せ

とし
て

30
％

減
とし

た
。

・⽬
標

年
は

20
36

年
時
点

で
⼊
⼿

可
能

な
20

34
年

とし
た

（
全
体

⽅
針

に
合
わ
せ

る
）

。
・平

成
27

年
モ

デ
ル

⼈
⼝

の
変
化

率
は

、両
基
準

⼈
⼝

の
推
移

の
回
帰

式
に

基
づ
くと
約

0.
9

倍
（

20
20

年
か

ら
約

22
%

減
）

に
な

る
と考
え

ら
れ

る
が

、同
様

に
上
乗
せ

で
30
％

とし
た

。
が

ん
検
診

の
受
診

率
の

増
加

20
19

年
（

男
⼥

計
）

胃
（

40
-6

9歳
; 
過
去

1年
）

42
.4
%

胃
（

50
-6

9歳
;　
過
去

2年
）

49
.5
%

⼤
腸

（
40
-6

9歳
; 
過
去

1年
）

44
.2
%

肺
（

40
-6

9歳
; 
過
去

1年
）

49
.4
%

⼥
性
乳
房

（
40
-6

9歳
; 
過
去

2年
）

47
.4
%

⼦
宮
頸
部

（
20
-6

9歳
; 
過
去

1年
）

43
.7
%

20
34

年
（

男
⼥

計
）

60
％

国
⺠

⽣
活

基
礎

調
査

第
２
段

国
・都

道
府

県
・

区
市

町
村

国
改

善
提

案
○

・2
01

9年
の

ベ
ー

ス
ラ
イン

値
の

⼀
部

が
第
⼆

次
の

⽬
標

50
%

を
ほ
ぼ
達

成
し

て
い

る
こと

か
ら

、
上
乗
せ

。
・⽬

標
年

は
20

36
年
時
点

で
⼊
⼿

可
能

な
最

新
値

で
あ

る
20

34
年

とし
た

。

が
ん
検
診
精
密
検

査
受
診

率
の

増
加

20
18

年
（

男
⼥

計
）

胃
（
X線
; 

40
-7

4歳
）

81
.4
%

胃
（
内
視
鏡
; 

50
-7

4歳
）

92
.9
%

⼤
腸

（
40
-7

4歳
）

71
.4
%

肺
（

40
-7

4歳
）

83
.8
%

⼥
性
乳
房

（
40
-7

4歳
）

89
.2
%

⼦
宮
頸
部

（
20
-7

4歳
）

75
.5
%

20
33

年
（

男
⼥

計
）

90
%

地
域

保
健

・健
康

増
進

事
業

報
告

第
２
段

国
・都

道
府

県
・

区
市

町
村

国
新

規
提

案
○

・が
ん
対
策

推
進

基
本

計
画

（
第

3期
）

の
⽬

標
値

を
踏
襲

。
・⼀
部
達

成
され

て
い

る
が

ん
種

が
あ

る
が

、低
い

が
ん

種
も
多

い
た
め

上
乗
せ
せ
ず

。
・⽬

標
年

は
20

36
年
時
点

で
⼊
⼿

可
能

な
最

新
値

で
あ

る
20

33
年

とし
た

。

健
康
寿
命

が
ん
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脳
⾎

管
疾

患
・虚

⾎
性

⼼
疾

患
の

年
齢

調
整

死
亡

率
の

減
少

（
20

15
年

モデ
ル

⼈
⼝

）

（
20

19
年

）
　脳

⾎
管

疾
患

＝
男

性
 9

8.
2,

  ⼥
性

 5
9.

9
　虚

⾎
性

⼼
疾

患
＝

男
性

 7
2.

9,
  ⼥

性
 3

1.
5

男
性

 6
7.

9,
 ⼥

性
 5

1.
8

(男
性

 7
9.

6,
 ⼥

性
 5

4.
0)

⼈
⼝

動
態

調
査

アウ
トカ

ム
疾

病
都

道
府

県
国

同
⼀

○
HD

S-
02

. 健
康

⽇
本

21
（

第
⼆

次
）

の
推

定
に

⽤
い

た
死

亡
率

の
回

帰
式

（
EP

OC
H

JA
PA

N研
究

）
を⽤

い
て

、危
険

因
⼦

等
の

推
移

か
ら予

測
され

る死
亡

率
の

減
少

割
合

を
求

め
て

、現
時

点
の

年
齢

調
整

死
亡

率
の

乗
じた

（
健

康
⽇

本
21

（
第

⼆
次

）
と同

じ⽅
式

).
⽬

標
値

の
（

　）
内

は
喫

煙
率

半
減

を想
定

した
場

合
の

⽬
標

値
。

収
縮

期
⾎

圧
値

の
平

均
値

の
低

下
（

20
19

年
）

　男
性

 1
37

m
m

Hg
,  

⼥
性

 1
31

m
m

Hg
男

性
 1

33
m

m
Hg

,
⼥

性
 1

27
m

m
Hg

国
⺠

・健
康

栄
養

調
査

アウ
トプ

ット
基

礎
的

病
態

都
道

府
県

国
同

⼀
○

類
似

→
HD

S-
04

(⾎
⾼

値
者

割
合

の
減

少
）

．
各

分
野

の
⽬

標
達

成
に

よる
降

圧
効

果
は

、 
⾷

塩
摂

取
量

の
減

少
 -

2.
4m

m
Hg

, 野
菜

・果
物

の
増

加
 -

0.
19

m
m

Hg
,　

肥
満

の
割

合
の

減
少

 男
性

 -
0.

3m
m

Hg
, ⼥

性
 -

0.
43

m
m

Hg
, ⽇

常
⽣

活
に

お
け

る歩
数

の
増

加
 -

1.
0m

m
Hg

, ⽣
活

習
慣

の
リス

クを
⾼

め
る飲

酒
者

割
合

の
減

少
 男

性
 -

0.
11

m
m

Hg
、⼥

性
 -

0.
05

m
m

Hg
, ⾼

⾎
圧

者
に

お
け

る降
圧

剤
服

⽤
率

の
増

加
 -

0.
2m

m
Hg

. 合
計

は
男

性
 4

.2
m

m
Hg

、⼥
性

 4
.3

 m
m

Hg
だ

が
簡

便
に

す
るた

め
前

回
と同

じ4
 m

m
Hg

とし
た

。
LD

Lコ
レス

テロ
ー

ル
平

均
値

の
低

下
（

20
19

年
）

　男
性

︓
11

9m
g/

dl
,  

⼥
性

: 
12

5m
g/

dl
男

性
︓

11
7m

g/
dl

,
⼥

性
: 

12
3m

g/
dl

国
⺠

・健
康

栄
養

調
査

アウ
トプ

ット
基

礎
的

病
態

都
道

府
県

国
同

⼀
○

類
似

→
HD

S-
06

(平
均

の
総

コレ
ステ

ロー
ル

の
低

下
）

第
⼆

次
で

は
総

コレ
24

0m
g以

上
の

割
合

、L
DL

コレ
16

0m
g以

上
の

割
合

⾼
⾎

圧
者

に
お

け
る降

圧
剤

服
⽤

率
の

増
加

30
%

（
⺟

集
団

の
50

％
が

⾼
⾎

圧
、そ

の
うち

降
圧

剤
服

⽤
率

 6
0％

）
。

33
%

（
⺟

集
団

の
50

％
が

⾼
⾎

圧
、そ

の
うち

降
圧

剤
服

⽤
率

60
％

が
66

%
に

な
った

と仮
定

）
。

国
⺠

・健
康

栄
養

調
査

プロ
セ

ス
⽣

活
習

慣
都

道
府

県
国

同
⼀
＆
改
善

提
案

○
類

似
→

HD
S-

05
(⾎

圧
コン

トロ
ー

ル
者

の
増

加
）

。⾼
⾎

圧
の
有

病
率

は
35
〜

75
％

（
50
〜

70
歳
代

）
、⾼

⾎
圧

者
の
治
療

率
40
〜

70
％

、（
50
〜

70
歳
代

）
、以

上
、⾼

⾎
圧
治
療
ガ
イド
ライ
ン2

01
9。

国
⺠

健
康

栄
養

調
査

で
対
象

者
全
体

に
占

め
る⾼

⾎
圧
治

療
中

の
割

合
は

30
%

。⺟
集

団
の

30
%

が
⾼

⾎
圧
治
療
中

とし
た

。現
状

で
も⾼

⾎
圧

者
に

お
け

る服
⽤

率
で
あ

るが
、よ
り明
確

に
記
載

。⺟
集

団
に

お
け

る服
薬

者
が

33
%

とな
り、

3%
増

加
す

る。
これ

に
よる

集
団
全
体

の
降

圧
効

果
は

0.
2 

m
m

Hg
。

糖
尿

病
腎
症

に
よる

年
間
新
規

透
析
導
⼊

患
者

数
の

減
少

（
年

齢
調

整
、⼈

⼝
10
万

⼈
対

）

15
,5

36
⼈

（
20

19
年

）
　H

27
 年

平
滑
化

⼈
⼝

を⽤
い

た
調

整
値

）
13

,0
00

⼈
（

20
34

年
）

（
75
歳
まで
×

0.
8＊

、7
5

歳
以

上
×

0.
9）

＊
tr
en
d

an
al
ys
isよ
り控
え
め
（
⾼
め
）
の
数

値
採
⽤

⽇
本
透
析
医
学
会

調
べ

アウ
トカ

ム
疾

病
透
析
医
学
会

デ
ー
タ

な
ら、

国
・都

道
府

県 KD
B/

ND
B等

の
活

⽤
な

ら市
区
町
村

・
医
療
保

険
者

企
業

・N
PO

等
同

⼀
＆
改
善

提
案

○
・第

⼆
次

か
ら継
続

的
に
実
施

。重
症
化

予
防

の
アウ

トカ
ム

とし
て
も重
要

・⽇
本
透
析
医
学
会
公
表

値
を活

⽤
。市
区
町
村
別

の
公
表

は
都

道
府

県
⽀
部

（
腎
臓
財

団
）

に
より
差

が
あ

る。
・市
町
村

・保
険

者
に
つ

い
て

は
KD
B/

ND
Bの

活
⽤

を提
案

した
い

。
・⾼

齢
化

の
影
響
や
医
療
資
源

の
影
響

を受
け

る。
・が
ん

、循
環
器

疾
患

と合
わ
せ

て
75
歳
未

満
とす
べ
きか
どう

か

治
療
継
続

者
の

割
合

の
増

加
20

19
年

　6
0.

2%
（

平
滑
化

⼈
⼝

に
お

け
る％

）
70

％
（

20
34

年
）

両
⽴
⽀
援

、S
tig

m
a解
消

、
遠
隔
医
療

が
あ

れ
ば

80
％

⽬
指

す
︖

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

→
ND
B/

　K
DB
へ

アウ
トプ

ット
疾

病
国

・都
道

府
県

・
医
療
保

険
者

その
他

同
⼀
＆
改
善

提
案

○
国

・都
道

府
県

・国
保

な
ど医
療
保

険
者

で
、共
通

した
指

標
で
評
価

す
るた

め
に

は
KD
B/

ND
Bの

活
⽤

を提
案

した
い

。

Hb
A1
cが

8.
0 

%
以

上
の

者
の

割
合

の
減

少
H2

9年
1.

34
％

1.
0％

（
20

34
年

）
（

25
％

減
）

ND
B︓
特

定
健

康
診

査
・特

定
保

健
指
導

の
実
施
状
況

アウ
トカ

ム
疾

病
国

・都
道

府
県

・
医
療
保

険
者

で
評
価
可
能

区
市
町
村

同
⼀

○
8.

4%
 は

JD
S時
代

の
な
ごり

。学
会
ガ
イド
ライ
ン等

と整
合

性
をと
り、

8.
0％

以
上

の
割

合
に
変
更

す
るこ

とを
提
案

した
い

。（
参
考

︓
He
al
th
y　

Pe
op

le
 で

は
9.

0％
以

上
とし

て
い

るが
、よ
り良
好

な
コン

トロ
ー

ル
を⽬
指

す
べ
き）

糖
尿

病
年

齢
調

整
有

病
率

の
減

少
20

17
年

40
〜

74
歳

の
年

齢
調

整
有

病
率

15
.7

%
（

20
19

年
⼈

⼝
）

20
34

年
15

 %
（
糖
尿

病
の

治
療

率
が

⾼
まっ

て
も増

加
さ

せ
な

い
）

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

→
ND
B/

　K
DB
へ

アウ
トカ

ム
疾

病
国

・都
道

府
県

・
医
療
保

険
者

同
⼀
＆
改
善

提
案

○
国

・都
道

府
県

・国
保

な
ど医
療
保

険
者

で
、共
通

した
指

標
で
評
価

す
るた

め
に

は
KD
B/

ND
Bの

活
⽤

を提
案

した
い

。年
齢

調
整

、標
準
化
該
当

⼈
数

、該
当
⽐

な
どで
⽐
較

可
能

な
数

値
とす

る。
第

⼆
次

で
は
有

病
者

数
の

増
加

の
抑
制

特
定

健
診

で
の
受
診
勧
奨

に
よ

り実
際

に
医
療
機
関
へ
受
診

し
た
糖
尿

病
未
治
療

者

KD
B等

で
把
握
可
能

か
医
療

計
画

の
指

標
候
補

（
重

点
）

KD
Bに

て
把
握
可
能

。受
診
勧
奨

に
関

す
る指

標
な

の
で

取
り⼊

れ
るべ
きか

。全
国

的
な

集
計

値
が
発
表

され
る必
要

が
あ

る

メタ
ボ

リッ
クシ
ンド

ロー
ム
及
び

予
備
群

の
年

齢
調

整
該
当

率
H2

7年
メタ
ボ
該
当

14
.4

 %
,予
備
群

11
.7

　％
（
最
⼩

値
）

増
加

させ
な

い
（
両

者
合
わ
せ

て
25

％
未

満
）

ND
B︓
特

定
健

康
診

査
・特

定
保

健
指
導

の
実
施
状
況

アウ
トカ

ム
基

礎
的

病
態

国
・都

道
府

県
・

医
療
保

険
者

国
同

⼀
○

第
⼆

次
より
継
続

して
評
価

。
対
策

の
アウ

トカ
ム

とし
て
重
要

市
区
町
村

で
は

国
保

デ
ー
タを
把
握

で
きる

が
、被

⽤
者
保

険
も含

め
全
住

⺠
で

の
分
析

が
重

要
　第

⼆
次

で
は
有

病
者

数
の

減
少

特
定

健
康
診

査
・特

定
保

健
指

導
の
実
施

率
特

定
健

康
診

査
20

19
年
度

　5
5.

6％
特

定
保

健
指
導

20
19

年
度

　2
3.

2%

特
定

健
康
診

査
70

％
以

上
（
変
え
ず

）
特

定
保

健
指
導

45
％

以
上

（
⽅
法
論

の
⾒

直
しも
含

め
て

）

ND
B︓
特

定
健

康
診

査
・特

定
保

健
指
導

の
実
施
状
況

アウ
トプ

ット
国

・都
道

府
県

・
医
療
保

険
者

同
⼀

○
対
策
指

標
　H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0で

は
年

に
⼀

回
健

康
診

査
を受

け
る⼈

の
割

合
とし

て
表

現
され

て
い

る。
糖
尿

病
対
策

の
⼊
り⼝

で
あ
り重
要

な
指

標
医
療

計
画

の
指

標
候
補

（
重

点
）

循
環
器
疾
患

糖
尿
病
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⽬
標
＝
未
設
定

⾃
殺

者
の

減
少

（
⼈

⼝
10

万
⼈

当
た

りの
⾃

殺
死

亡
率

）
15

.7
　(

20
19

年
)

13
.0

以
下

(2
02

5年
)

⾃
殺

総
合

対
策

⼤
綱

の
⽬

標
値

に
準

じる

⼈
⼝

動
態

統
計

疾
病

国
国

同
⼀

○
・H

ea
lth

y 
Pe

op
le

20
30

で
も⽬

標
とし

て
掲

げ
られ

て
い

る。
・⾃

殺
は

15
歳

か
ら3

9歳
の

死
因

の
１

位
とな

って
い

る。
・平

成
28

（
20

16
）

年
の

⾃
殺

対
策

基
本

法
の

改
正

等
を踏

まえ
平

成
29

（
20

17
）

年
７

⽉
に

改
定

され
た

第
３

次
⼤

綱
に

お
い

て
は

、「
誰

も⾃
殺

に
追

い
込

まれ
るこ

との
な

い
社

会
の

実
現

」を
⽬

指
す

こと
を基

本
理

念
とし

て
、地

域
レベ

ル
の

実
践

的
な

取
組

を中
⼼

とす
る⾃

殺
対

策
へ

の
転

換
を図

る必
要

性
、具

体
的

施
策

とし
て

若
年

層
向

け
の

対
策

や
⾃

殺
未

遂
者

向
け

の
対

策
を充

実
す

るこ
と、

国
、地

⽅
公

共
団

体
、関

係
団

体
及

び
⺠

間
団

体
等

の
取

組
相

互
の

連
携

・協
⼒

を推
進

す
るこ

とを
掲

げ
、関

係
府

省
で

連
携

し⾃
殺

対
策

に
⼀

層
強

⼒
に

取
り組

ん
で

い
る。

・懸
念

事
項

とし
て

、2
0歳

以
上

で
は

す
べ

て
の

年
齢

階
級

で
⾃

殺
死

亡
率

の
減

少
が

認
め

ら
れ

て
い

るも
の

の
、1

5-
19

歳
は

平
成

22
（

20
10

）
年

の
7.

5か
ら令

和
元

（
20

19
）

年
の

9.
9に

上
昇

して
い

る（
男

性
は

9.
7か

ら1
3.

2へ
、⼥

性
は

5.
1か

ら6
.4

へ
）

。ま
た

、⾃
殺

者
数

は
令

和
２

（
20

20
）

年
に

増
加

に
転

じ、
特

に
若

年
者

と⼥
性

に
お

い
て

⾃
殺

者
数

の
増

加
が

認
め

られ
て

お
り、

今
後

も注
視

が
必

要
で

あ
る。

⼼
理

的
苦

痛
を感

じる
者

の
割

合
の

減
少

10
.3

%
(2

01
9年

)
9.

3%
(2

03
6年

)
国

⺠
⽣

活
基

礎
調

査
基

礎
的

病
態

都
道

府
県

国
同

⼀
○

・約
4分

の
１

の
国

⺠
が

中
等

度
以

上
の

⼼
理

的
苦

痛
（

K6
で

5点
以

上
）

を抱
え

て
い

るこ
とが

⽰
され

て
い

る。
K6

が
5点

以
上

で
あ

るこ
とと

⾝
体
症
状

お
よび

社
会
機
能
障
害

との
関

連
が

⽰
され

て
い

る。
・カ
ット
オフ

値
の

追
加

に
つ

い
て

は
⽬

的
外
利
⽤

が
必

要
・懸

念
事

項
とし

て
、新
型
コロ
ナ
ウイ

ル
ス感
染
拡

⼤
前

と⽐
べ

て
、世
界

中
で
うつ

病
・不
安

症
が

約
25

%
増

加
した

と推
定

され
て

お
り、
わ

が
国

で
も精
神

的
苦

痛
を抱

え
て

い
る者

の
割

合
が

⼤
幅

に
増

加
して

い
る可
能

性
が

あ
る。

メン
タル
ヘ

ル
ス対

策
に

取
り組

ん
で

い
る事
業
場

の
割

合
の

増
加

61
.4

%
(2

02
0年

)
80

%
(2

02
2年

)

第
14

次
労
働
災
害
防
⽌

計
画

の
⽬

標
値

に
準

じる

労
働
安
全
衛

⽣
調

査
⽣

活
習
慣

都
道

府
県

国
同

⼀
○

・産
業
精
神
保
健

の
領

域
で

、最
も包
括

的
な

⽬
標

と考
え

られ
る。

・「
第

13
次
労
働
災
害
防
⽌

計
画

」の
⽬

標
に

準
じて

⽬
標

値
を記
載

して
い

るが
、健
康
⽇

本
21

（
第

3次
）

で
は

20
21

年
中

に
作

成
され

ると
考

え
られ

る「
第

14
次
労
働
災
害
防
⽌

計
画

」の
⽬

標
に

準
じる

こと
が
望

まし
い

と考
え

られ
る。
労
働

基
準
局

等
との
情
報

共
有

が
望

まし
い

。
・懸

念
事

項
とし

て
、5

0⼈
以

上
の

事
業
場

で
は

90
.7

%
（

20
18

年
）

で
あ

るが
、3

0〜
49

⼈
の

事
業
場

で
は

65
.3

%
、1

0〜
29

⼈
の

事
業
場

で
は

51
.6
％

で
あ

り、
⼩
規
模

事
業

場
で

の
取

組
推

進
が
容
易

で
は

な
い
可
能

性
が

あ
る。

⼼
の
サ
ポ
ー
ター

数
50

0⼈
（

20
21

年
度

）
38

万
⼈

  （
20

28
年

度
）

10
0万

⼈
（

20
33

年
度

）
厚

⽣
労
働

省
⽣

活
習
慣

区
市
町
村

国
新
規
提
案

✕
・「
精
神
障
害

に
も対
応

した
地

域
包
括
ケ
アシ
ステ
ム

」に
お

け
る普

及
啓
発

の
部

分
を担
うも

の
とし

て
、2

02
1年

度
か

ら厚
労

省
が

⼼
の
サ
ポ
ー
ター
養

成
事
業

を開
始

した
。

・オ
ー
スト
ラリ
ア等

で
⾏
わ

れ
て

い
るM

en
ta

l H
ea

lth
 F
irs

t A
id

の
考

え
⽅

をも
とに

、地
域

や
職

域
で
メン
タル

へ
ル
スの
問
題

を抱
え

る⼈
や
家
族

等
に

対
して

で
きる
範
囲

で
⼿
助

け
をす

る「
⼼

の
サ
ポ
ー
ター

」を
増

や
す

とと
もに

、メ
ンタ

ル
ヘ

ル
スに

関
す

る適
切

な
知
識

をも
った

⼈
を

増
や

し、
社

会
の
ステ
ィグ
マを
低

減
し、
精
神

疾
患

の
有
無

や
程

度
に

か
か
わ

らず
誰

もが
暮

らし
や

す
い

社
会

を実
現

す
るこ

とを
⽬

的
とし

て
い

る。
・厚
労

省
が

20
28

年
まで

に
38

万
⼈

、2
03

3年
まで

に
10

0万
⼈

の
養

成
を⽬

標
とし

て
掲

げ
て

い
る。

⼩
児
科
医

・児
童
精
神
科
医
市

の
割

合
の

増
加

削
除

⽬
標
＝
未
設
定

CO
PD

ここ
ろ
の
健
康

次
世
代
の
健
康
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  要
介

護
状

態
へ

の
移

⾏
抑

制
要

介
護

(要
⽀

援
)認

定
者

数
令

和
2年

度
 6

69
万

⼈
推

計
値

（
10

年
後

の
年

齢
階

級
別

⼈
数

×
認

定
率

）
の

90
〜

95
％

値
︖

介
護

保
険

事
業

状
況

報
告

疾
病

国
・都

道
府

県
・

区
市

町
村

国
同

⼀
○

・介
護

保
険

事
業

状
況

報
告
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/t
ou
ke
i/l
is
t/
84
-1
.h
tm
l）

認
知

症
の

発
症

や
進

⾏
の

抑
制

認
知

症
⾃

⽴
度

Ⅱ
以

上
の

⼈
数

令
和

2年
度

 4
10

万
⼈

 厚
⽣

労
働

省
 推

計
推

計
値

（
10

年
後

の
年

齢
階

級
別

⼈
数

×
出

現
率

）
の

90
〜

95
％

値
︖

介
護

保
険

総
合

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

疾
病

国
・都

道
府

県
・

区
市

町
村

国
同

⼀
○

＊
介

護
保

険
総

合
デ

ー
タベ

ー
スに

収
載

され
た

認
知

症
⾼

齢
者

の
⽇

常
⽣

活
⾃

⽴
度

を⽤
い

て
集

計
す

るこ
とを

想
定

・介
護

保
険

総
合

デ
ー

タベ
ー

ス（
社

会
保

障
審

議
会

介
護

保
険

部
会

(第
84

回
)参

考
資

料
︓
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/c
on
te
nt
/1
23
00
00
0/
00
05
60
21
6.
pd
f）

・厚
⽣

労
働

省
︓

認
知

症
施

策
の

推
進
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/fi
le
/0
5-

Sh
in
gi
ka
i-1
26
01
00
0-
Se
is
ak
ut
ou
ka
ts
uk
an
-

Sa
nj
ik
an
sh
its
u_
Sh
ak
ai
ho
sh
ou
ta
nt
ou
/0
00
00
21
00
4.
pd
f）

社
会

的
孤

⽴
・孤

独
・閉

じこ
も

り者
割

合
の

減
少

社
会

的
健

康
W

Gの
⽬

標
の

⾼
齢

者
の

数
値

1割
抑

制
な

ど
国

勢
調

査
⾼

齢
社

会
対

策
に

関
す

る調
査

(⾼
齢

者
の

⽣
活

実
態

に
関

す
る調

査
・⾼

齢
者

の
地

域
社

会
へ

の
参

加
に

関
す

る
意

識
調

査
）

基
礎

的
病

態
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

同
⼀

＆
改

善
提

案
○

社
会

環
境

の
整

備
、⼼

の
健

康
・休

養
の

分
野

と調
整

＊
⾼

齢
社

会
対

策
に

関
す

る調
査

に
つ

い
て

は
、年

度
に

より
調

査
項

⽬
が

異
な

る

・国
勢

調
査
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.s
ta
t.g
o.
jp
/d
at
a/
ko
ku
se
i/2
02
0/
in
de
x.
ht
m
l）

・⾼
齢

社
会

対
策

に
関

す
る調

査
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
8.
ca
o.
go
.jp
/k
ou
re
i/i
sh
ik
i/k
en
ky
u.
ht
m
l）

主
体

的
な

社
会

参
加

や
就

労
、

⼈
の

つ
な

が
り

4種
（

スポ
ー

ツ、
学

習
・⾃

⼰
啓

発
、ボ

ラン
ティ

ア活
動

、
趣

味
・娯

楽
）

⾏
動

者
率

17
6.

46
 平

成
23

（
20

11
）

年
度

　男
⼥

平
均

20
21

年
まで

の
10

年
間

の
伸

び
率

（
年

齢
階

層
別

︖
）

を参
考

に
決

め
る

社
会

⽣
活

基
本

調
査

国
⺠

・健
康
栄

養
調

査
⽣

活
習
慣

国
・都

道
府

県
国

同
⼀

○
社

会
環

境
の

整
備

の
分

野
と調

整

・社
会

⽣
活

基
本

調
査

（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.s
ta
t.g
o.
jp
/d
at
a/
sh
ak
ai
/2
01
6/
in
de
x.
ht
m
l）

・国
⺠

・健
康
栄

養
調

査
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/b
un
ya
/k
en
ko
u/
ke
nk
ou
_e
iy
ou
_c
ho
us
a.
ht
m
l）

認
知
機
能
ハ
イリ

スク
⾼

齢
者

の
把
握

率
ロコ
モの

認
知

度
⾜
腰

の
痛
み

の
あ

る⾼
齢

者
の

割
合

削
除

低
栄

養
傾
向

の
⾼

齢
者

の
割

合
栄
養
・⾷
⽣
活
に
移
動

⾼
齢
者
の
健
康
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  健
康

寿
命

の
地

域
格

差
の

縮
⼩

●
都

道
府

県
（

健
康

寿
命

が
最

⻑
の

地
域

と最
短

の
地

域
の

差
）

︓
男

性
2.

70
年

（
20

16
年

）
、⼥

性
2.

70
年

（
20

16
年

）
●

都
道

府
県

（
健

康
寿

命
が

最
短

の
地

域
の

値
）

︓
 男

性
 7

1.
21

年
（

20
16

年
）

、
⼥

性
73

.6
2年

（
20

16
年

）

都
道

府
県

（
最

⻑
の

地
域

と
最

短
の

地
域

の
差

）
●

男
性

2.
45

年
、

⼥
性

2.
50

年
●

都
道

府
県

（
最

低
の

地
域

の
値

の
底

上
げ

）
︓

男
性

75
.0

0歳
、

⼥
性

76
.0

0歳

・
厚

⽣
労

働
省

  市
区

町
村

別
⽣

命
表

ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
j

p/
to
uk
ei
/s
ai
kin
/h
w
/li
fe
/

ck
ts
15
/in
de
x.
ht
m
l

・
厚

⽣
労

働
科

学
研

究
「

健
康

寿
命

及
び

地
域

格
差

の
分

析
と

健
康

増
進

対
策

の
効

果
検

証
に

関
す

る
研

究
」

・
総

務
省

統
計

局
都

道
府

県
別

⼈
⼝

デ
ー

タ

ア
ウ

ト
カ

ム
̶

都
道

府
県

国
同

⼀
○

健
康

寿
命

は
今

後
も国

⺠
の

健
康

づ
くり

運
動

の
推

進
に

お
け

る最
終

アウ
トカ

ム
とし

て
重

視
さ

れ
るこ

とか
ら、

その
格

差
に

つ
い

て
も引

き続
き評

価
し、

幅
広

い
国

⺠
との

議
論

の
元

、是
正

す
べ

き⽔
準

の
格

差
が

あ
ると

認
め

られ
るも

の
に

つ
い

て
は

数
値

⽬
標

を定
め

て
取

り組
む

。

社
会

経
済

状
況

に
よ

る
健

康
寿

命
の

格
差

の
縮

⼩
●

有
職

者
間

の
職

業
別

の
健

康
寿

命
の

格
差

 ︓
（

40
-6

5歳
の

部
分

健
康

寿
命

）
  男

性
1.

35
年

、⼥
性

2.
22

年
 （

20
15

年
 ）

●
無

職
者

の
健

康
寿

命
︓

男
性

18
.4

9年
、⼥

性
21

.0
9年

（
20

15
年

）
●

⽇
常

⽣
活

へ
の

影
響

が
あ

る⼈
の

割
合

の
所

得
間

格
差

●
⽇

常
⽣

活
に

制
限

が
あ

ると
答

え
た

⼈
の

割
合

（
％

）
︓

有
職

者
 男

性
　1

0.
0（

20
19

年
）

、⼥
性

12
.1

（
20

19
年

）
無

職
者

 男
性

　1
5.

9 
（

20
19

年
）

、⼥
性

17
.2

（
20

19
年

）

●
有

職
者

間
の

職
業

別
の

健
康

寿
命

の
格

差
を

縮
⼩

す
る

︓
●

無
職

者
の

健
康

寿
命

を
延

伸
す

る
︓

●
⽇

常
⽣

活
へ

の
影

響
が

あ
る

⼈
の

割
合

の
所

得
間

格
差

を
XX

Xに
す

る
●

別
項

⽬
案

︓
⽇

常
⽣

活
に

制
限

が
あ

る
と

答
え

た
⼈

の
割

合
 ︓

有
職

者
 

男
性

9.
0％

、
⼥

性
 

11
.0

％
／

無
職

者
 

男
性

14
.5

%
、

⼥
性

16
.0

％

⼈
⼝

動
態

職
業

・
産

業
別

統
計

 
性

・
職

業
（

⼤
分

類
）

・
年

齢
階

級
別

死
亡

数
国

⺠
⽣

活
基

礎
調

査
⽇

常
⽣

活
へ

の
影

響
の

有
無

の
職

業
分

類
別

・
所

得
別

（
男

⼥
そ

れ
ぞ

れ
）

 
な

ど

ア
ウ

ト
カ

ム
̶

職
業

等
国

新
規

提
案

○
社

会
経

済
的

背
景

に
よる

健
康

格
差

の
存

在
は

多
くの

国
で

報
告

され
て

お
り 

、⽇
本

か
らも

報
告

され
て

い
る 

。健
康

寿
命

の
社

会
経

済
状

況
別

の
政

府
に

よる
公

式
な

計
算

値
は

⽰
され

て
い

な
い

。今
回

職
業

の
有

無
別

の
算

出
を⾏

い
その

格
差

の
⽬

標
を提

⽰
した

。他
の

評
価

軸
の

算
出

に
つ

い
て

は
現

在
試

み
中

。

地
域

の
社

会
経

済
状

況
に

よ
る

健
康

寿
命

の
格

差
の

縮
⼩

●
都

道
府

県
︓

失
業

率
 が

最
も⾼

い
都

道
府

県
の

健
康

寿
命

と、
失

業
率

が
最

も⼩
さい

都
道

府
県

の
健

康
寿

命
の

差
（

格
差

勾
配

指
数

︓
SI

I）
︓

男
性

0.
56

、0
.7

7年
（

20
13

年
、2

01
6

年
）

、⼥
性

0.
47

、0
.6

2年
（

20
13

年
、

20
16

年
）

●
市

区
町

村
AD

I1
00

分
位

に
よる

SI
I︓

男
性

2.
32

年
、⼥

性
0.

93
年

（
20

10
-2

01
4年

）
（

Ka
ta

ok
a 

et
 a

l. 
La

nc
et

 R
HW

P)

●
都

道
府

県
失

業
率

に
よ

る
SI

I︓
男

性
0.

50
、

⼥
性

0.
50

●
市

区
町

村
AD

I1
00

分
位

SI
I︓

男
性

1.
8年

、
⼥

性
1.

0以
下

を
維

持

⼈
⼝

動
態

統
計

・
国

勢
調

査
の

市
区

町
村

別
⼈

⼝
・

死
亡

デ
ー

タ 市
町

村
別

要
介

護
認

定
デ

ー
タ

ア
ウ

ト
カ

ム
̶

都
道

府
県

・
市

区
町

村
の

社
会

経
済

状
況

国
新

規
提

案
○

都
道

府
県

や
市

区
町

村
の

社
会

経
済

状
況

に
より

、健
康

寿
命

の
格

差
が

あ
るこ

とが
⽰

され
て

い
る。

地
域

剥
奪

指
標

（
Ar

ea
 D

ep
riv

at
io

n 
In

de
x:

 A
DI

）
等

、複
数

の
社

会
経

済
状

況
に

関
す

る指
標

を⽤
い

た
妥

当
性

の
確

認
され

た
指

標
も開

発
され

て
お

り、
これ

らを
⽤

い
て

地
域

の
社

会
経

済
状

況
に

よる
健

康
寿

命
の

格
差

をモ
ニタ

リン
グす

るこ
とで

、国
や

都
道

府
県

、市
区

町
村

等
が

活
動

をマ
ネ
ジ
メン

トし
て

い
くた

め
に
役
⽴

つ
。

健
康

寿
命

に
加

え
て

、
が

ん
や

循
環

器
疾

患
、

健
康

⾏
動

に
関

す
る

各
分

野
の

主
要

項
⽬

に
つ

い
て

地
域

間
・

社
会

属
性

の
異

な
る

集
団

間
の

格
差

を
評

価
す

る

国
に

よ
る

把
握

な
し

各
分

野
数

項
⽬

程
度

評
価

国
、

都
道

府
県

、
市

区
町

村
な

ど
新

規
提

案
○

が
ん

や
循
環
器
疾
患

、健
康

⾏
動

は
今

後
も国

⺠
の

健
康

づ
くり

運
動

の
推

進
に

お
け

るア
ウト

カム
とし

て
重

視
され

る。

健
康
格
差
の
是
正
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  他
者

と
の

つ
な

が
り

の
強

化
困

った
時

に
相

談
で

きる
⼈

や
窓

⼝
が

な
い

と思
う

国
⺠

の
割

合
R1

 7
.4

％
（

男
性

: 
9.

3％
、⼥

性
: 

5.
9％

）
（

国
）

困
っ

た
時

に
相

談
で

き
る

⼈
や

窓
⼝

が
な

い
と

思
う

国
⺠

の
割

合
︓

3%
（

ト
レ

ン
ド

分
析

未
実

施
）

厚
⽣

労
働

省
国

⺠
⽣

活
基

礎
調

査
（

健
康

票
）

（
R1

補
問

9-
2︓

最
も

気
に

な
る

悩
み

や
ス

ト
レ

ス
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

相
談

し
て

い
ま

す
か

」
）

ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
j

p/
to
uk
ei
/c
ho
us
ah
yo
/2
0

-2
1/
dl
/k
ok
u3
1k
e.
pd
f

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

̶
国

国
改

善
提

案
○

第
⼆

次
の

⽬
標

は
、繋

が
りを

地
域

に
限

定
して

い
る点

で
昨

今
の

多
様

化
した

社
会

関
係

を
反

映
して

い
ると

は
⾔

い
難

い
。そ

の
た

め
、次

期
計

画
で

は
地

理
的

に
依

存
しな

い
ソー

シ
ャル

キ
ャピ

タル
の

状
況

をと
らえ

る。

地
域

活
動

や
ま

ち
づ

く
り

な
ど

の
活

動
に

主
体

的
に

関
わ

っ
て

い
る

国
⺠

の
増

加

H2
8 

26
.0

%
（

国
）

、
H2

8 
25

.0
%

（
男

性
）

、2
6.

9%
（

⼥
性

）
64

歳
ま

で
︓

男
性

︓
30

%
⼥

性
︓

30
%

65
歳

以
上

︓
男

性
︓

40
%

⼥
性

︓
40

%

総
務

省
「

社
会

⽣
活

基
本

調
査

」
R3

 調
査

票
A 

問
22

 ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て ht
tp
:/
/w
w
w
.s
ta
t.g
o.
jp
/

da
ta
/s
ha
ka
i/2
02
1/
pd
f/

qu
a.
pd
f

プ
ロ

セ
ス

̶
国

・
年

齢
階

層
国

改
善

提
案

○
健

康
づ

くり
を⽬

的
に

して
い

な
い

活
動

へ
の

参
加

で
も健

康
と関

連
す

るこ
とが

複
数

の
研

究
で

報
告

され
て

い
る。

第
⼆

次
で

は
健

康
に

関
す

るボ
ラン

ティ
アに

限
定

して
い

た
が

、健
康

に
関

連
しな

い
活

動
も含

め
るよ

うに
した

。

県
内

の
市

区
町

村
間

の
健

康
指

標
の

格
差

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

て
い

る
都

道
府

県
の

増
加

不
明

都
道

府
県

︓
10

0％
   

   
   

 （
全

都
道

府
県

）
市

区
町

村
︓

80
-1

00
％

厚
⽣

労
働

省
健

康
局

に
よ

る
把

握
プ

ロ
セ

ス
̶

都
道

府
県

・
市

区
町

村
国

改
善

提
案

○
健

康
⽇

本
２

１
（

第
⼆

次
）

で
は

、健
康

格
差

対
策

に
取

り組
む

⾃
治

体
数

の
増

加
が

⽬
標

とな
って

お
り、

中
間

評
価

の
時

点
で

40
都

道
府

県
（

85
.1

％
）

が
⽬

標
を達

成
して

い
た

。
次

の
ステ

ップ
とし

て
、数

値
⽬

標
を⼊

れ
るこ

とを
め

ざす
。

厚
⽣

労
働

省
内

の
局

間
連

携
の

取
組

数
の

増
加

不
明

国
︓

部
局

間
連

携
事

業
10

個
・

省
庁

横
断

事
業

10
個

厚
⽣

労
働

省
健

康
局

に
よ

る
把

握
プ

ロ
セ

ス
̶

国
国

新
規

提
案

○
W

HO
の

CS
DH

は
部

⾨
間

連
携

・ガ
バ

ナ
ンス

の
強

化
を通

じた
健

康
格

差
対

策
の

重
要

性
を

強
調

して
い

る。
健

康
格

差
対

策
に

は
重

層
的

な
対

策
が

不
可

⽋
で

あ
るこ

とか
ら、

複
数

レベ
ル

で
の

部
⾨

間
連

携
の

推
進

を明
⽰

した
⽬

標
設

定
をす

る。

社
会
環
境
の
整
備
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低
出

⽣
体

重
児

の
割

合
の

減
少

9
.4

%

（
2
0
1
9
年

⼈
⼝

動
態

統
計

）

7
％

未
満

⼈
⼝

動
態

統
計

ア
ウ

ト
カ

ム
国

・
都

道
府

県
国

同
⼀

○
低

出
⽣

体
重

は
、
神

経
学

的
・
⾝

体
的

合
併

症
の

他
、
成

⼈
後

の
⽣

活
習

慣
病

の
発

症
と
関

連 都
道

府
県

間
格

差
を

追
加

「
次

世
代

の
健

康
」
と
の

間
で

要
調

整

肥
満

傾
向

の
⼦

ど
も

の
割

合
の

減
少

⼩
学

5
年

⽣
男

⼦
  

5
.1

％

⼩
学

5
年

⽣
⼥

⼦
  

3
.6

％

（
2
0
1
9
年

学
校

保
健

統
計

）

男
⼦

  
 3

％
未

満

⼥
⼦

  
 2

％
未

満

学
校

保
健

統
計

ア
ウ

ト
カ

ム
国

・
都

道
府

県
国

同
⼀

○
⼦

ど
も

の
肥

満
は

、
将

来
の

肥
満

や
⽣

活
習

慣
病

に
つ

な
が

り
や

す
い

都
道

府
県

間
格

差
を

追
加

「
次

世
代

の
健

康
」
と
の

間
で

要
調

整

2
0
歳

代
〜

6
0
歳

代
の

男
性

の

肥
満

の
割

合
の

減
少

3
5
.1

％

（
2
0
1
9
年

国
調

）

3
0
%

未
満

国
⺠

健
康

・
栄

養
調

査
、
N

D
B

ア
ウ

ト
カ

ム
国

・
都

道
府

県
・
保

険
者

間

国
改

善
提

案
○

体
重

過
多

や
肥

満
は

、
全

体
死

亡
、
が

ん
、
循

環
器

病
、
糖

尿
病

な
ど
多

く
の

⽣
活

習
慣

病
と

関
連

す
る

国
⺠

健
康

・
栄

養
調

査
で

は
、
都

道
府

県
間

格
差

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る

N
D

B
で

は
、
4
0
歳

〜
6
0
歳

代
に

つ
い

て
、
保

険
者

間
格

差
を

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
す

る

4
0
〜

6
0
歳

代
の

⼥
性

の
肥

満

の
割

合
の

減
少

2
2
.5

％

（
2
0
1
9
年

国
調

）

1
5
%

未
満

国
⺠

健
康

・
栄

養
調

査
、
N

D
B

ア
ウ

ト
カ

ム
国

・
都

道
府

県
・

保
険

者
間

国
改

善
提

案
○

同
上

2
0
歳

代
〜

3
0
歳

代
の

⼥
性

の

や
せ

の
割

合
の

減
少

2
0
歳

代
  

 2
0
.7

％

3
0
歳

代
  

 1
6
.4

％

（
共

に
2
0
1
9
年

国
調

）

2
0
歳

代
︓

1
5
%

未
満

3
0
歳

代
︓

1
0
%

未
満

国
⺠

健
康

・
栄

養
調

査
ア

ウ
ト

カ
ム

国
国

改
善

提
案

○
若

年
⼥

性
の

や
せ

は
、
⼦

ど
も

の
低

出
⽣

体
重

等
に

関
連

す
る

3
0
歳

代
も

や
せ

が
多

い
た

め
、
指

標
に

含
め

る

こ
の

年
代

の
対

象
数

が
少

な
く
、
評

価
レ

ベ
ル

は
都

道
府

県
は

難
し

い
た

め
国

レ
ベ

ル
と
す

る

⾼
齢

者
の

や
せ

の
割

合
の

減
少

（
年

齢
要

検
討

）

6
5
歳

以
上

で
B
M

I2
0
以

下
　
1
6
.8

％
1
3
％

未
満

国
⺠

健
康

・
栄

養
調

査
ア

ウ
ト

カ
ム

国
・
都

道
府

県
国

改
善

提
案

○
⾼

齢
者

の
や

せ
は

、
フ
レ

イ
ル

、
⽣

活
の

質
や

死
亡

と
関

連
す

る

年
代

と
低

栄
養

の
基

準
は

要
検

討

健
診

デ
ー

タ
が

使
⽤

で
き

れ
ば

活
⽤

す
る

⾷
塩

摂
取

量
の

減
少

1
0
.1

g

（
2
0
1
9
年

国
調

）

7
g
未

満
国

⺠
健

康
・
栄

養
調

査
ア

ウ
ト

カ
ム

国
・
都

道
府

県
国

同
⼀

＆
改

善

提
案

○
⾷

塩
摂

取
量

が
多

い
こ

と
は

⾼
⾎

圧
、
脳

卒
中

、
胃

が
ん

と
関

連
す

る

⾷
塩

摂
取

量
の

把
握

⽅
法

の
検

討
が

必
要

（
従

来
の

国
⺠

健
康

・
栄

養
調

査
の

⾷
事

調
査

に
加

え
て

、
健

診
で

尿
中

ナ
ト

リ
ウ

ム
測

定
が

で
き

る
と
よ

い
）

野
菜

摂
取

量
の

増
加

2
8
1
g

（
2
0
1
9
年

国
調

）

3
5
0
g
以

上
国

⺠
健

康
・
栄

養
調

査
ア

ウ
ト

カ
ム

国
・
都

道
府

県
国

同
⼀

○
野

菜
の

摂
取

量
が

少
な

い
こ

と
は

、
が

ん
、
脳

卒
中

、
⼼

筋
梗

塞
と
関

連
す

る

果
物

摂
取

量
の

増
加

6
1
.6

%

（
2
0
1
9
年

国
調

）

5
7
％

未
満

国
⺠

健
康

・
栄

養
調

査
ア

ウ
ト

カ
ム

国
・
都

道
府

県
国

同
⼀

○
果

物
の

摂
取

量
が

少
な

い
こ

と
は

、
が

ん
、
脳

卒
中

、
⼼

筋
梗

塞
と
関

連
す

る

主
⾷

・
主

菜
・
副

菜
を
組
み

合
わ

せ
た

⾷
事

を
す

る
⾏

動
の

増
加

3
6
.4

%

（
2
0
2
0
年

）

5
5
％

以
上

⾷
育

に
関

す
る
意
識

調

査
 （
農
⽔
省

）

ア
ウ

ト
プッ

ト
国

国
同

⼀
○

主
⾷

・
主

菜
・
副

菜
を
組
み

合
わ

せ
た

⾷
事

は
、
健

康
の

保
持

増
進

に
必

要
な

栄
養
素

摂
取

量

と
関

連
す

る

共
⾷

の
増

加

⾷
品
企
業
及
び
飲

⾷
店

の
登
録

数 特
定
給

⾷
施
設

の
割

合

削
除

栄
養
・⾷
⽣
活
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  ⽇
常

⽣
活

に
お

け
る歩

数
の

増
加

①
男

性
・2

0-
64

歳
︓

 7
86

4歩
／

⽇
②

男
性

・6
5歳

以
上

︓
53

96
歩

／
⽇

③
⼥

性
・2

0-
64

歳
︓

 6
68

5歩
／

⽇
④

⼥
性

・6
5歳

以
上

︓
46

56
歩

／
⽇

①
男

性
・2

0-
64

歳
︓

   
80

00
歩

／
⽇

②
男

性
・6

5歳
以

上
︓

   
60

00
歩

／
⽇

③
⼥

性
・2

0-
64

歳
︓

   
80

00
歩

／
⽇

④
⼥

性
・6

5歳
以

上
︓

   
60

00
歩

／
⽇

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

アウ
トカ

ム
国

都
道

府
県

世
帯

年
収

別

国
同

⼀
○

運
動

習
慣

者
の

割
合

の
増

加
①

男
性

・2
0-

64
歳

︓
 2

3.
6%

②
男

性
・6

5歳
以

上
︓

41
.9

%
③

⼥
性

・2
0-

64
歳

︓
 1

7.
0%

④
⼥

性
・6

5歳
以

上
︓

33
.9

%

①
男

性
・2

0-
64

歳
︓

   
30

%
②

男
性

・6
5歳

以
上

︓
   

50
%

③
⼥

性
・2

0-
64

歳
︓

   
30

%
④

⼥
性

・6
5歳

以
上

︓
   

50
%

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

アウ
トカ

ム
国

都
道

府
県

世
帯

年
収

別

国
同

⼀
○

⽇
常

⽣
活

で
の

⾝
体

活
動

の
維

持
・推

進
に

つ
な

が
る都

市
計

画
を策

定
す

る⾃
治

体
の

増
加

要
調
査

調
査
後
に
策
定

区
市

町
村

を対
象

とし
た

厚
⽣

労
働

省
に

よる
調

査
を想

定
して

い
る。

（
第

⼆
次

に
お

い
て

実
施

して
い

た
調

査
とお

お
よそ

同
じ⽅

法
）

プロ
セ

ス
区

市
町

村
区

市
町

村
改

善
提

案
○

都
市

計
画

の
専

⾨
家

と協
議

しつ
つ

進
め

て
きた

が
、最

終
的

に
国

⼟
交

通
省

とし
て

受
け

⼊
れ

られ
る質

問
項

⽬
に

な
って

い
るか

⾝
体

活
動

・運
動

を実
施

す
るた

め
の

都
市

施
設

を整
備

す
る⾃

治
体

の
増

加
要
調
査

調
査
後
に
策
定

区
市

町
村

を対
象

とし
た

厚
⽣

労
働

省
に

よる
調

査
を想

定
して

い
る。

（
第

⼆
次

に
お

い
て

実
施

して
い

た
調

査
とお

お
よそ

同
じ⽅

法
）

プロ
セ

ス
区

市
町

村
区

市
町

村
改

善
提

案
○

都
市

計
画

の
専

⾨
家

と協
議

しつ
つ

進
め

て
きた

が
、最

終
的

に
国

⼟
交

通
省

とし
て

受
け

⼊
れ

られ
る質

問
項

⽬
に

な
って

い
るか

エビ
デ

ンス
の

有
無

に
つ

い
て

は
考

え
⽅

次
第

とい
った

⾯
が

あ
る。

運
動

しや
す

い
まち

づ
くり

・環
境

改
善

に
取

り組
む

⾃
治

体
数

の
増

加
削
除
→
上
２
つ
に
改
良

⽬
標
＝
未
設
定

⾝
体
活
動
・運
動

休
養
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  ⽣
活

習
慣

病
の

リス
クを

⾼
め

る
量

を飲
酒

して
い

る者
（

⼀
⽇

当
た

りの
純

アル
コー

ル
摂

取
量

が
男

性
40

g以
上

、⼥
性

20
g

以
上

の
者

）
の

割
合

の
減

少

（
数

値
）

男
性

︓
14

.9
%

⼥
性

︓
9.

1%

（
当

該
年

）
20

19
年

（
デ

ー
タ出

典
）

厚
⽣

労
働

省
 「

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

」
令

和
元

年
国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
第

94
表

 ⽣
活

習
慣

病
の

リス
クを

⾼
め

る量
を飲

酒
して

い
る者

の
割

合
 -

 ⽣
活

習
慣

病
の

リス
クを

⾼
め

る量
を飲

酒
して

い
る者

の
割

合
，

年
齢

階
級

別
，

⼈
数

，
割

合
 -

 総
数

・男
性

・⼥
性

，
20

歳
以

上
ht
tp
s:
//
w
w
w
.e
-s
ta
t.g
o.
jp
/s
ta
t-

se
ar
ch
/fi
le
s?
pa
ge
=
1&
la
yo
ut
=
da
ta
lis
t

&t
ou
ke
i=
00
45
01
71
&t
st
at
=
00
00
01
04
17
4

4&
cy
cl
e=
7&
ye
ar
=
20
19
0&
m
on
th
=
0&
tc
la

ss
1=
00
00
01
14
85
07

（
数

値
）

男
性

︓
12

.8
%

⼥
性

︓
8.

2%

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

男
性

︓
「予

測
値

に
基

づ
く⽬

標
」

⼥
性

︓
「ツ

ー
ル

を使
⽤

しな
い

10
%

減
少

(×
0.

90
)、

10
%

増
加

(×
1.

10
)の

⽬
標

」

厚
⽣

労
働

省
「国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
」

アウ
トカ

ム
国

国
同

⼀
○

未
成

年
者

の
飲

酒
をな

くす
（

数
値

）
飲

酒
経

験
者

率
︓

中
学

で
16

.2
％

（
男

⼦
17

.1
％

、⼥
⼦

15
.3

％
）

、⾼
校

で
29

.4
％

（
男

⼦
30

.3
％

、⼥
⼦

28
.5

％
）

、
⽉

飲
酒

者
率

︓
中

学
で

2.
8％

（
男

⼦
3.

2％
、

⼥
⼦

2.
4％

 ）
、⾼

校
で

7.
0％

（
男

⼦
7.

7％
、⼥

⼦
6.

3％
）

、
週

飲
酒

者
率

︓
中

学
で

0.
4％

（
男

⼦
0.

5％
、

⼥
⼦

0.
4％

 ）
、⾼

校
で

1.
7％

（
男

⼦
2.

0％
、⼥

⼦
1.

3％
）

（
当

該
年

）
20

17
年

（
デ

ー
タ出

典
）

厚
⽣

労
働

科
学

研
究

費
補

助
⾦

「飲
酒

や
喫

煙
等

の
実

態
調

査
と⽣

活
習

慣
病

予
防

の
た

め
の

減
酒

の
効

果
的

な
介

⼊
⽅

法
の

開
発

に
関

す
る研

究
」 

H2
9-

循
環

器
等

-⼀
般

-0
08

平
成

29
年

度
報

告
書

　総
括

研
究

報
告

書
ht
tp
s:
//
m
hl
w
-g
ra
nt
s.
ni
ph
.g
o.
jp
/s
ys
te
m

/fi
le
s/
20
17
/1
72
03
1/
20
17
09
02
1A
_u
pl
oa
d/

20
17
09
02
1A
00
03
.p
df

（
数

値
）

0% （
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く⽬
標

」

厚
労

科
研

尾
崎

班
アウ

トカ
ム

国
その

他
同

⼀
○

※
20

15
まで

で
研

究
費

が
終

了
して

い
ると

考
え

られ
るた

め
、今

後
、詳

細
情

報
に

つ
い

て
取

得
し、

モニ
タリ

ング
に

つ
い

て
検

討
す

る

飲
酒
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  妊
娠

中
の

飲
酒

をな
くす

（
数

値
）

8.
7%

（
当

該
年

）
20

10
年

（
デ

ー
タ出

典
）

厚
⽣

労
働

省
 乳

幼
児

⾝
体

発
育

調
査

／
平

成
22

年
度

乳
幼

児
⾝

体
発

育
調

査
18

-1
 ⼀

般
調

査
に

よる
妊

娠
中

の
飲

酒
の

状
況

ht
tp
s:
//
w
w
w
.e
-s
ta
t.g
o.
jp
/s
ta
t-
se
ar
ch
/

fil
es
?p
ag
e=
1&
la
yo
ut
=
da
ta
lis
t&
to
uk
ei
=
0

04
50
27
2&
ts
ta
t=
00
00
01
02
45
33
&c
yc
le
=
8

&t
cl
as
s1
=
00
00
01
04
81
06
&s
ta
t_
in
fid
=
00
0

01
26
73
59
6&
tc
la
ss
2v
al
=
0

（
数

値
）

0% （
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く⽬
標

」

厚
⽣

労
働

省
「乳

幼
児

⾝
体

発
育

調
査

」
アウ

トカ
ム

国
国

同
⼀

○

依
存

症
患

者
の

モニ
タリ

ング
(A

UD
IT

１
５

点
以

上
（

依
存

症
の

レベ
ル

・８
点

以
上

（
飲

酒
関

連
問

題
が

あ
るレ

ベ
ル

）
)

（
数

値
）

①
AU

DI
T(

⽇
本

⼈
⼈

⼝
に

お
け

る推
計

数
/年

齢
調

整
有

病
率

)
15

点
以

上
全

体
︓

29
2万

⼈
/2

.6
男

性
︓

25
6万

⼈
/5

.1
⼥

性
︓

36
万

⼈
0.

7

8点
以

上
全

体
︓

-⼈
男

性
︓

-⼈
⼥

性
︓

-⼈

①
''A

UD
IT

(⽇
本

⼈
⼈

⼝
に

お
け

る推
計

数
/年

齢
調

整
有

病
率

)
15

点
以

上
全

体
︓

30
3万

⼈
/2

.9
男

性
︓

26
3万

⼈
/5

.2
⼥

性
︓

40
万

⼈
/0

.7

8点
以

上
全

体
︓

13
27

万
⼈

/1
2.

6
男

性
︓

10
84

万
⼈

/2
1.

4
⼥

性
︓

24
3万

⼈
/4

.5

（
数

値
）

AU
DI

T(
⽇

本
⼈

⼈
⼝

に
お

け
る推

計
数

/年
齢

調
整

有
病

率
)

15
点

以
上

全
体

︓
27

3万
⼈

/2
.6

男
性

︓
23

7万
⼈

/4
.7

⼥
性

︓
36

万
⼈

/0
.6

8点
以

上
全

体
︓

11
94

万
⼈

/1
1.

3
男

性
︓

97
6万

⼈
/1

9.
3

⼥
性

︓
21

9万
⼈

/4
.1

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「ツ
ー

ル
を使

⽤
しな

い
10

%
減

少
(×

0.
90

)、
10

%
増

加
(×

1.
10

)の
⽬

標
」

AM
ED

「ア
ル

コー
ル

依
存

症
の

実
態

把
握

、地
域

連
携

に
よる

早
期

介
⼊

・回
復

プロ
グラ

ム
の

開
発

に
関

す
る研

究
」

プロ
セ

ス
都

道
府

県
新

規
提

案
○
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  成
⼈

の
喫

煙
率

の
減

少
（

喫
煙

をや
め

た
い

者
が

や
め

る）

（
数

値
）

総
数

　1
6.

7％
男

　　
27

.1
％

⼥
　　

7.
6％

（
当

該
年

）
20

19
年

（
デ

ー
タ出

典
）

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

タバ
コの

な
い

社
会

（
0〜

4%
)

 (
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く⽬
標

」

（
数

値
）

総
数

　7
.1

％
男

　　
11

.9
％

⼥
　　

3.
1％

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

（
た

ば
こを

「や
め

た
い

」・
「本

数
を

減
らし

た
い

」者
が

喫
煙

をや
め

た
場

合
を想

定
）

厚
⽣

労
働

省
「国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
」「

国
⺠

⽣
活

基
礎

調
査

」

アウ
トカ

ム
⽣

活
習

慣
国

・都
道

府
県

国
同

⼀
○

厚
⽣

労
働

省
「喫

煙
と健

康
　喫

煙
の

健
康

影
響

に
関

す
る検

討
会

報
告

書
（

た
ば

こ⽩
書

）
」h

ttp
s:

//
w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/f
ile

/0
5-

Sh
in

gi
ka

i-1
09

01
00

0-
Ke

nk
ou

ky
ok

u-
So

um
uk

a/
00

00
17

26
87

.p
df

妊
娠

中
の

喫
煙

をな
くす

（
数

値
）

5.
0%

 (
該

当
年

）
20

10
年

（
デ

ー
タ出

典
）

乳
幼

児
⾝

体
発

育
調

査

（
数

値
）

0%  (
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く⽬
標

」

厚
⽣

労
働

省
「乳

幼
児

⾝
体

発
育

調
査

」
20

20
年

に
調

査
が

実
施

され
て

い
な

い
︖

次
回

の
予

定
は

︖

アウ
トカ

ム
⽣

活
習

慣
国

・都
道

府
県

国
同

⼀
○

厚
⽣

労
働

省
「喫

煙
と健

康
　喫

煙
の

健
康

影
響

に
関

す
る検

討
会

報
告

書
（

た
ば

こ⽩
書

）
」h

ttp
s:

//
w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/f
ile

/0
5-

Sh
in

gi
ka

i-1
09

01
00

0-
Ke

nk
ou

ky
ok

u-
So

um
uk

a/
00

00
17

26
87

.p
df

受
動

喫
煙

（
家

庭
・職

場
・飲

⾷
店

・⾏
政

機
関

・医
療

機
関

）
の

機
会

を有
す

る者
の

割
合

の
減

少

（
数

値
）

家
庭

 6
.9

%
飲

⾷
店

 2
9.

6%
医

療
機

関
 2

.9
%

⾏
政

機
関

 4
.1

%
職

場
 2

6.
1%

（
当

該
年

）
20

19
年

（
デ

ー
タ出

典
）

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

（
数

値
）

い
ず

れ
も０

％

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

健
康

⽇
本

21
第

⼆
次

⽬
標

「望
まな

い
受

動
喫

煙
の

な
い

社
会

の
実

現
」に

基
づ

く

厚
⽣

労
働

省
「国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
」

「労
働

安
全

衛
⽣

調
査

（
実

態
調

査
）

」

アウ
トカ

ム
⽣

活
習

慣
国

・都
道

府
県

国
同

⼀
○

厚
⽣

労
働

省
「喫

煙
と健

康
　喫

煙
の

健
康

影
響

に
関

す
る検

討
会

報
告

書
（

た
ば

こ⽩
書

）
」h

ttp
s:

//
w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/f
ile

/0
5-

Sh
in

gi
ka

i-1
09

01
00

0-
Ke

nk
ou

ky
ok

u-
So

um
uk

a/
00

00
17

26
87

.p
df

喫
煙
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60
 歳

代
に

お
け

る咀
嚼

良
好

者
の

割
合

の
増

加
（

⼝
腔

機
能

の
維

持
・向

上
）

・そ
の

健
康

格
差

71
.5

%
（

20
19

年
、国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
）

78
.1

%
（

20
36

年
）

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

ND
Bデ

ー
タ

アウ
トカ

ム
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

同
⼀

＆
改

善
提

案
○

・咀
嚼

能
⼒

と栄
養

状
態

や
要

介
護

発
⽣

な
どの

関
連

の
研

究
の

存
在

・咀
嚼

能
⼒

は
現

在
⻭

数
と相

関
・6

0歳
代

︓
20

13
年

、1
5年

、1
7年

、1
9年

の
値

（
75

.0
%

, 7
2.

6%
, 7

6.
2%

,
71

.5
%

）
は

経
時

的
な

変
化

に
乏

しい
。平

均
値

で
あ

る7
3.

8%
か

ら1
0%

ポ
イン

トの
改

善
を⽬

標
値

とし
た

。

⻭
の

喪
失

の
減

少
（

80
歳

で
20

⻭
以

上
、6

0歳
で

24
⻭

以
上

、4
0歳

で
喪

失
⻭

な
し）

・
その

健
康

格
差

80
-8

4歳
で

20
⻭

以
上

︓
51

.2
%

60
-6

4歳
で

24
⻭

以
上

︓
74

.4
%

（
20

16
年

、⻭
科

疾
患

実
態

調
査

）

80
歳

︓
80

％
60

歳
︓

90
％

（
20

36
年

）

厚
⽣

労
働

省
「⻭

科
疾

患
実

態
調

査
」

ND
Bデ

ー
タ

アウ
トカ

ム
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

同
⼀

＆
改

善
提

案
○

・３
つ

の
年

齢
で

別
々

だ
った

⽬
標

を統
合

す
る提

案
・現

在
⻭

数
とQ

OL
や

死
亡

率
等

との
関

連
の

研
究

の
存

在
・5

年
に

1度
の

調
査

な
の

で
、⾏

政
の

計
画

や
PD

CA
に

利
⽤

しに
くい

。そ
の

た
め

独
⾃

調
査

を
⾏

う⾃
治

体
もあ

るが
、予

算
や

マン
パ

ワー
が

か
か

る。
⻭

科
検

診
で

は
な

く質
問

紙
で

把
握

す
る

場
合

は
、⻭

科
以

外
の

調
査

に
含

め
るこ

とで
把

握
が

容
易

に
な

る。

10
歳

代
・2

0 
歳

代
・3

0歳
代

に
お

け
る⻭

⾁
に

炎
症

所
⾒

を有
す

る者
の

割
合

の
減

少
・

その
健

康
格

差

20
歳

代
︓

21
.1

%
30

歳
代

︓
27

.7
%

（
20

18
年

、国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

）

20
歳

代
︓

17
.2

%
30

歳
代

︓
23

.3
%

（
20

36
年

）

厚
⽣

労
働

省
「国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
」

ND
Bデ

ー
タ

アウ
トカ

ム
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

同
⼀

＆
改

善
提

案
○

・⻭
周

病
の

有
病

率
は

40
歳

代
以

降
で

⾼
い

が
、発

⽣
率

は
30

歳
代

で
⾼

い
た

め
、１

次
予

防
に

資
す

る⽬
標

とし
て

重
要

だ
と考

え
られ

る。
・1

0代
は

、学
校

保
健

統
計

に
数

字
が

あ
るが

、国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

との
差

が
⼤

きい
（

⼀
桁

の
有

病
率

）
の

で
、⽬

標
値

をど
うす

るべ
きか
︖

進
⾏

した
⻭

周
炎

を有
す

る者
の

割
合

の
減

少
・そ

の
健

康
格

差
40

歳
代

︓
44

.7
％

60
歳

代
︓

59
.4

％
（

20
16

年
、⻭

科
疾

患
実

態
調

査
）

40
歳

代
︓

34
.9

％
60

歳
代

︓
49

.5
％

（
20

36
年

）

厚
⽣

労
働

省
「⻭

科
疾

患
実

態
調

査
」

ND
Bデ

ー
タ

アウ
トカ

ム
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

同
⼀

＆
改

善
提

案
○

・4
0歳

代
、6

0歳
代

と年
齢

で
別

々
だ

った
⽬

標
を統

合
す

る提
案

・⻭
周

病
の

有
病

者
の
多

い
年

代
の
２

次
予

防
の

た
め

に
重

要
だ

と考
え

られ
る。

う蝕
が

 な
い

者
の

割
合

の
増

加
（

３
歳

、1
2歳

）
・そ

の
健

康
格

差

3歳
︓

88
.1

%
12

歳
︓

70
.6

%
（

３
歳

20
19

年
、1

2歳
20

20
年

、厚
⽣

労
働

省
実
施

状
況

調
べ

（
３

歳
児

⻭
科

健
康

診
査

）
、⽂
部

科
学

省
「学

校
保

健
統

計
調

査
」）

3歳
︓

90
.0

%
12

歳
︓

90
.0

%
（

20
36

年
）

厚
⽣

労
働

省
実
施

状
況

調
べ

（
３

歳
児

⻭
科

健
康

診
査

）
、⽂
部

科
学

省
「学

校
保

健
統

計
調

査
」

アウ
トカ

ム
国

・都
道

府
県

（
１
２

歳
児

）
・

区
市

町
村

（
３

歳
児

）

国
同

⼀
＆

改
善

提
案

○
・３

歳
と1

2歳
で

年
齢

で
別

々
だ

った
⽬

標
を統

合
す

る提
案

・こ
れ
まで

12
歳
児

は
平

均
う⻭
本

数
だ

った
が

、正
規
分
布

して
い

な
い
指

標
に

平
均

値
が
適

さな
い

こと
か

ら、
３

歳
と同
様

の
有

病
率

を提
案

未
処
置

う蝕
が

な
い

者
の

割
合

の
増

加
（
⼦
供

か
ら成
⼈

、⾼
齢

者
まで

）
・そ

の
健

康
格

差

40
-4

9歳
︓

67
.1

%
60

-6
9歳

︓
66

.4
%

（
20

16
年

、⻭
科

疾
患

実
態

調
査

）

40
-4

9歳
︓

79
.7

%
60

-6
9歳

︓
80

.1
%

（
20

36
年

）

厚
⽣

労
働

省
「⻭

科
疾

患
実

態
調

査
」

アウ
トカ

ム
国

国
新
規

提
案

○
・国
際

的
な
指

標
と整

合
。⽇
本

で
も約

３
割

の
⼈

が
治
療

をし
て

い
な

い
う蝕

を有
す

る。

過
去

 1
 年
間

に
⻭

科
検

診
を

受
診

した
者

の
割

合
の

増
加

(2
0 

歳
以

上
）

・そ
の

健
康

格
差

52
.9

%
（

20
16

年
、国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
）

78
.3

%
（

20
36

年
）

厚
⽣

労
働

省
「国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
」

アウ
トプ
ット

国
・都

道
府

県
・

区
市

町
村

国
同

⼀
○

・治
療

に
より

⻭
周

病
や

う蝕
の

減
少

に
つ

な
が

る
・⼀

次
予

防
に

もつ
な

が
りう

る

⻭
ブラ
シ

を⽤
い

た
⻭
み

が
きに

加
え

て
デ

ンタ
ル
フロ
スや

⻭
間

ブラ
シ

を使
う者

の
割

合
の

増
加

・そ
の

健
康

格
差

39
.2

%
（

20
16

年
、⻭

科
疾

患
実

態
調

査
）

43
.1

%
（

20
36

年
）

厚
⽣

労
働

省
「⻭

科
疾

患
実

態
調

査
」

アウ
トプ
ット

国
国

新
規

提
案

○

集
団
フッ

化
物
洗

⼝
を実
施

して
い

る幼
稚
園

・保
育
園

・学
校

の
増

加

13
.2

%
　（

20
18

年
、厚

⽣
労

働
省

「各
都

道
府

県
に

お
け

るフ
ッ化
物
洗

⼝
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

（
平
成

30
年

度
）

」）

42
.2

%
（

20
36

年
）

20
18

年
︓

厚
⽣

労
働

省
「各

都
道

府
県

に
お

け
るフ
ッ化
物
洗

⼝
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

（
平

成
30

年
度

）
」、

20
16

年
︓
⽇
本
む

し
⻭

予
防
フッ
素
推
進
会

議
「集
団
応

⽤
で

の
フッ

化
物
洗

⼝
状
況

の
実

態
調

査
」

アウ
トプ
ット

都
道

府
県

その
他

新
規

提
案

○
厚

⽣
労

働
省

か
らガ

イド
ライ

ンが
出
され

て
お
り、

う蝕
とそ

の
健

康
格

差
の

減
少

の
報
告

が
あ

る

⻭
・⼝
腔



  

 

 

 

付表 分担領域ごとの目標提案シート 

    （主目標・副目標・研究途上の目標） 

  



  

 



が
ん

取
組

目
標

ベ
ー

ス
ライ

ン
値

目
標

値
評

価
に

使
う情

報
源

（
政

府
統

計
の

種
類

等
）

階
層

1　
(生

活
習

慣
モ

デ
ル

）
：

プ
ロセ

ス
→

ア
ウ

トプ
ット

→
ア

ウ
トカ

ム

階
層

２
（

疾
病

モ
デ

ル
）

：
生

活
習

慣
→

基
礎

的
病

態
→

疾
病

評
価

レ
ベ

ル
：

国
・

都
道

府
県

・区
市

町
村

・企
業

・医
療

保
険

者
・そ

の
他

自
記

式
（

複
数

回
答

可
）

デ
ー

タ提
供

者
第

２
次

との
関

係
：

新
規

提
案

・改
善

提
案

・同
一

目
標

エ
ビデ

ン
ス

の
有

無
○

：
あ

り
×

：
な

し

補
足

事
項

：
以

下
に

つ
い

て
補

足
願

い
ま

す
。

・諸
外

国
の

参
考

に
した

取
り組

み
目

標
・効

果
に

関
す

る
エ

ビデ
ン

ス
・項

目
の

重
要

性
に

つ
い

て
・懸

念
事

項
・「

そ
の

他
」を

選
ん

だ
場

合
は

そ
の

中
身

・そ
の

他
の

補
足

事
項

が
ん

の
年

齢
調

整
罹

患
率

の
減

少
増

加
の

抑
制

20
18

年
（

男
女

計
；

75
歳

未
満

）
30

4.
6（

昭
和

60
年

モ
デ

ル
人

口
）

50
5.

8（
平

成
27

年
モ

デ
ル

人
口

）
 (

人
口

10
万

対
)

20
33

年
（

男
女

計
）

30
4.

6未
満

（
昭

和
60

年
モ

デ
ル

人
口

）
50

5.
8未

満
（

平
成

27
年

モ
デ

ル
人

口
）

（
人

口
10

万
対

）
（

減
少

）

全
国

が
ん

登
録

第
３

段
（

疾
病

）
国

・都
道

府
県

国
新

規
提

案
・2

01
6～

20
18

年
の

が
ん

年
齢

調
整

罹
患

率
は

減
少

して
い

る
が

、全
国

が
ん

登
録

導
入

時
の

不
安

定
性

に
よ

る
と考

え
られ

る
。

・高
精

度
地

域
の

年
齢

調
整

罹
患

率
は

20
10

年
以

降
横

ば
い

（
J 

Ep
id

em
io

l
20

21
;3

1:
42

6-
45

0）
。

・全
国

が
ん

登
録

で
も

同
様

の
傾

向
が

続
くと

想
定

し、
予

防
対

策
の

効
果

とし
て

シ
ン

プ
ル

に
「減

少
」と

した
。

・死
亡

との
整

合
性

とシ
ン

プ
ル

さを
重

視
して

75
歳

未
満

とし
た

。
・目

標
年

は
20

36
年

時
点

で
入

手
可

能
な

20
33

年
とし

た
（

全
体

方
針

に
合

わ
せ

る
）

。

が
ん

の
年

齢
調

整
死

亡
率

の
減

少
20

20
年

（
男

女
計

；
75

歳
未

満
）

69
.0

（
昭

和
60

年
モ

デ
ル

人
口

）
12

6.
6（

平
成

27
年

モ
デ

ル
人

口
）

(人
口

10
万

対
)

20
34

年
（

男
女

計
；

75
歳

未
満

）
48

.3
（

昭
和

60
年

モ
デ

ル
人

口
）

88
.6

（
平

成
27

年
モ

デ
ル

人
口

）
(人

口
10

万
対

)
14

年
間

で
30

%
減

人
口

動
態

調
査

第
３

段
（

疾
病

）
国

・都
道

府
県

国
改

善
提

案
・年

齢
は

これ
ま

で
の

目
標

値
との

連
続

性
、一

次
予

防
、二

次
予

防
に

よ
る

壮
年

期
の

疾
病

負
荷

減
少

を
重

視
して

75
歳

未
満

とし
た

。
・人

口
動

態
統

計
が

ん
死

亡
数

（
19

75
～

20
20

年
実

測
値

）
お

よ
び

将
来

推
計

人
口

を
用

い
て

、年
齢

、暦
年

、お
よ

び
そ

れ
らの

交
互

作
用

を
説

明
変

数
とし

た
モ

デ
ル

（
Ja

pa
ne

se
Jo

ur
na

l o
f C

lin
ic

al
 O

nc
ol

og
y 

20
14

;4
4:

36
-4

1）
に

よ
る

予
測

値
：

　2
03

4年
52

.1
（

20
20

年
か

ら2
4.

5%
減

；
昭

和
60

年
モ

デ
ル

人
口

）
。

・対
策

で
の

上
乗

せ
とし

て
30

％
減

とし
た

。
・目

標
年

は
20

36
年

時
点

で
入

手
可

能
な

20
34

年
とし

た
（

全
体

方
針

に
合

わ
せ

る
）

。
・平

成
27

年
モ

デ
ル

人
口

の
変

化
率

は
、両

基
準

人
口

の
推

移
の

回
帰

式
に

基
づ

くと
約

0.
9倍

（
20

20
年

か
ら約

22
%

減
）

に
な

る
と考

え
られ

る
が

、同
様

に
上

乗
せ

で
30

％
とし

た
。

格
差

の
縮

小
（

が
ん

の
罹

患
・死

亡
・生

存
率

）
(社

会
経

済
的

指
標

の
種

類
と格

差
の

計
測

方
法

は
要

検
討

)
人

口
動

態
調

査
、全

国
が

ん
登

録
第

３
段

（
疾

病
）

国
・都

道
府

県
・

区
市

町
村

国
新

規
提

案
○

・社
会

経
済

指
標

別
が

ん
ア

ウ
トカ

ム
の

第
５

五
分

位
/第

1五
分

位
の

比
な

どが
候

補
。

・小
地

域
別

Ar
ea

 D
ep

riv
at

io
n 

In
de

xに
よ

る
五

分
位

別
に

が
ん

ア
ウ

トカ
ム

（
死

亡
・

罹
患

・生
存

率
）

を
算

出
。

・現
状

で
は

研
究

目
的

で
の

み
算

出
され

て
い

る
た

め
算

出
枠

組
み

の
構

築
が

必
要

。
・が

ん
検

診
、他

の
分

野
の

指
標

も
同

様
に

検
討

。

が
ん

種
別

年
齢

調
整

罹
患

率
の

減
少

（
胃

、大
腸

、
肝

、肺
、女

性
乳

房
、子

宮
頸

部
、A

TL
）

（
75

歳
未

満
で

今
後

の
モ

ニ
タリ

ン
グ

に
よ

り数
値

決
定

）
全

国
が

ん
登

録
第

３
段

（
疾

病
）

国
・都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
・シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
モ

デ
ル

研
究

な
どの

結
果

を
反

映

進
行

が
ん

年
齢

調
整

罹
患

率
の

減
少

（
全

が
ん

、胃
、

大
腸

、肺
、女

性
乳

房
、子

宮
頸

部
）

(全
国

が
ん

登
録

を
用

い
た

今
後

の
モ

ニ
タリ

ン
グ

に
よ

り「
減

少
」数

値
な

ど決
定

。現
在

の
e-

st
at

公
表

値
で

は
算

出
で

き
な

い
た

め
算

出
枠

組
み

の
検

討
が

必
要

。）

全
国

が
ん

登
録

第
３

段
（

疾
病

）
国

・都
道

府
県

国
新

規
提

案
○

・が
ん

検
診

の
疾

病
ア

ウ
トカ

ム
評

価

が
ん

種
別

年
齢

調
整

死
亡

率
の

減
少

（
胃

、大
腸

、
肝

、肺
、女

性
乳

房
、子

宮
頸

部
）

(胃
60

%
減

、大
腸

30
%

減
、肝

60
%

減
、

肺
40

%
減

、女
性

乳
房

減
少

ま
た

は
10

%
減

、子
宮

頸
部

減
少

な
ど、

予
測

モ
デ

ル
、ト

レ
ン

ド分
析

な
どに

基
づ

い
て

決
定

）

人
口

動
態

調
査

第
３

段
（

疾
病

）
国

・都
道

府
県

国
新

規
提

案
○

・シ
ミュ

レ
ー

シ
ョン

モ
デ

ル
研

究
な

どの
結

果
を

反
映

B型
・C

型
肝

炎
ウ

ィル
ス

感
染

率
の

減
少

厚
生

労
働

科
学

研
究

第
２

段
国

・都
道

府
県

国
新

規
提

案
○

B型
・C

型
肝

炎
ウ

ィル
ス

検
査

受
検

率
・フ

ォロ
ー

ア
ップ

率
の

増
加

厚
生

労
働

科
学

研
究

第
２

段
国

・都
道

府
県

国
新

規
提

案
○

B型
肝

炎
定

期
予

防
接

種
実

施
率

の
増

加
地

域
保

健
・健

康
増

進
事

業
報

告
第

２
段

国
・都

道
府

県
国

新
規

提
案

○

H
TL

V-
1 

感
染

率
の

減
少

AM
ED

第
２

段
国

・都
道

府
県

国
新

規
提

案
○

H
PV

ワ
クチ

ン
接

種
率

の
増

加
「増

加
」な

ど
厚

生
労

働
省

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
hl

w
.

go
.jp

/t
op

ic
s/

bc
g/

ot
he

r/
5.

ht
m

l）

第
２

段
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

新
規

提
案

○
・積

極
的

勧
奨

再
開

に
伴

い
追

加
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が
ん

検
診

の
受

診
率

の
増

加
向

上
20

19
年

（
男

女
計

）
胃

（
40

-6
9歳

; 
過

去
1年

）
42

.4
%

胃
（

50
-6

9歳
;　

過
去

2年
）

49
.5

%
大

腸
（

40
-6

9歳
; 

過
去

1年
）

44
.2

%
肺

（
40

-6
9歳

; 
過

去
1年

）
49

.4
%

女
性

乳
房

（
40

-6
9歳

; 
過

去
2年

）
47

.4
%

子
宮

頸
部

（
20

-6
9歳

; 
過

去
1年

）
43

.7
%

20
34

年
（

男
女

計
）

60
％

国
民

生
活

基
礎

調
査

第
２

段
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

改
善

提
案

○
・2

01
9年

の
ベ

ー
ス

ライ
ン

値
の

一
部

が
第

二
次

の
目

標
50

%
を

ほ
ぼ

達
成

して
い

る
こと

か
ら、

上
乗

せ
。

・目
標

年
は

20
36

年
時

点
で

入
手

可
能

な
最

新
値

で
あ

る
20

34
年

とし
た

。

が
ん

検
診

精
密

検
査

受
診

率
の

増
加

向
上

20
18

年
（

男
女

計
）

胃
（

X線
; 

40
-7

4歳
）

81
.4

%
胃

（
内

視
鏡

; 
50

-7
4歳

）
92

.9
%

大
腸

（
40

-7
4歳

）
71

.4
%

肺
（

40
-7

4歳
）

83
.8

%
女

性
乳

房
（

40
-7

4歳
）

89
.2

%
子

宮
頸

部
（

20
-7

4歳
）

75
.5

%

20
33

年
（

男
女

計
）

90
%

地
域

保
健

・健
康

増
進

事
業

報
告

第
２

段
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

新
規

提
案

○
・が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
（

第
3期

）
の

目
標

値
を

踏
襲

。
・一

部
達

成
され

て
い

る
が

ん
種

が
あ

る
が

、低
い

が
ん

種
も

多
い

た
め

上
乗

せ
せ

ず
。

・目
標

年
は

20
36

年
時

点
で

入
手

可
能

な
最

新
値

で
あ

る
20

33
年

とし
た

。

職
域

に
お

け
る

適
切

な
が

ん
検

診
の

普
及

と実
施

（
定

性
的

目
標

）
第

２
段

新
規

提
案

○
・定

性
的

目
標

とし
て

提
案

が
ん

検
診

全
体

の
マ

ネ
ジ

メン
トの

向
上

（
定

性
的

目
標

）
第

１
段

新
規

提
案

○
・定

性
的

目
標

とし
て

提
案

B型
・C

型
肝

炎
ウ

ィル
ス

検
査

と治
療

の
普

及
啓

発
第

１
段

新
規

提
案

H
TL

V-
1 

感
染

とス
クリ

ー
ニ

ン
グ

の
普

及
啓

発
第

１
段

新
規

提
案

H
PV

ワ
クチ

ン
の

普
及

啓
発

第
１

段
新

規
提

案
○

・積
極

的
勧

奨
再

開
に

伴
い

追
加

コー
ル

リコ
ー

ル
を

実
施

す
る

市
町

村
の

割
合

の
向

上
市

区
町

村
・職

域
等

に
お

け
る

が
ん

検
診

の
実

施
状

況
調

査

第
１

段
区

市
町

村
新

規
提

案
・職

域
も

想
定

市
町

村
用

が
ん

検
診

チ
ェッ

クリ
ス

ト・
マ

ニ
ュア

ル
等

の
実

施
率

の
向

上
全

国
が

ん
検

診
実

施
状

況
デ

ー
タブ

ック
第

１
段

区
市

町
村

新
規

提
案

市
町

村
に

お
け

る
精

密
検

査
未

把
握

率
の

減
少

地
域

保
健

・健
康

増
進

事
業

報
告

な
ど

第
１

段
区

市
町

村
新

規
提

案
・職

域
も

想
定

健
康

宣
言

の
中

に
が

ん
検

診
受

診
を

推
奨

す
る

事
業

所
の

数
の

増
加

健
康

経
営

認
証

制
度

（
？

）
第

１
段

新
規

提
案

・「
が

ん
検

診
全

体
の

マ
ネ

ジ
メン

トの
向

上
」に

集
約

が
ん

検
診

の
感

度
・特

異
度

を
把

握
す

る
都

道
府

県
の

増
加

受
診

者
台

帳
とが

ん
登

録
デ

ー
タと

の
照

合

第
１

段
都

道
府

県
新

規
提

案
・「

が
ん

検
診

全
体

の
マ

ネ
ジ

メン
トの

向
上

」に
集

約

赤
太

字
：

主
目

標
項

目
　赤

字
：

副
目

標
　緑

字
：

開
発

中
の

目
標

　黒
字

：
研

究
途

上
の

目
標
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循
環
器
疾
患

取
組

目
標

ベ
ー

ス
ライ

ン
値

（
20

19
年

）
目

標
値

評
価

に
使

う情
報

源
（

政
府

統
計

の
種

類
等

）

階
層

1　
(生

活
習

慣
モ

デ
ル

）
：

プ
ロセ

ス
→

ア
ウ

トプ
ット

→
ア

ウ
トカ

ム

階
層

２
（

疾
病

モ
デ

ル
）

：
生

活
習

慣
→

基
礎

的
病

態
→

疾
病

評
価

レ
ベ

ル
：

国
・

都
道

府
県

・区
市

町
村

・企
業

・医
療

保
険

者
・そ

の
他

自
記

式
（

複
数

回
答

可
）

デ
ー

タ提
供

者
第

２
次

との
関

係
：

新
規

提
案

・改
善

提
案

・同
一

目
標

エ
ビデ

ン
ス

の
有

無
○

：
あ

り
×

：
な

し

補
足

事
項

：
以

下
に

つ
い

て
補

足
願

い
ま

す
。

・諸
外

国
の

参
考

に
した

取
り組

み
目

標
・効

果
に

関
す

る
エ

ビデ
ン

ス
・項

目
の

重
要

性
に

つ
い

て
・懸

念
事

項
・「

そ
の

他
」を

選
ん

だ
場

合
は

そ
の

中
身

・そ
の

他
の

補
足

事
項

脳
血

管
疾

患
の

年
齢

調
整

死
亡

率
の

減
少

（
20

15
年

モ
デ

ル
人

口
に

よ
る

）
男

性
 9

8.
2,

  女
性

 5
9.

9
男

性
　6

7.
9 

,  
女

性
 5

1.
8

(男
性

　7
9.

6 
, 女

性
 5

4.
0)

人
口

動
態

調
査

ア
ウ

トカ
ム

疾
病

都
道

府
県

国
同

一
○

H
D

S-
02

. 健
康

日
本

21
（

第
二

次
）

の
推

定
に

用
い

た
死

亡
率

の
回

帰
式

（
EP

O
CH

JA
PA

N
研

究
）

を
用

い
て

、危
険

因
子

等
の

推
移

か
ら予

測
され

る
死

亡
率

の
減

少
割

合
を

求
め

て
、現

時
点

の
年

齢
調

整
死

亡
率

の
乗

じた
（

健
康

日
本

21
（

第
二

次
）

と同
じ方

式
).

 (
 )

内
は

喫
煙

率
半

減
の

場
合

。

虚
血

性
心

疾
患

の
年

齢
調

整
死

亡
率

の
減

少
（

20
15

年
モ

デ
ル

人
口

に
よ

る
）

男
性

 7
2.

9,
  女

性
 3

1.
5

男
性

　5
1.

5 
,  

女
性

 2
6.

1
(男

性
　6

0.
2 

, 女
性

 2
7.

3)
人

口
動

態
調

査
ア

ウ
トカ

ム
疾

病
都

道
府

県
国

同
一

○
H

D
S-

03
. 健

康
日

本
21

（
第

二
次

）
の

推
定

に
用

い
た

死
亡

率
の

回
帰

式
（

EP
O

CH
JA

PA
N

研
究

）
を

用
い

て
、危

険
因

子
等

の
推

移
か

ら予
測

され
る

死
亡

率
の

減
少

割
合

を
求

め
て

、現
時

点
の

年
齢

調
整

死
亡

率
の

乗
じた

（
健

康
日

本
21

（
第

二
次

）
と同

じ方
式

）
．

( 
)

内
は

喫
煙

率
半

減
の

場
合

。

脳
血

管
疾

患
の

年
齢

調
整

入
院

率
の

減
少

N
D

B
ア

ウ
トカ

ム
疾

病
国

国
新

規
提

案
○

予
防

の
評

価
を

す
る

に
は

発
症

で
評

価
す

る
必

要
が

あ
る

が
現

時
点

で
は

そ
の

指
標

が
な

い
。ま

た
レ

セ
プ

トか
ら発

症
を

同
定

す
る

共
通

指
標

も
な

い
。単

純
に

病
名

+
入

院
を

把
握

す
る

とい
う簡

便
法

も
可

能
。し

か
し初

発
と再

発
の

区
分

を
付

け
る

の
は

困
難

で
限

界
も

あ
る

。

虚
血

性
心

疾
患

の
年

齢
調

整
入

院
率

の
減

少
N

D
B

ア
ウ

トカ
ム

疾
病

国
国

新
規

提
案

○
同

上

収
縮

期
血

圧
値

の
低

下
男

性
 1

37
m

m
H

g,
  女

性
 1

31
m

m
H

g
男

性
 1

33
m

m
H

g,
  女

性
 1

27
m

m
H

g
国

民
・健

康
栄

養
調

査
ア

ウ
トプ

ット
基

礎
的

病
態

都
道

府
県

国
同

一
○

類
似

→
H

D
S-

04
(血

高
値

者
割

合
の

減
少

）
．

各
分

野
の

目
標

達
成

に
よ

る
降

圧
効

果
は

、
食

塩
摂

取
量

の
減

少
 -

2.
4m

m
H

g,
 野

菜
・果

物
の

増
加

 -
0.

19
m

m
H

g,
　肥

満
の

割
合

の
減

少
 男

性
 -

0.
3m

m
H

g,
 女

性
 -

0.
43

m
m

H
g,

 日
常

生
活

に
お

け
る

歩
数

の
増

加
 -

1.
0m

m
H

g,
 生

活
習

慣
の

リス
クを

高
め

る
飲

酒
者

割
合

の
減

少
 男

性
 -

0.
11

m
m

H
g、

女
性

 -
0.

05
m

m
H

g,
 高

血
圧

者
に

お
け

る
降

圧
剤

服
用

率
の

増
加

 -
0.

2m
m

H
g.

 合
計

は
男

性
 4

.2
m

m
H

g、
女

性
 4

.3
 m

m
H

gだ
が

簡
便

に
す

る
た

め
前

回
と同

じ4
 m

m
H

gと
した

。

LD
Lコ

レ
ス

テ
ロー

ル
平

均
値

の
低

下
男

性
：

11
9m

g/
dl

,  
女

性
: 

12
5m

g/
dl

男
性

：
11

7m
g/

dl
,  

女
性

: 
12

3m
g/

dl
国

民
・健

康
栄

養
調

査
ア

ウ
トプ

ット
基

礎
的

病
態

都
道

府
県

国
同

一
○

類
似

→
H

D
S-

06
(平

均
の

総
コレ

ス
テ

ロー
ル

の
低

下
）

成
人

の
喫

煙
率

の
減

少
男

性
: 

27
.1

%
  女

性
: 

7.
6％

共
に

0%
国

民
・健

康
栄

養
調

査
ア

ウ
トプ

ット
基

礎
的

病
態

都
道

府
県

国
同

一
○

喫
煙

分
野

と調
整

。生
活

習
慣

で
は

あ
る

が
ニ

コチ
ン

依
存

症
とい

う視
点

、危
険

因
子

を
介

在
せ

ず
循

環
器

疾
患

の
発

症
と関

連
す

る
た

め
基

礎
的

病
態

とし
た

。

糖
尿

病
有

病
者

の
増

加
の

抑
制

年
齢

調
整

有
病

率
 1

5.
7%

年
齢

調
整

有
病

率
 1

5.
0%

国
民

・健
康

栄
養

調
査

ア
ウ

トプ
ット

基
礎

的
病

態
都

道
府

県
国

同
一

○
糖

尿
病

分
野

で
作

成
、要

調
整

食
塩

摂
取

量
の

減
少

10
.1

g
 7

g未
満

（
6.

9g
）

国
民

・健
康

栄
養

調
査

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
都

道
府

県
国

同
一

○
栄

養
・食

生
活

の
分

野
と調

整
（

環
境

整
備

面
含

む
）

野
菜

と果
物

の
摂

取
量

の
増

加
10

0g
 未

満
(1

日
)の

者
の

割
合

: 
61

.6
%

57
%

未
満

国
民

・健
康

栄
養

調
査

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
都

道
府

県
国

同
一

○
栄

養
・食

生
活

の
分

野
と調

整
（

環
境

整
備

面
含

む
）

肥
満

の
割

合
の

減
少

男
性

: 
35

.1
%

　女
性

: 
22

.5
%

男
性

: 
30

%
未

満
（

29
%

）
   

女
性

:
15

%
未

満
（

14
%

）
国

民
・健

康
栄

養
調

査
プ

ロセ
ス

生
活

習
慣

都
道

府
県

国
同

一
○

栄
養

・食
生

活
の

分
野

と調
整
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日
常

生
活

に
お

け
る

歩
数

の
増

加
男

性
 7

86
4　

女
性

 6
68

5
男

性
 8

65
0 

 女
性

 7
35

4
国

民
・健

康
栄

養
調

査
プ

ロセ
ス

生
活

習
慣

都
道

府
県

国
同

一
○

身
体

活
動

・運
動

の
分

野
と調

整
（

環
境

整
備

面
含

む
）

運
動

習
慣

者
の

割
合

の
増

加
男

性
 2

3.
6%

　女
性

 1
7%

男
性

 3
3.

6%
　女

性
 2

7%
国

民
・健

康
栄

養
調

査
プ

ロセ
ス

生
活

習
慣

都
道

府
県

国
同

一
○

身
体

活
動

・運
動

の
分

野
と調

整
（

環
境

整
備

面
含

む
）

生
活

習
慣

病
の

リス
クを

高
め

る
量

を
飲

酒
して

い
る

者
の

割
合

の
減

少
男

性
 1

4.
9%

、女
性

 9
.1

%
男

性
 1

2.
8%

、女
性

 8
.2

%
国

民
・健

康
栄

養
調

査
プ

ロセ
ス

生
活

習
慣

都
道

府
県

国
同

一
○

飲
酒

の
分

野
と調

整
（

環
境

整
備

面
含

む
）

高
血

圧
者

に
お

け
る

降
圧

剤
服

用
率

の
増

加
30

%
（

母
集

団
の

50
％

が
高

血
圧

、そ
の

う
ち

降
圧

剤
服

用
率

 6
0％

）
。

33
%

（
母

集
団

の
50

％
が

高
血

圧
、そ

の
う

ち
降

圧
剤

服
用

率
60

％
が

66
%

に
な

った
と

仮
定

）
。

国
民

・健
康

栄
養

調
査

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
都

道
府

県
国

同
一

＆
改

善
提

案
○

類
似

→
H

D
S-

05
(血

圧
コン

トロ
ー

ル
者

の
増

加
）

。高
血

圧
の

有
病

率
は

35
～

75
％

（
50

～
70

歳
代

）
、高

血
圧

者
の

治
療

率
40

～
70

％
、（

50
～

70
歳

代
）

、以
上

、高
血

圧
治

療
ガ

イド
ライ

ン
20

19
。国

民
健

康
栄

養
調

査
で

対
象

者
全

体
に

占
め

る
高

血
圧

治
療

中
の

割
合

は
30

%
。母

集
団

の
30

%
が

高
血

圧
治

療
中

とし
た

。現
状

で
も

高
血

圧
者

に
お

け
る

服
用

率
で

あ
る

が
、よ

り明
確

に
記

載
。母

集
団

に
お

け
る

服
薬

者
が

33
%

とな
り、

3%
増

加
す

る
。こ

れ
に

よ
る

集
団

全
体

の
降

圧
効

果
は

0.
2 

m
m

H
g。

高
（

LD
L)

コレ
ス

テ
ロー

ル
血

症
者

に
お

け
る

服
薬

治
療

率
の

増
加

（
高

LD
Lコ

レ
ス

テ
ロー

ル
血

症
者

（
LD

L 
16

0 
m

g/
dl

以
上

）
の

未
治

療
率

を
減

ら
す

）

95
%

80
%

国
民

・健
康

栄
養

調
査

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
H

D
S-

07
.　

国
民

健
康

栄
養

調
査

の
LD

Lコ
レ

ス
テ

ロー
ル

区
分

の
16

0m
g/

dl
以

上
の

構
成

人
数

の
服

薬
を

含
む

場
合

と含
ま

な
い

場
合

の
差

分
か

ら高
LD

Lコ
レ

ス
テ

ロー
ル

血
症

の
未

治
療

率
を

推
計

。M
EG

A 
st

ud
y（

La
nc

et
. 2

00
6;

36
8(

95
42

):
11

55
-6

3)
か

ら、
高

LD
Lコ

レ
ス

テ
ロー

ル
血

症
者

の
うち

15
%

（
母

集
団

の
男

性
の

1.
5%

、女
性

の
2%

)の
虚

血
性

心
疾

患
リ

ス
クが

0.
67

倍
に

下
が

る
と仮

定
す

る
。虚

血
性

心
疾

患
リス

クは
１

％
下

が
る

（
単

純
モ

デ
ル

だ
と

LD
L 

1m
g/

dl
の

低
下

に
相

当
）

。

飽
和

脂
肪

摂
取

割
合

（
％

エ
ネ

ル
ギ

ー
）

の
減

少
→

飽
和

脂
肪

酸
摂

取
量

の
減

少
→

P/
S比

の
増

加
17

.9
g 

→
 P

/S
比

 0
.7

3
15

g未
満

（
14

.9
g)

 →
P/

S比
 0

.8
8（

多
価

不
飽

和
脂

肪
酸

摂
取

量
が

同
じと

仮
定

し
た

場
合

）

国
民

・健
康

栄
養

調
査

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
飽

和
脂

肪
酸

の
減

少
で

P/
S比

が
0.

73
か

ら0
.8

8へ
。L

D
Lの

平
均

値
は

1.
2m

g/
dl

下
が

る
。

1.
2m

g/
dl

の
LD

L低
下

で
、虚

血
性

心
疾

患
リス

クは
1%

下
が

る
。P

re
v 

M
ed

. 2
01

1
M

ay
;5

2(
5)

:3
81

-6
.

特
定

健
康

診
査

・特
定

保
健

指
導

の
実

施
率

の
向

上
（

循
環

器
疾

患
の

発
症

リス
ク評

価
を

含
む

）
国

民
・健

康
栄

養
調

査
ア

ウ
トプ

ット
基

礎
的

病
態

都
道

府
県

国
同

一
＆

改
善

提
案

✕
H

D
S-

D
07

（
個

人
の

循
環

器
疾

患
の

リス
ク評

価
、重

要
だ

が
エ

ビデ
ン

ス
は

少
な

い
とい

う位
置

づ
け

に
な

って
い

る
）

赤
太
字
：
主
目
標
項
目
　赤

字
：

副
目

標
　緑

字
：

開
発

中
の

目
標

　黒
字

：
研

究
途

上
の

目
標

注
）

H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0の

H
ea

rt
 D

is
ea

se
 a

nd
 S

tr
ok

e 
W

or
kg

ro
up

 O
bj

ec
tiv

es
の

番
号

を
H

D
S-

XX
で

記
載

。栄
養

・食
生

活
、身

体
活

動
・運

動
、糖

尿
病

の
分

野
に

つ
い

て
記

載
して

い
な

い
（

N
W

S-
11

を
除

く）
。

注
2）

厚
生

労
働

省
「循

環
器

病
対

策
推

進
基

本
計

画
」お

よ
び

日
本

循
環

器
学

会
、日

本
脳

卒
中

学
会

の
「脳

卒
中

・循
環

器
病

克
服

第
二

次
5カ

年
計

画
」と

の
整

合
性

を
図

る
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.js

ts
.g

r.j
p/

im
g/

20
21

02
26

_5
ka

ne
nn

.p
df

）
。な

お
入

院
治

療
や

急
性

期
治

療
関

す
る

指
標

に
つ

い
て

は
ここ

で
は

言
及

して
い

な
い

。
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糖
尿

病
取

組
目

標
ベ

ー
ス

ライ
ン

値
目

標
値

評
価

に
使

う情
報

源
（

政
府

統
計

の
種

類
等

）

階
層

1　
(生

活
習

慣
モ

デ
ル

）
：

プ
ロセ

ス
→

ア
ウ

トプ
ット

→
ア

ウ
トカ

ム

階
層

２
（

疾
病

モ
デ

ル
）

：
生

活
習

慣
→

基
礎

的
病

態
→

疾
病

評
価

レ
ベ

ル
：

国
・

都
道

府
県

・区
市

町
村

・企
業

・医
療

保
険

者
・そ

の
他

自
記

式
（

複
数

回
答

可
）

デ
ー

タ提
供

者
第

２
次

との
関

係
：

新
規

提
案

・改
善

提
案

・同
一

目
標

エ
ビデ

ン
ス

の
有

無
○

：
あ

り
×

：
な

し

補
足

事
項

：
以

下
に

つ
い

て
補

足
願

い
ま

す
。

・諸
外

国
の

参
考

に
した

取
り組

み
目

標
・効

果
に

関
す

る
エ

ビデ
ン

ス
・項

目
の

重
要

性
に

つ
い

て
・懸

念
事

項
・「

そ
の

他
」を

選
ん

だ
場

合
は

そ
の

中
身

・そ
の

他
の

補
足

事
項

糖
尿

病
腎

症
に

よ
る

年
間

新
規

透
析

導
入

患
者

数
）

数
（

年
齢

調
整

、人
口

10
万

人
対

）
15

,5
36

人
（

R
１

年
、　

H
27

 年
平

滑
化

人
口

を
用

い
た

調
整

値
）

R1
6 

年
13

,0
00

人
（

75
歳

ま
で

×
0.

8＊
、

75
歳

以
上

×
0.

9）
＊

tr
en

d 
an

al
ys

is
よ

り控
え

め
（

高
め

）
の

数
値

採
用

日
本

透
析

医
学

会
調

べ
ア

ウ
トカ

ム
疾

病
透

析
医

学
会

デ
ー

タ
な

ら、
国

・都
道

府
県

KD
B/

N
D

B等
の

活
用

な
ら市

区
町

村
・

医
療

保
険

者

企
業

・N
PO

等
同

一
＆

改
善

提
案

○
・第

二
次

か
ら継

続
的

に
実

施
。重

症
化

予
防

の
ア

ウ
トカ

ム
とし

て
も

重
要

・日
本

透
析

医
学

会
公

表
値

を
活

用
。市

区
町

村
別

の
公

表
は

都
道

府
県

支
部

（
腎

臓
財

団
）

に
よ

り差
が

あ
る

。
・市

町
村

・保
険

者
に

つ
い

て
は

KD
B/

N
D

Bの
活

用
を

提
案

した
い

。
・高

齢
化

の
影

響
や

医
療

資
源

の
影

響
を

受
け

る
。

・が
ん

、循
環

器
疾

患
と合

わ
せ

て
75

歳
未

満
とす

べ
き

か
どう

か

年
に

1回
の

眼
底

検
査

を
受

け
る

糖
尿

病
患

者
の

割
合

の
増

加
詳

細
健

診
眼

底
検

査
実

施
率

10
.7

％
N

D
B

医
療

の
プ

ロセ
ス

、患
者

の
行

動
ア

ウ
トプ

ッ
ト

疾
病

国
国

新
規

提
案

○
H

ea
lth

y 
Pe

op
le

 2
03

0の
項

目
N

D
B・

KD
Bに

て
分

析
可

能
（

国
立

国
際

医
療

研
究

セ
ン

ター
調

査
）

治
療

継
続

者
の

割
合

の
増

加
R

1年
60

.2
%

（
平

滑
化

人
口

に
お

け
る

％
）

R1
6年

70
％

両
立

支
援

、S
tig

m
a解

消
、

遠
隔

医
療

が
あ

れ
ば

80
％

目
指

す
？

国
民

健
康

・栄
養

調
査

→
N

D
B/

　K
D

B
へ

ア
ウ

トプ
ット

疾
病

国
・都

道
府

県
・

医
療

保
険

者
そ

の
他

同
一

＆
改

善
提

案
○

国
・都

道
府

県
・国

保
な

ど医
療

保
険

者
で

、共
通

した
指

標
で

評
価

す
る

た
め

に
は

KD
B/

N
D

B
の

活
用

を
提

案
した

い
。

H
bA

1c
が

8.
0 

%
以

上
の

者
の

割
合

の
減

少
H

29
年

1.
34

％
R1

6年
1.

0　
％

（
25

％
減

）
N

D
B：

特
定

健
康

診
査

・特
定

保
健

指
導

の
実

施
状

況

ア
ウ

トカ
ム

疾
病

国
・都

道
府

県
・

医
療

保
険

者
で

評
価

可
能

区
市

町
村

同
一

○
8.

4%
 は

JD
S時

代
の

な
ご

り。
学

会
ガ

イド
ライ

ン
等

と整
合

性
を

とり
、8

.0
％

以
上

の
割

合
に

変
更

す
る

こと
を

提
案

した
い

。（
参

考
：

H
ea

lth
y　

Pe
op

le
 で

は
9.

0％
以

上
とし

て
い

る
が

、よ
り

良
好

な
コン

トロ
ー

ル
を

目
指

す
べ

き
）

糖
尿

病
年

齢
調

整
有

病
率

の
減

少
H

29
年

40
～

74
歳

の
年

齢
調

整
有

病
率

15
.7

%
（

20
19

年
人

口
）

R1
6年

15
 %

（
糖

尿
病

の
治

療
率

が
高

ま
っ

て
も

増
加

させ
な

い
）

国
民

健
康

・栄
養

調
査

→
N

D
B/

　K
D

B
へ

ア
ウ

トカ
ム

疾
病

国
・都

道
府

県
・

医
療

保
険

者
同

一
＆

改
善

提
案

○
国

・都
道

府
県

・国
保

な
ど医

療
保

険
者

で
、共

通
した

指
標

で
評

価
す

る
た

め
に

は
KD

B/
N

D
B

の
活

用
を

提
案

した
い

。年
齢

調
整

、標
準

化
該

当
人

数
、該

当
比

な
どで

比
較

可
能

な
数

値
と

す
る

。

特
定

健
診

で
の

受
診

勧
奨

に
よ

り実
際

に
医

療
機

関
へ

受
診

し
た

糖
尿

病
未

治
療

者
K

D
B等

で
把

握
可

能
か

医
療

計
画

の
指

標
候

補
（

重
点

）
KD

Bに
て

把
握

可
能

。受
診

勧
奨

に
関

す
る

指
標

な
の

で
取

り入
れ

る
べ

き
か

。全
国

的
な

集
計

値
が

発
表

され
る

必
要

が
あ

る

メ
タ

ボ
リッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
及

び
予

備
群

の
年

齢
調

整
該

当
率

H
27

年
メ

タ
ボ

該
当

14
.4

 %
,予

備
群

11
.7

　％
（

最
小

値
）

増
加

させ
な

い
（

両
者

合
わ

せ
て

25
％

未
満

）
N

D
B：

特
定

健
康

診
査

・特
定

保
健

指
導

の
実

施
状

況

ア
ウ

トカ
ム

基
礎

的
病

態
国

・都
道

府
県

・
医

療
保

険
者

国
同

一
○

第
二

次
よ

り継
続

して
評

価
。

対
策

の
ア

ウ
トカ

ム
とし

て
重

要
市

区
町

村
で

は
国

保
デ

ー
タを

把
握

で
き

る
が

、被
用

者
保

険
も

含
め

全
住

民
で

の
分

析
が

重
要

特
定

健
康

診
査

の
実

施
率

R
1年

度
55

.6
％

70
％

以
上

（
変

え
ず

）
N

D
B：

特
定

健
康

診
査

・特
定

保
健

指
導

の
実

施
状

況

ア
ウ

トプ
ット

国
・都

道
府

県
・

医
療

保
険

者
同

一
○

対
策

指
標

　H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0で

は
年

に
一

回
健

康
診

査
を

受
け

る
人

の
割

合
とし

て
表

現
され

て
い

る
。

糖
尿

病
対

策
の

入
り口

で
あ

り重
要

な
指

標
医

療
計

画
の

指
標

候
補

（
重

点
）

特
定

保
健

指
導

の
実

施
率

R
1年

度
23

.2
%

45
％

以
上

（
方

法
論

の
見

直
しも

含
め

て
）

N
D

B：
特

定
健

康
診

査
・特

定
保

健
指

導
の

実
施

状
況

ア
ウ

トプ
ット

国
・都

道
府

県
・

医
療

保
険

者
同

一
○

対
策

指
標

　H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0 

の
、C

D
Cが

認
め

た
糖

尿
病

予
防

プ
ログ

ラム
（

US
A

で
は

D
ev

el
op

m
en

ta
l）

に
相

当
す

る
が

わ
が

国
で

は
第

二
次

よ
り指

標
化

。
医

療
計

画
の

指
標

候
補

糖
尿

病
性

腎
症

重
症

化
予

防
事

業
に

取
り組

む
自

治
体

保
険

者
全

数
調

査
プ

ロセ
ス

都
道

府
県

・
市

区
町

村
国

改
善

提
案

対
策

指
標

　保
険

者
努

力
支

援
制

度
、保

険
者

全
数

調
査

で
把

握

肥
満

の
割

合
の

減
少

国
民

・健
康

栄
養

調
査

ア
ウ

トカ
ム

基
礎

的
病

態
国

・都
道

府
県

・医
療

保
険

者
国

同
一

○
栄

養
・食

生
活

の
分

野
と調

整

日
常

生
活

に
お

け
る

歩
数

の
増

加
国

民
・健

康
栄

養
調

査
ア

ウ
トカ

ム
生

活
習

慣
都

道
府

県
国

同
一

○
身

体
活

動
・運

動
の

分
野

と調
整

運
動

習
慣

者
の

割
合

の
増

加
国

民
・健

康
栄

養
調

査
ア

ウ
トカ

ム
生

活
習

慣
都

道
府

県
国

同
一

○
身

体
活

動
・運

動
の

分
野

と調
整

生
活

習
慣

病
の

リス
クを

高
め

る
量

を
飲

酒
して

い
る

者
の

割
合

の
減

少
国

民
・健

康
栄

養
調

査
ア

ウ
トカ

ム
生

活
習

慣
都

道
府

県
国

同
一

○
飲

酒
の

分
野

と調
整

赤
太

字
：

主
目

標
項

目
　赤

字
：

副
目

標
　緑

字
：

開
発

中
の

目
標

　黒
字

：
研

究
途

上
の

目
標
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ここ
ろ
の
健
康

取
組

目
標

ベ
ー

ス
ライ

ン
値

目
標

値
評

価
に

使
う情

報
源

（
政

府
統

計
の

種
類

等
）

階
層

1　
(生

活
習

慣
モ

デ
ル

）
：

プ
ロセ

ス
→

ア
ウ

トプ
ット

→
ア

ウ
トカ

ム

階
層

２
（

疾
病

モ
デ

ル
）

：
生

活
習

慣
→

基
礎

的
病

態
→

疾
病

評
価

レ
ベ

ル
：

国
・

都
道

府
県

・区
市

町
村

・企
業

・医
療

保
険

者
・そ

の
他

自
記

式
（

複
数

回
答

可
）

デ
ー

タ提
供

者
第

２
次

との
関

係
：

新
規

提
案

・改
善

提
案

・同
一

目
標

エ
ビデ

ン
ス

の
有

無
○

：
あ

り
×

：
な

し

補
足

事
項

：
以

下
に

つ
い

て
補

足
願

い
ま

す
。

・諸
外

国
の

参
考

に
した

取
り組

み
目

標
・効

果
に

関
す

る
エ

ビデ
ン

ス
・項

目
の

重
要

性
に

つ
い

て
・懸

念
事

項
・「

そ
の

他
」を

選
ん

だ
場

合
は

そ
の

中
身

・そ
の

他
の

補
足

事
項

うつ
病

の
年

間
患

者
数

の
減

少
N

D
B（

補
助

的
に

世
界

精
神

保
健

調
査

日
本

調
査

）

疾
病

都
道

府
県

国
新

規
提

案
○

うつ
病

は
最

も
頻

度
の

高
い

精
神

疾
患

で
あ

り、
疾

病
負

担
も

大
き

い
。

うつ
病

を
は

じめ
とす

る
精

神
疾

患
は

も
とも

と受
療

率
が

低
い

た
め

、う
つ

病
の

有
病

率
が

上
昇

して
い

な
くて

も
受

療
率

が
上

が
れ

ば
患

者
数

は
見

か
け

上
増

え
て

しま
う。

N
D

Bに
は

生
活

保
護

等
が

含
ま

れ
て

い
な

い
。

抗
うつ

薬
を

処
方

す
る

た
め

に
保

険
病

名
とし

て
うつ

病
の

診
断

が
つ

け
られ

る
こと

が
少

な
くな

い
。

N
D

B上
で

は
寛

解
後

も
病

名
が

残
る

。

自
殺
者
の
減
少
（
人
口
10
万
人
当
た
りの
自
殺
死

亡
率
）

15
.7
　(
20
19
年
)

13
.0
以
下

(2
02
5年

)

自
殺
総
合
対
策
大
綱
の
目
標
値
に
準
じ
る

人
口

動
態

統
計

疾
病

国
国

同
一

○
・H

ea
lth

y 
Pe

op
le

20
30

で
も

目
標

とし
て

掲
げ

られ
て

い
る

。
・自

殺
は

15
歳

か
ら3

9歳
の

死
因

の
１

位
とな

って
い

る
。

・平
成

28
（

20
16

）
年

の
自

殺
対

策
基

本
法

の
改

正
等

を
踏

ま
え

平
成

29
（

20
17

）
年

７
月

に
改

定
され

た
第

３
次

大
綱

に
お

い
て

は
、「

誰
も

自
殺

に
追

い
込

ま
れ

る
こと

の
な

い
社

会
の

実
現

」を
目

指
す

こと
を

基
本

理
念

とし
て

、地
域

レ
ベ

ル
の

実
践

的
な

取
組

を
中

心
とす

る
自

殺
対

策
へ

の
転

換
を

図
る

必
要

性
、具

体
的

施
策

とし
て

若
年

層
向

け
の

対
策

や
自

殺
未

遂
者

向
け

の
対

策
を

充
実

す
る

こ
と、

国
、地

方
公

共
団

体
、関

係
団

体
及

び
民

間
団

体
等

の
取

組
相

互
の

連
携

・協
力

を
推

進
す

る
こ

とを
掲

げ
、関

係
府

省
で

連
携

し自
殺

対
策

に
一

層
強

力
に

取
り組

ん
で

い
る

。
・懸

念
事

項
とし

て
、2

0歳
以

上
で

は
す

べ
て

の
年

齢
階

級
で

自
殺

死
亡

率
の

減
少

が
認

め
られ

て
い

る
も

の
の

、1
5-

19
歳

は
平

成
22

（
20

10
）

年
の

7.
5か

ら令
和

元
（

20
19

）
年

の
9.

9に
上

昇
して

い
る

（
男

性
は

9.
7か

ら1
3.

2へ
、女

性
は

5.
1か

ら6
.4

へ
）

。ま
た

、自
殺

者
数

は
令

和
２

（
20

20
）

年
に

増
加

に
転

じ、
特

に
若

年
者

と女
性

に
お

い
て

自
殺

者
数

の
増

加
が

認
め

られ
て

お
り、

今
後

も
注

視
が

必
要

で
あ

る
。

心
理
的
苦
痛
を
感
じ
る
者
の
割
合
の
減
少

10
.3
%

(2
01
9年

)
9.
3%

(2
03
6年

)
国

民
生

活
基

礎
調

査
基

礎
的

病
態

都
道

府
県

国
同

一
○

・約
4分

の
１

の
国

民
が

中
等

度
以

上
の

心
理

的
苦

痛
（

K6
で

5点
以

上
）

を
抱

え
て

い
る

こと
が

示
され

て
い

る
。

K6
が

5点
以

上
で

あ
る

こと
と身

体
症

状
お

よ
び

社
会

機
能

障
害

との
関

連
が

示
され

て
い

る
。

・カ
ット

オ
フ値

の
追

加
に

つ
い

て
は

目
的

外
利

用
が

必
要

・懸
念

事
項

とし
て

、新
型

コロ
ナ

ウ
イル

ス
感

染
拡

大
前

と比
べ

て
、世

界
中

で
うつ

病
・不

安
症

が
約

25
%

増
加

した
と推

定
され

て
お

り、
わ

が
国

で
も

精
神

的
苦

痛
を

抱
え

て
い

る
者

の
割

合
が

大
幅

に
増

加
して

い
る

可
能

性
が

あ
る

。

子
ども

を
持

つ
親

に
お

け
る

心
理

的
苦

痛
を

感
じる

者
の

割
合

の
減

少
de

ve
lo

pi
ng

 g
oa

lへ
？

国
民

生
活

基
礎

調
査

基
礎

的
病

態
都

道
府

県
国

同
一

＆
改

善
提

案
○

上
記

の
サ

ブ
グ

ル
ー

プ
とし

て
1歳

児
以

下
の

子
ども

を
持

つ
親

を
抽

出
す

る
こと

を
提

案
妊

産
婦

の
死

因
1位

が
自

殺
で

あ
り、

父
親

の
精

神
的

不
調

に
関

して
も

エ
ビデ

ン
ス

が
蓄

積
され

て
き

て
い

る
。

国
民

生
活

基
礎

調
査

の
場

合
は

目
的

外
利

用
が

必
要

（
de

ve
lo

pi
ng

 g
oa

l?
）

重
度

の
心

理
的

苦
痛

を
抱

え
な

が
ら精

神
科

医
療

機
関

を
受

診
しな

い
人

の
減

少

国
民

生
活

基
礎

調
査

(補
助

的
に

世
界

精
神

保
健

調
査

日
本

調
査

)

基
礎

的
病

態
都

道
府

県
国

新
規

提
案

H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

02
0で

も
"I

nc
re

as
e 

th
e 

pr
op

or
tio

n 
of

 a
du

lts
 a

ge
d 

18
ye

ar
s 

an
d 

ol
de

r 
w

ith
 s

er
io

us
 m

en
ta

l i
lln

es
s 

(S
M

I)
 w

ho
 r

ec
ei

ve
tr

ea
tm

en
t"

 が
目

標
とし

て
挙

げ
られ

て
い

る
。

一
方

、軽
症

者
へ

の
受

診
勧

奨
は

必
ず

しも
望

ま
しい

とは
限

らな
い

。
受

診
率

が
向

上
して

も
有

病
率

・有
症

率
は

下
が

らな
い

こと
が

先
行

研
究

で
指

摘
され

て
い

る
。

適
正

な
睡

眠
の

確
保

（
他

領
域

の
再

掲
）

生
活

習
慣

新
規

提
案

○
「休

養
」の

目
標

に
準

じる

身
体

活
動

量
の

増
加

（
他

領
域

の
再

掲
）

生
活

習
慣

新
規

提
案

○
「身

体
活

動
・運

動
」の

目
標

に
準

じる

適
切

な
食

生
活

（
他

領
域

の
再

掲
）

生
活

習
慣

新
規

提
案

○
「栄

養
・食

生
活

」の
目

標
に

準
じる

。
た

だ
し、

精
神

健
康

へ
の

好
影

響
が

最
も

示
され

て
い

る
食

事
パ

ター
ン

・食
品

は
地

中
海

式
食

事
お

よ
び

魚
等

で
あ

り、
エ

ビデ
ン

ス
とし

て
は

「栄
養

・食
生

活
」の

目
標

とは
少

し異
な

る
。
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多
量

飲
酒

者
等

の
減

少
（

他
領

域
の

再
掲

）
生

活
習

慣
新

規
提

案
○

「飲
酒

」の
目

標
に

準
じる

喫
煙

率
等

の
減

少
（

他
領

域
の

再
掲

）
生

活
習

慣
新

規
提

案
○

「喫
煙

」の
目

標
に

準
じる

歯
の

喪
失

防
止

等
（

他
領

域
の

再
掲

）
生

活
習

慣
新

規
提

案
○

「歯
・口

腔
の

健
康

」の
目

標
に

準
じる

仕
事

上
の

不
安

、悩
み

又
は

ス
トレ

ス
に

つ
い

て
、職

場
に

事
業

場
外

資
源

を
含

め
た

相
談

先
が

あ
る

労
働

者
の

割
合

の
増

加

労
働

安
全

衛
生

調
査

生
活

習
慣

都
道

府
県

国
改

善
提

案
○

「第
13

次
労

働
災

害
防

止
計

画
」の

目
標

に
準

じて
記

載
した

が
、健

康
日

本
21

（
第

3次
）

で
は

20
21

年
中

に
作

成
され

る
と考

え
られ

る
「第

14
次

労
働

災
害

防
止

計
画

」の
目

標
に

準
じる

こ
とが

望
ま

しい
と考

え
られ

る
。労

働
基

準
局

等
との

情
報

共
有

が
望

ま
しい

。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り組

ん
で
い
る
事
業
場
の

割
合
の
増
加

61
.4
%

(2
02
0年

)
80
%

(2
02
2年

)

第
14
次
労
働
災
害
防
止
計
画
の
目
標
値
に

準
じ
る

労
働

安
全

衛
生

調
査

生
活

習
慣

都
道

府
県

国
同

一
○

・産
業

精
神

保
健

の
領

域
で

、最
も

包
括

的
な

目
標

と考
え

られ
る

。
・「

第
13

次
労

働
災

害
防

止
計

画
」の

目
標

に
準

じて
目

標
値

を
記

載
して

い
る

が
、健

康
日

本
21

（
第

3次
）

で
は

20
21

年
中

に
作

成
され

る
と考

え
られ

る
「第

14
次

労
働

災
害

防
止

計
画

」の
目

標
に

準
じる

こと
が

望
ま

しい
と考

え
られ

る
。労

働
基

準
局

等
との

情
報

共
有

が
望

ま
しい

。
・懸

念
事

項
とし

て
、5

0人
以

上
の

事
業

場
で

は
90

.7
%

（
20

18
年

）
で

あ
る

が
、3

0～
49

人
の

事
業

場
で

は
65

.3
%

、1
0～

29
人

の
事

業
場

で
は

51
.6

％
で

あ
り、

小
規

模
事

業
場

で
の

取
組

推
進

が
容

易
で

は
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク結

果
を

集
団

分
析

し、
そ

の
結

果
を

活
用

して
い

る
事

業
場

の
割

合
の

増
加

（
副

目
標

とす
る

）

61
.3

%
(2

02
0年

)
労

働
安

全
衛

生
調

査

？
%

(2
02

0年
)

労
働

安
全

衛
生

調
査

第
14

次
労

働
災

害
防

止
計

画
の

目
標

値
に

準
じる

労
働

安
全

衛
生

調
査

生
活

習
慣

都
道

府
県

国
改

善
提

案
○

同
上

子
ども

を
持

つ
親

に
お

け
る

重
度

の
心

理
的

苦
痛

を
感

じる
者

の
割

合
の

減
少

（
再

掲
）

de
ve

lo
pi

ng
 g

oa
lの

扱
い

に
す

る
こと

を
検

討
国

民
生

活
基

礎
調

査
生

活
習

慣
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
親

の
精

神
疾

患
は

小
児

期
逆

境
体

験
の

1つ
に

含
ま

れ
て

い
る

こと
か

ら。
な

お
ア

メリ
カで

は
20

17
年

に
法

律
が

制
定

され
、C

D
Cが

小
児

期
逆

境
体

験
を

モ
ニ

タリ
ン

グ
す

る
こと

とさ
れ

て
い

る
。（

"T
he

 C
en

te
rs

 fo
r 

D
is

ea
se

 C
on

tr
ol

 a
nd

 P
re

ve
nt

io
n 

m
us

t
en

co
ur

ag
e 

st
at

es
 to

 c
ol

le
ct

 a
nd

 r
ep

or
t d

at
a 

on
 a

dv
er

se
 c

hi
ld

ho
od

ex
pe

rie
nc

es
."

）

心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
数

50
0人

（
20
21
年
度
）

38
万
人

（
20
28
年
度
）

10
0万

人
（
20
33
年
度
）

厚
生

労
働

省
生

活
習

慣
区

市
町

村
国

新
規

提
案

✕
・「

精
神

障
害

に
も

対
応

した
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
」に

お
け

る
普

及
啓

発
の

部
分

を
担

うも
の

と
して

、2
02

1年
度

か
ら厚

労
省

が
心

の
サ

ポ
ー

ター
養

成
事

業
を

開
始

した
。

・オ
ー

ス
トラ

リア
等

で
行

わ
れ

て
い

る
M

en
ta

l H
ea

lth
 F

irs
t A

id
の

考
え

方
を

も
とに

、地
域

や
職

域
で

メン
タル

へ
ル

ス
の

問
題

を
抱

え
る

人
や

家
族

等
に

対
して

で
き

る
範

囲
で

手
助

け
を

す
る

「心
の

サ
ポ

ー
ター

」を
増

や
す

とと
も

に
、メ

ン
タル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
適

切
な

知
識

を
も

った
人

を
増

や
し、

社
会

の
ス

テ
ィグ

マ
を

低
減

し、
精

神
疾

患
の

有
無

や
程

度
に

か
か

わ
らず

誰
も

が
暮

らし
や

す
い

社
会

を
実

現
す

る
こと

を
目

的
とし

て
い

る
。

・厚
労

省
が

20
28

年
ま

で
に

38
万

人
、2

03
3年

ま
で

に
10

0万
人

の
養

成
を

目
標

とし
て

掲
げ

て
い

る
。

悩
み

を
相

談
で

き
な

い
人

の
割

合
の

減
少

de
ve

lo
pi

ng
 g

oa
lの

よ
うな

扱
い

に
す

る
こと

を
検

討
国

民
生

活
基

礎
調

査
生

活
習

慣
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
20

16
年

の
時

点
で

は
大

部
分

の
人

が
悩

み
を

相
談

で
き

て
い

る
。

た
だ

、コ
ロナ

禍
で

この
割

合
が

減
少

して
い

る
可

能
性

は
あ

り、
ま

た
将

来
的

に
「孤

立
」が

大
き

な
公

衆
衛

生
上

の
課

題
に

な
る

可
能

性
も

あ
り、

20
16

年
の

水
準

を
維

持
で

き
て

い
る

か
どう

か
に

つ
い

て
第

三
次

で
フォ

ロー
を

続
け

た
方

が
よ

い
か

も
しれ

な
い

。

小
児

人
口

10
万

人
当

た
りの

小
児

科
医

師
の

割
合

の
増

加
第

二
次

の
目

標
項

目
で

あ
った

が
、学

会
ベ

ー
ス

の
デ

ー
タと

な
る

こと
、市

町
村

で
取

り組
み

を
行

う
こと

が
不

可
能

な
目

標
で

あ
る

こと
か

ら、
次

期
で

は
不

要
と考

え
る

。

赤
太
字
：
主
目
標
項
目
　赤

字
：

副
目

標
　緑

字
：

開
発

中
の

目
標

　黒
字

：
研

究
途

上
の

目
標
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高
齢

者
の

健
康

取
組
目
標

ベ
ー
ス
ライ
ン
値

目
標
値

評
価
に
使
う情

報
源

（
政
府
統
計
の
種

類
等
）

階
層
1　
(生
活
習
慣

モ
デ
ル
）
：
プ
ロセ
ス

→
ア
ウ
トプ
ット
→
ア
ウ

トカ
ム

階
層
２
（
疾
病
モ
デ

ル
）
：
生
活
習
慣

→
基
礎
的
病
態
→

疾
病

評
価
レ
ベ
ル
：
国
・

都
道
府
県
・区
市
町

村
・企
業
・医
療
保

険
者
・そ
の
他

自
記
式
（
複
数
回

答
可
）

デ
ー
タ提

供
者

第
２
次
との
関
係
：

新
規
提
案
・改
善
提

案
・同
一
目
標

エ
ビデ
ン
ス
の

有
無

○
：
あ
り

×
：
な
し

補
足
事
項
：
以
下
に
つ
い
て
補
足
願
い
ま
す
。

・諸
外
国
の
参
考
に
した
取
り組

み
目
標

・効
果
に
関
す
る
エ
ビデ
ン
ス

・項
目
の
重
要
性
に
つ
い
て

・懸
念
事
項

・「
そ
の
他
」を
選
ん
だ
場
合
は
そ
の
中
身

・そ
の
他
の
補
足
事
項

要
介

護
状

態
へ

の
移

行
抑

制
   

   
   

   
   

   
   

   
  

   
   

   
   

要
介

護
(要

支
援

)認
定

者
数

令
和

2年
度

 6
69

万
人

推
計
値
（
10
年
後
の
年
齢
階
級
別
人
数
×

認
定
率
）
の
90
〜
95
％
値
？

介
護
保
険
事
業
状

況
報
告

疾
病

国
・都
道
府
県
・

区
市
町
村

国
同
一

○
・介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/t
ou
ke
i/
lis
t/
84
-

1.
ht
m
l）

認
知

症
の

発
症

や
進

行
の

抑
制

   
   

   
   

   
   

   
  

   
   

   
   

 認
知

症
自

立
度

Ⅱ
以

上
の

人
数

令
和

2年
度

 4
10

万
人

 厚
生

労
働

省
 推

計
推
計
値
（
10
年
後
の
年
齢
階
級
別
人
数
×

出
現
率
）
の
90
〜
95
％
値
？

介
護
保
険
総
合
デ
ー

タベ
ー
ス

疾
病

国
・都
道
府
県
・

区
市
町
村

国
同
一

○
＊
介
護
保
険
総
合
デ
ー
タベ
ー
ス
に
収
載
され
た
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
を
用
い
て

集
計
す
る
こと
を
想
定

・介
護
保
険
総
合
デ
ー
タベ
ー
ス
（
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
(第
84
回
)参
考
資
料
：

ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/c
on
te
nt
/1
23
00
00
0/
00
05
60
21
6.
pd
f）

・厚
生
労
働
省
：
認
知
症
施
策
の
推
進
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/f
ile
/0
5-

Sh
in
gi
ka
i-1
26
01
00
0-
Se
is
ak
ut
ou
ka
ts
uk
an
-

Sa
nj
ik
an
sh
its
u_
Sh
ak
ai
ho
sh
ou
ta
nt
ou
/0
00
00
21
00
4.
pd
f）

幸
福
感
や
メン
タル
ヘ
ル
ス
低
下
の
予
防

介
護
予
防
・日
常
生

活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

患
者
調
査

満
足
度
・生
活
の
質

に
関
す
る
調
査

疾
病

国
・都
道
府
県
・

区
市
町
村

国
新
規
提
案

○
心
の
健
康
・休
養
の
分
野
と調

整

＊
幸
福
感
に
関
して
は
、満

足
度
へ
の
変
更
も
考
慮
す
る

＊
介
護
予
防
・日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て
は
、全

国
調
査
で
は
な
い

＊
過
去
に
幸
福
感
の
評
価
が
収
載
され
て
い
た
国
民
生
活
白
書
、国

民
生
活
選
好
度
調
査
、生

活
の
質
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、近

年
実
施
され
て
い
な
い

・介
護
予
防
・日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ス防
調
査
（
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
作
成
に
向
け
た
各

種
調
査
等
に
関
す
る
説
明
会
：

ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/s
tf
/s
hi
ng
i2
/0
00
01
38
65
3_
00
00
2.
ht
m
l）

・患
者
調
査
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/t
ou
ke
i/
lis
t/
10
-2
0.
ht
m
l）

・満
足
度
・生
活
の
質
に
関
す
る
調
査

（
ht
tp
s:
//
w
w
w
5.
ca
o.
go
.jp
/k
ei
za
i2
/m
an
zo
ku
/in
de
x.
ht
m
l）

生
活

習
慣

病
の

有
病

者
割

合
の

減
少

循
環
器
・糖
尿
病
の
目
標
値
を
再
掲
？

循
環
器
・糖
尿
病
の
目
標
値
を
再
掲
？

国
民
・健
康
栄
養
調

査 患
者
調
査

基
礎
的
病
態

国
・都
道
府
県

国
新
規
提
案

○
循
環
器
疾
患
、糖

尿
病
、喫

煙
・飲
酒
、身

体
活
動
・運
動
の
分
野
と調

整

・国
民
・健
康
栄
養
調
査

（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/b
un
ya
/k
en
ko
u/
ke
nk
ou
_e
iy
ou
_c
ho
us
a.
ht
m
l

） ・患
者
調
査
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/t
ou
ke
i/
lis
t/
10
-2
0.
ht
m
l）

フレ
イル
（
ロコ
モ
テ
ィブ
シ
ン
ドロ
ー
ム
を
含
む
）
割
合
の

減
少

後
期
高
齢
者
の
質

問
表

（
日
本
整
形
外
科

学
会
に
よ
る
調
査
）

基
礎
的
病
態

国
・都
道
府
県
・

区
市
町
村

国
新
規
提
案

○
身
体
活
動
・運
動
の
分
野
と調

整

＊
フレ
イル
に
関
す
る
全
国
調
査
は
実
施
され
て
い
な
い

後
期
高
齢
者
の
質
問
表

（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/c
on
te
nt
/0
00
60
55
06
.p
df
）

社
会

的
孤

立
・孤

独
・閉

じ
こも

り者
割

合
の

減
少

社
会
的
健
康
W
Gの
目
標
の
高
齢
者
の
数
値

1割
抑
制
な
ど

国
勢
調
査

高
齢
社
会
対
策
に

関
す
る
調
査
(高
齢

者
の
生
活
実
態
に
関

す
る
調
査
・高
齢
者

の
地
域
社
会
へ
の
参

加
に
関
す
る
意
識
調

査
）

基
礎
的
病
態

国
・都
道
府
県
・

区
市
町
村

国
同
一
＆
改
善
提
案

○
社
会
環
境
の
整
備
、心

の
健
康
・休
養
の
分
野
と調

整

＊
高
齢
社
会
対
策
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、年

度
に
よ
り調

査
項
目
が
異
な
る

・国
勢
調
査
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.s
ta
t.g
o.
jp
/d
at
a/
ko
ku
se
i/
20
20
/in
de
x.
ht
m
l）

・高
齢
社
会
対
策
に
関
す
る
調
査

（
ht
tp
s:
//
w
w
w
8.
ca
o.
go
.jp
/k
ou
re
i/
is
hi
ki
/k
en
ky
u.
ht
m
l）

うつ
の

発
症

や
進

行
の

抑
制

ここ
ろ
の
健
康
の
指
標
を
再
掲
？

ここ
ろ
の
健
康
の
指
標
を
再
掲
？

国
民
生
活
基
礎
調

査 患
者
調
査

基
礎
的
病
態

国
・都
道
府
県

国
同
一

○
心
の
健
康
・休
養
の
分
野
と調

整

・国
民
生
活
基
礎
調
査
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/t
ou
ke
i/
lis
t/
20
-2
1.
ht
m
l）

・患
者
調
査
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/t
ou
ke
i/
lis
t/
10
-2
0.
ht
m
l）
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主
体

的
な

社
会

参
加

や
就

労
、人

の
つ

な
が

り
4種

（
ス

ポ
ー

ツ
、学

習
・自

己
啓

発
、ボ

ラ
ン

テ
ィア

活
動

、 
 趣

味
・娯

楽
）

行
動

者
率

17
6.
46
　　
　　
　平

成
23
（
20
11
）
年
度
　

男
女
平
均

20
21
年
ま
で
の
10
年
間
の
伸
び
率
（
年
齢

階
層
別
？
）
を
参
考
に
決
め
る

社
会
生
活
基
本
調

査 国
民
・健
康
栄
養
調

査

生
活
習
慣

国
・都
道
府
県

国
同
一

○
社
会
環
境
の
整
備
の
分
野
と調

整

・社
会
生
活
基
本
調
査

（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.s
ta
t.g
o.
jp
/d
at
a/
sh
ak
ai
/2
01
6/
in
de
x.
ht
m
l）

・国
民
・健
康
栄
養
調
査

（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/b
un
ya
/k
en
ko
u/
ke
nk
ou
_e
iy
ou
_c
ho
us
a.
ht
m
l

）

身
体

活
動

・運
動

国
民
・健
康
栄
養
調

査 （
厚
生
労
働
省
健

康
局
健
康
課
に
よ
る

把
握
）

生
活
習
慣

国
・都
道
府
県

国
同
一

○
身
体
活
動
・運
動
の
分
野
と調

整

・国
民
・健
康
栄
養
調
査

（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/b
un
ya
/k
en
ko
u/
ke
nk
ou
_e
iy
ou
_c
ho
us
a.
ht
m
l

）

栄
養

・食
生

活
・口

腔
機

能
国
民
・健
康
栄
養
調

査 歯
科
疾
患
実
態
調

査

生
活
習
慣

国
・都
道
府
県

国
同
一
＆
改
善
提
案

○
栄
養
・食
生
活
、歯

・口
腔
の
健
康
の
分
野
と調

整

・国
民
・健
康
栄
養
調
査

（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/b
un
ya
/k
en
ko
u/
ke
nk
ou
_e
iy
ou
_c
ho
us
a.
ht
m
l

） ・歯
科
疾
患
実
態
調
査
（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/t
ou
ke
i/
lis
t/
62
-1
7.
ht
m
l）

赤
太

字
：

主
目

標
項

目
　赤

字
：
副
目
標
　緑

字
：
開
発
中
の
目
標
　黒

字
：
研
究
途
上
の
目
標
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社
会
環
境
整
備
（
＋
健
康
格
差
の
是
正
）

取
組

⽬
標

ベ
ー

ス
ライ

ン
値

⽬
標

値
評

価
に

使
う情

報
源

（
政

府
統

計
の

種
類

等
）

階
層

1　
(⽣

活
習

慣
モ

デ
ル

）
︓

プ
ロセ

ス
→

ア
ウ

トプ
ット

→
ア

ウ
トカ

ム

階
層

２
（

疾
病

モ
デ

ル
）

︓
⽣

活
習

慣
→

基
礎

的
病

態
→

疾
病

評
価

レ
ベ

ル
︓

国
・

都
道

府
県

・区
市

町
村

・企
業

・医
療

保
険

者
・そ

の
他

⾃
記

式
（

複
数

回
答

可
）

デ
ー

タ提
供

者
第

２
次

との
関

係
︓

新
規

提
案

・改
善

提
案

・同
⼀

⽬
標

エ
ビデ

ン
ス

の
有

無
○

︓
あ

り
×

︓
な

し

補
⾜

事
項

︓
以

下
に

つ
い

て
補

⾜
願

い
ま

す
。

・諸
外

国
の

参
考

に
した

取
り組

み
⽬

標
・効

果
に

関
す

る
エ

ビデ
ン

ス
・項

⽬
の

重
要

性
に

つ
い

て
・懸

念
事

項
・「

そ
の

他
」を

選
ん

だ
場

合
は

そ
の

中
⾝

・そ
の

他
の

補
⾜

事
項

健
康
寿
命
の
地
域
格
差
の
縮
⼩

 
●

都
道

府
県

（
健

康
寿

命
が

最
⻑

の
地

域
と

最
短

の
地

域
の

差
）

︓
男

性
2.

70
年

（
20

16
年

）
、⼥

性
2.

70
年

（
20

16
年

）  
●

都
道

府
県

（
健

康
寿

命
が

最
短

の
地

域
の

値
）

︓
 7

1.
21

年
（

20
16

年
）

、⼥
性

73
.6

2年
（

20
16

年
）

都
道

府
県

（
最

⻑
の

地
域

と
最

短
の

地
域

の
差

）
●

男
性

2.
45

年
、

⼥
性

2.
50

年
●

都
道

府
県

（
最

低
の

地
域

の
値

の
底

上
げ

）
︓

男
性

75
.0

0歳
、

⼥
性

76
.0

0歳

・
厚

⽣
労

働
省

 
市

区
町

村
別

⽣
命

表
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/t
ou

ke
i/s

ai
ki

n/
hw

/li
fe

/c
kt

s1
5/

in
de

x.
ht

m
l ・
厚

⽣
労

働
科

学
研

究
「

健
康

寿
命

及
び

地
域

格
差

の
分

析
と

健
康

増
進

対
策

の
効

果
検

証
に

関
す

る
研

究
」

・
総

務
省

統
計

局
都

道
府

県
別

⼈
⼝

デ
ー

タ

ア
ウ

ト
カ

ム
̶

都
道
府
県

国
同

⼀
○

健
康

寿
命

は
今

後
も

国
⺠

の
健

康
づ

くり
運

動
の

推
進

に
お

け
る

最
終

ア
ウ

トカ
ム

とし
て

重
視

され
る

こと
か

ら、
そ

の
格

差
に

つ
い

て
も

引
き

続
き

評
価

し、
幅

広
い

国
⺠

との
議

論
の

元
、是

正
す

べ
き

⽔
準

の
格

差
が

あ
る

と認
め

られ
る

も
の

に
つ

い
て

は
数

値
⽬

標
を

定
め

て
取

り組
む

。

社
会
経
済
状
況
に
よ
る
健
康
寿
命
の
格
差
の
縮
⼩

●
有

職
者

間
の

職
業

別
の

健
康

寿
命

の
格

差
︓

（
40

-6
5歳

の
部

分
健

康
寿

命
）

男
性

1.
35

年
、⼥

性
2.

22
年

 （
20

15
年

 ）
●

無
職

者
の

健
康

寿
命

︓
男

性
18

.4
9年

、⼥
性

21
.0

9年
（

20
15

年
）

●
⽇

常
⽣

活
へ

の
影

響
が

あ
る

⼈
の

割
合

の
所

得
間

格
差

●
⽇

常
⽣

活
に

制
限

が
あ

る
と答

え
た

⼈
の

割
合

（
％

）
︓

有
職

者
 男

性
　1

0.
0（

20
19

年
）

、⼥
性

12
.1

（
20

19
年

）
無

職
者

 男
性

　1
5.

9 
（

20
19

年
）

、⼥
性

17
.2

（
20

19
年

）

●
有

職
者

間
の

職
業

別
の

健
康

寿
命

の
格

差
を

縮
⼩

す
る

︓
●

無
職

者
の

健
康

寿
命

を
延

伸
す

る
︓

●
⽇

常
⽣

活
へ

の
影

響
が

あ
る

⼈
の

割
合

の
所

得
間

格
差

を
XX

Xに
す

る
●

別
項

⽬
案

︓
⽇

常
⽣

活
に

制
限

が
あ

る
と

答
え

た
⼈

の
割

合
 ︓

有
職

者
 

男
性

9.
0％

、
⼥

性
 

11
.0

％
／

無
職

者
 

男
性

 
14

.5
%

、
⼥

性
16

.0
％

⼈
⼝

動
態

職
業

・
産

業
別

統
計

性
・

職
業

（
⼤

分
類

）
・

年
齢

階
級

別
死

亡
数

国
⺠

⽣
活

基
礎

調
査

 
⽇

常
⽣

活
へ

の
影

響
の

有
無

の
職

業
分

類
別

・
所

得
別

（
男

⼥
そ

れ
ぞ

れ
）

 
な

ど

ア
ウ

ト
カ

ム
̶

職
業

等
国

新
規

提
案

○
社

会
経

済
的

背
景

に
よ

る
健

康
格

差
の

存
在

は
多

くの
国

で
報

告
され

て
お

り 
、⽇

本
か

らも
報

告
され

て
い

る
 。

健
康

寿
命

の
社

会
経

済
状

況
別

の
政

府
に

よ
る

公
式

な
計

算
値

は
⽰

され
て

い
な

い
。今

回
職

業
の

有
無

別
の

算
出

を
⾏

い
そ

の
格

差
の

⽬
標

を
提

⽰
した

。他
の

評
価

軸
の

算
出

に
つ

い
て

は
現

在
試

み
中

。

地
域
の
社
会
経
済
状
況
に
よ
る
健
康
寿
命
の
格
差

の
縮
⼩

●
都

道
府

県
︓

失
業

率
 が

最
も

⾼
い

都
道

府
県

の
健

康
寿

命
と、

失
業

率
が

最
も

⼩
さい

都
道

府
県

の
健

康
寿

命
の

差
（

格
差

勾
配

指
数

︓
SI

I）
︓

男
性

0.
56

、0
.7

7年
（

20
13

年
、

20
16

年
）

、⼥
性

0.
47

、0
.6

2年
（

20
13

年
、2

01
6年

）
●

市
区

町
村

AD
I1

00
分

位
に

よ
る

SI
I︓

男
性

2.
32

年
、⼥

性
0.

93
年

（
20

10
-2

01
4年

）
（

Ka
ta

ok
a 

et
 a

l. 
La

nc
et

 R
H

W
P)

●
都

道
府

県
失

業
率

に
よ

る
SI

I︓
男

性
0.

50
、

⼥
性

0.
50

●
市

区
町

村
AD

I1
00

分
位

SI
I︓

男
性

1.
8

年
、

⼥
性

1.
0以

下
を

維
持

⼈
⼝

動
態

統
計

・
国

勢
調

査
の

市
区

町
村

別
⼈

⼝
・

死
亡

デ
ー

タ
市

町
村

別
要

介
護

認
定

デ
ー

タ

ア
ウ

ト
カ

ム
̶

都
道
府
県

・
市

区
町

村
の

社
会

経
済

状
況

国
新

規
提

案
○

都
道

府
県

や
市

区
町

村
の

社
会

経
済

状
況

に
よ

り、
健

康
寿

命
の

格
差

が
あ

る
こと

が
⽰

され
て

い
る

。地
域

剥
奪

指
標

（
Ar

ea
 D

ep
riv

at
io

n 
In

de
x:

 A
D

I）
等

、複
数

の
社

会
経

済
状

況
に

関
す

る
指

標
を

⽤
い

た
妥

当
性

の
確

認
され

た
指

標
も

開
発

され
て

お
り、

これ
らを

⽤
い

て
地

域
の

社
会

経
済

状
況

に
よ

る
健

康
寿

命
の

格
差

を
モ

ニ
タリ

ン
グ

す
る

こと
で

、国
や

都
道

府
県

、市
区

町
村

等
が

活
動

を
マ

ネ
ジ

メン
トし

て
い

くた
め

に
役

⽴
つ

。

健
康
寿
命
に
加
え
て
、
が
ん
や
循
環
器
疾
患
、
健

康
⾏
動
に
関
す
る
各
分
野
の
主
要
項
⽬
に
つ
い
て

地
域
間
・
社
会
属
性
の
異
な
る
集
団
間
の
格
差
を

評
価
す
る

国
に

よ
る

把
握

な
し

各
分

野
数

項
⽬

程
度

評
価

国
、
都
道
府
県
、

市
区
町
村
な
ど

新
規

提
案

○
が

ん
や

循
環

器
疾

患
、健

康
⾏

動
は

今
後

も
国

⺠
の

健
康

づ
くり

運
動

の
推

進
に

お
け

る
ア

ウ
トカ

ム
とし

て
重

視
され

る
。

他
者
と
の
つ
な
が
り
の
強
化

困
った

時
に

相
談

で
き

る
⼈

や
窓

⼝
が

な
い

と思
う国

⺠
の

割
合

R1
 7

.4
％

（
男

性
: 

9.
3％

、⼥
性

:
5.

9％
）

（
国

）

困
っ

た
時

に
相

談
で

き
る

⼈
や

窓
⼝

が
な

い
と

思
う

国
⺠

の
割

合
︓

3%
（

ト
レ

ン
ド

分
析

未
実

施
）

厚
⽣

労
働

省
国

⺠
⽣

活
基

礎
調

査
（

健
康

票
）

（
R1

補
問

9-
2︓

最
も

気
に

な
る

悩
み

や
ス

ト
レ

ス
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

相
談

し
て

い
ま

す
か

」
）

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/t

ou
ke

i/c
ho

us
ah

y
o/

20
-

21
/d

l/k
ok

u3
1k

e.
pd

f

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

̶
国

国
改

善
提

案
○

第
⼆

次
の

⽬
標

は
、繋

が
りを

地
域

に
限

定
して

い
る

点
で

昨
今

の
多

様
化

した
社

会
関

係
を

反
映

して
い

る
とは

⾔
い

難
い

。そ
の

た
め

、次
期

計
画

で
は

地
理

的
に

依
存

しな
い

ソ
ー

シ
ャル

キ
ャピ

タル
の

状
況

を
とら

え
る

。
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他
者

と
の

つ
な

が
り

の
格

差
の

縮
⼩

要
分

析
検

討
中

厚
⽣

労
働

省
「

国
⺠

⽣
活

基
礎

調
査

（
健

康
票

）
」

（
R1

補
問

9-
2︓

最
も

気
に

な
る

悩
み

や
ス

ト
レ

ス
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

相
談

し
て

い
ま

す
か

」
）

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/t

ou
ke

i/c
ho

us
ah

y
o/

20
-

21
/d

l/k
ok

u3
1k

e.
pd

f

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

̶
所

得
・

保
険

種
別

・
職

業
・

都
道

府
県

間
格

差
等

国
改

善
提

案
○

困
った

時
に

相
談

で
き

る
⼈

や
窓

⼝
が

な
い

と思
う国

⺠
の

割
合

を
減

らす
た

め
の

政
策

が
公

平
に

効
果

を
上

げ
られ

る
よ

うモ
ニ

タリ
ン

グ
す

る
。

地
域
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
活
動
に
主
体
的

に
関
わ
っ
て
い
る
国
⺠
の
増
加

H
28

 2
6.

0%
（

国
）

、H
28

 2
5.

0%
（

男
性

）
、2

6.
9%

（
⼥

性
）

64
歳

ま
で

︓
男

性
︓

30
%

 
⼥

性
︓

30
%

65
歳

以
上

︓
男

性
︓

40
%

 
⼥

性
︓

40
%

総
務

省
「

社
会

⽣
活

基
本

調
査

」
R3

調
査

票
A 

問
22

 ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

ht
tp

:/
/w

w
w

.s
ta

t.g
o.

j
p/

da
ta

/s
ha

ka
i/2

02
1/

p
df

/q
ua

.p
df

プ
ロ

セ
ス

̶
国
・
年
齢
階
層

国
改

善
提

案
○

健
康

づ
くり

を
⽬

的
に

して
い

な
い

活
動

へ
の

参
加

で
も

健
康

と関
連

す
る

こと
が

複
数

の
研

究
で

報
告

され
て

い
る

。第
⼆

次
で

は
健

康
に

関
す

る
ボ

ラン
テ

ィア
に

限
定

して
い

た
が

、健
康

に
関

連
しな

い
活

動
も

含
め

る
よ

うに
した

。

地
域

活
動

や
ま

ち
づ

く
り

な
ど

の
活

動
に

主
体

的
に

関
わ

っ
て

い
る

国
⺠

の
割

合
の

地
域

間
格

差
の

是
正

H
28

 2
6.

0%
（

国
）

、H
28

 2
5.

0%
（

男
性

）
、2

6.
9%

（
⼥

性
）

最
も

割
合

の
低

い
都

道
府

県
の

割
合

を
下

記
以

上
に

64
歳

ま
で

 
男

性
︓

25
%

 
⼥

性
︓

25
%

65
歳

以
上

 
男

性
︓

35
%

 
⼥

性
︓

35
%

総
務

省
「

社
会

⽣
活

基
本

調
査

」
R3

調
査

票
A 

問
22

 ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

ht
tp

:/
/w

w
w

.s
ta

t.g
o.

j
p/

da
ta

/s
ha

ka
i/2

02
1/

p
df

/q
ua

.p
df

プ
ロ

セ
ス

̶
都

道
府

県
・

年
齢

階
層

国
改

善
提

案
○

地
域

活
動

や
ま

ち
づ

くり
へ

の
参

加
の

推
奨

が
、公

平
に

効
果

を
上

げ
られ

る
よ

うモ
ニ

タリ
ン

グ
す

る
。

県
内
の
市
区
町
村
間
の
健
康
指
標
の
格
差
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
都
道
府
県
の
増
加

不
明

都
道

府
県

︓
10

0％
（

全
都

道
府

県
）

市
区

町
村

︓
80

－
10

0％
厚

⽣
労

働
省

健
康

局
に

よ
る

把
握

プ
ロ

セ
ス

̶
都
道
府
県
・
市
区

町
村

国
改

善
提

案
○

健
康

⽇
本

２
１

（
第

⼆
次

）
で

は
、健

康
格

差
対

策
に

取
り組

む
⾃

治
体

数
の

増
加

が
⽬

標
と

な
って

お
り、

中
間

評
価

の
時

点
で

40
都

道
府

県
（

85
.1

％
）

が
⽬

標
を

達
成

して
い

た
。次

の
ス

テ
ップ

とし
て

、数
値

⽬
標

を
⼊

れ
る

こと
を

め
ざ

す
。

厚
⽣
労
働
省
内
の
局
間
連
携
の
取
組
数
の
増
加

不
明

国
︓

部
局

間
連

携
事

業
10

個
・

省
庁

横
断

事
業

10
個

厚
⽣

労
働

省
健

康
局

に
よ

る
把

握
プ

ロ
セ

ス
̶

国
国

新
規

提
案

○
W

H
O

の
CS

D
H

は
部

⾨
間

連
携

・ガ
バ

ナ
ン

ス
の

強
化

を
通

じた
健

康
格

差
対

策
の

重
要

性
を

強
調

して
い

る
。健

康
格

差
対

策
に

は
重

層
的

な
対

策
が

不
可

⽋
で

あ
る

こと
か

ら、
複

数
レ

ベ
ル

で
の

部
⾨

間
連

携
の

推
進

を
明

⽰
した

⽬
標

設
定

を
す

る
。

健
康

づ
く

り
を

⽬
的

の
⼀

つ
に

含
む

省
庁

連
携

の
取

組
数

の
増

加
不

明
厚

⽣
労

働
省

健
康

局
に

よ
る

把
握

プ
ロ

セ
ス

̶
国

国
新

規
提

案
○

同
上

保
健

以
外

の
少

な
く

と
も

２
部

⾨
と

の
連

携
に

よ
る

、
健

康
づ

く
り

に
資

す
る

事
業

を
し

て
い

る
⾃

治
体

数
の

増
加

不
明

都
道

府
県

︓
60

％
市

区
町

村
︓

60
%

厚
⽣

労
働

省
健

康
局

に
よ

る
把

握
プ

ロ
セ

ス
̶

都
道

府
県

・
市

区
町

村
国

新
規

提
案

○
同

上

国
⺠

の
健

康
づ

く
り

運
動

プ
ラ

ン
の

健
康

影
響

予
測

評
価

(H
IA

)を
実

施
す

る
不

明
策

定
時

（
策

定
前

あ
る

い
は

策
定

直
後

）
・

中
間

評
価

時
に

実
施

未
定

プ
ロ

セ
ス

̶
国

国
新

規
提

案
○

健
康

格
差

対
策

に
は

、周
縁

化
され

が
ち

な
⼈

々
の

正
確

な
状

況
把

握
お

よ
び

健
康

状
態

の
モ

ニ
タ

リン
グ

は
急

務
で

あ
る

。厚
⽣

労
働

省
の

所
管

す
る

統
計

以
外

の
デ

ー
タも

有
効

に
活

⽤
し、

部
⾨

を
ま

た
い

だ
合

意
形

成
と連

携
に

基
づ

く取
組

が
進

む
こと

が
期

待
され

る
。こ

れ
は

W
H

O
の

CS
D

H
も

健
康

影
響

予
測

評
価

(H
IA

)と
して

推
奨

して
お

り、
H

IA
を

実
施

す
る

⾃
治

体
の

増
加

が
望

ま
れ

る
。

健
康

づ
く

り
計

画
に

つ
い

て
健

康
影

響
予

測
評

価
（

HI
A）

を
実

施
し

て
い

る
都

道
府

県
数

の
増

加
不

明
未

定
未

定
プ

ロ
セ

ス
̶

都
道

府
県

国
新

規
提

案
○

同
上

⾃
主

的
な

従
業

員
の

健
康

づ
く

り
活

動
（

健
康

経
営

な
ど

）
を

す
す

め
る

企
業

・
団

体
の

増
加

全
国

の
健

康
経

営
宣

⾔
企

業
数

︓
27

,4
93

(2
01

9年
1⽉

5⽇
時

点
)

 都
道

府
県

間
格

差
︓

不
明

（
協

会
け

ん
ぽ

が
都

道
府

県
別

⼀
覧

を
出

して
い

る
た

め
、検

討
可

能
）

健
康

経
営

宣
⾔

企
業

数
︓

40
,0

00
都

道
府

県
間

格
差

︓
す

べ
て

の
都

道
府

県
の

健
康

経
営

宣
⾔

を
XX

X/
10

万
⼈

以
上

に
す

る
（

検
討

中
）

協
会

け
ん

ぽ
「

健
康

経
営

宣
⾔

」
企

業
数

協
会

け
ん

ぽ
、

都
道

府
県

別
の

「
健

康
づ

く
り

（
健

康
宣

⾔
）

」
企

業
⼀

覧 ht
tp

s:
//

sh
em

.o
r.

jp
/k

y
ou

ka
ik

en
po

プ
ロ

セ
ス

̶
国

・
都

道
府

県
そ

の
他

新
規

提
案

✕
職

場
・労

働
環

境
は

働
く⼈

の
健

康
に

⼤
き

く影
響

す
る

こと
が

知
られ

て
お

り、
健

康
経

営
な

ど、
各

職
場

の
状

況
に

即
した

職
域

で
の

⾃
主

的
な

健
康

づ
くり

活
動

が
求

め
られ

て
い

る
。健

康
経

営
が

従
業

員
の

健
康

づ
くり

に
効

果
的

か
否

か
を

明
確

に
実

証
した

研
究

は
不

⼗
分

で
あ

る
。

⾃
分

の
健

康
に

つ
い

て
考

え
る

（
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
）

機
会

の
増

加
不

明
義

務
教

育
に

お
け

る
保

健
教

育
の

推
進

を
数

値
⽬

標
の

基
づ

き
進

め
る

保
健

授
業

の
遂

⾏
度

、
⽣

徒
の

理
解

度
チ

ェ
ッ

ク
の

数
値

な
ど

プ
ロ

セ
ス

̶
国

、
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
幼

少
期

か
らの

健
康

や
⽣

活
に

関
す

る
知

識
や

ス
キ

ル
は

⽣
涯

に
わ

た
って

健
康

や
w

el
l-b

ei
ng

に
影

響
す

る
。こ

の
こと

か
ら国

お
よ

び
地

⽅
⾃

治
体

に
お

い
て

、保
健

部
⾨

と教
育

部
⾨

との
連

携
の

も
と、

健
康

や
メデ

ィア
リテ

ラシ
ー

、多
様

性
に

関
す

る
教

育
の

全
国

的
な

達
成

度
や

地
域

格
差

等
を

評
価

しつ
つ

、戦
略

的
に

進
め

る
こと

を
推

進
しP

D
CA

サ
イク

ル
を

継
続

的
に

回
す

こと
を

⽬
標

とし
て

設
定

す
る

。
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メ
デ

ィ
ア

リ
テ

ラ
シ

ー
教

育
の

推
進

不
明

・義
務

教
育

の
学

習
指

導
要

項
︓

指
導

内
容

に
関

す
る

⾔
及

な
し

・健
や

か
親

⼦
２

１
に

⽬
標

値
な

し
・成

育
基

本
法

の
基

本
⽅

針
へ

の
提

案
検

討
中 「イ

ン
ター

ネ
ット

・ゲ
ー

ム
等

利
⽤

時
間

が
2時

間
以

上
の

割
合

」
「S

N
S被

害
・性

被
害

時
に

、S
O

Sの
出

し⽅
を

知
って

い
る

割
合

」
・令

和
3年

版
　⼦

供
・若

者
⽩

書
で

は
、情

報
モ

ラル
教

育
の

推
進

（
⽂

部
科

学
省

）
、I

CT
リテ

ラシ
ー

の
向

上
（

総
務

省
）

、⾃
ら考

え
⾃

らを
守

る
⼒

の
育

成
等

（
法

務
省

、⽂
部

科
学

省
、消

費
者

庁
）

等
⽅

針
の

み
策

定

未
定

未
定

プ
ロ

セ
ス

̶
国

、
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
同

上

多
様

性
教

育
の

推
進

不
明

未
定

プ
ロ

セ
ス

̶
国

、
都

道
府

県
国

新
規

提
案

✕
同

上

職
場

・
地

域
に

お
け

る
多

様
性

教
育

の
推

進
不

明
未

定
（

職
場

・
地

域
に

お
け

る
多

様
性

教
育

の
計

画
、

実
施

と
評

価
）

未
定

プ
ロ

セ
ス

̶
国

、
都

道
府

県
、

市
区

町
村

、
企

業
な

ど
教

育
実

施
事

業
者

国
新

規
提

案
✕

社
会

的
排

除
は

健
康

に
様

々
な

悪
影

響
を

及
ぼ

し、
社

会
問

題
とな

って
い

る
。職

場
・地

域
な

どに
お

け
る

多
様

性
・公

平
性

と包
摂

(D
E&

I)
の

重
要

性
が

⾼
ま

って
い

る
。

相
対
的
貧
困
率
の
低
下

国
︓

15
.7

％
（

20
18

年
国

⺠
⽣

活
基

礎
調

査
）

 （
20

16
年

O
EC

D
平

均
︓

11
.4

％
）

国
︓

14
％

国
⺠

⽣
活

基
礎

調
査

ht
tp

s:
//

w
w

w
.e

-

st
at

.g
o.

jp
/s

ta
t-

se
ar

ch
/f

ile
s?

pa
ge

=
1&

la
yo

ut
=

da
ta

lis
t&

to
uk

ei
=

00
45

00
61

&t
st

at
=

00
00

01
14

11
26

&c
yc

le
=

7&
tc

la
ss

1=
00

00
01

14
11

44
&t

cl
as

s2
va

l=
0

プ
ロ

セ
ス

̶
国

国
新

規
提

案
○

貧
困

に
陥

る
と健

康
を

害
しや

す
い

こと
が

知
られ

て
お

り、
W

H
O

の
CS

D
H

は
所

得
と富

の
分

配
状

況
の

モ
ニ

タリ
ン

グ
を

推
奨

して
い

る
。個

⼈
の

経
済

的
困

窮
を

⽰
す

指
標

とし
て

の
相

対
的

貧
困

率
の

低
下

を
⽬

標
に

設
定

す
る

。

相
対
的
貧
困
率
の
地
域
間
格
差
の
是
正

検
討

中
検

討
中

国
⺠

⽣
活

基
礎

調
査

ht
tp

s:
//

w
w

w
.e

-

st
at

.g
o.

jp
/s

ta
t-

se
ar

ch
/f

ile
s?

pa
ge

=
1&

la
yo

ut
=

da
ta

lis
t&

to
uk

ei
=

00
45

00
61

&t
st

at
=

00
00

01
14

11
26

&c
yc

le
=

7&
tc

la
ss

1=
00

00
01

14
11

44
&t

cl
as

s2
va

l=
0

プ
ロ

セ
ス

̶
国

国
新

規
提

案
○

同
上

ま
た

公
正

性
の

観
点

か
ら、

国
全

体
とし

て
の

相
対

的
貧

困
率

の
低

下
の

み
な

らず
、そ

の
地

域
間

格
差

の
是

正
も

め
ざ

す
。

⼦
ど

も
の

相
対

的
貧

困
率

の
低

下
●

⼦
ども

が
い

る
世

帯
の

相
対

的
貧

困
率

︓
14

.0
%

（
20

18
年

国
⺠

⽣
活

基
礎

調
査

）
（

20
16

年
O

EC
D

平
均

︓
13

％
）

●
都

道
府

県
間

格
差

︓
不

明

・
国

︓
12

%
（

ト
レ

ン
ド

予
測

か
ら

設
定

）
・

（
検

討
中

）
都

道
府

県
間

格
差

国
⺠

⽣
活

基
礎

調
査

ht
tp

s:
//

w
w

w
.e

-

st
at

.g
o.

jp
/s

ta
t-

se
ar

ch
/f

ile
s?

pa
ge

=
1&

la
yo

ut
=

da
ta

lis
t&

to
uk

ei
=

00
45

00
61

&t
st

at
=

00
00

01
14

11
26

&c
yc

le
=

7&
tc

la
ss

1=
00

00
01

14
11

44
&t

cl
as

s2
va

l=
0

プ
ロ

セ
ス

̶
国

・
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
⼦

ども
の

頃
の

経
済

的
困

窮
や

逆
境

体
験

は
⼀

⽣
涯

を
通

じて
健

康
に

悪
い

影
響

を
及

ぼ
す

。さ
ら

に
次

世
代

へ
も

連
鎖

しや
す

い
。

ひ
と

り
親

世
帯

の
相

対
的

貧
困

率
の

低
下

●
ひ

とり
親

世
帯

の
相

対
的

貧
困

率
︓

48
.3

％
（

20
18

年
国

⺠
⽣

活
基

礎
調

査
）

●
（

検
討

中
）

都
道

府
県

間
格

差
（

最
も

値
の

⾼
い

地
域

）
︓

不
明

・
国

︓
40

%
（

ト
レ

ン
ド

予
測

か
ら

設
定

）
・

（
検

討
中

）
都

道
府

県
間

格
差

国
⺠

⽣
活

基
礎

調
査

ht
tp

s:
//

w
w

w
.e

-

st
at

.g
o.

jp
/s

ta
t-

se
ar

ch
/f

ile
s?

pa
ge

=
1&

la
yo

ut
=

da
ta

lis
t&

to
uk

ei
=

00
45

00
61

&t
st

at
=

00
00

01
14

11
26

&c
yc

le
=

7&
tc

la
ss

1=
00

00
01

14
11

44
&t

cl
as

s2
va

l=
0

プ
ロ

セ
ス

̶
国

・
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
貧

困
な

ひ
とり

親
世

帯
で

は
虐

待
の

リス
クが

⾼
く、

危
機

に
脆

弱
で

、⼦
ども

が
健

康
を

害
しや

す
い

。

安
定

し
た

住
居

が
な

い
⼈

の
割

合
の

減
少

令
和

2年
4〜

10
⽉

 約
11

万
件

（
住

居
確

保
給

付
⾦

の
⽀

給
件

数
）

国
︓

9万
⼈

以
下

都
道

府
県

︓
最

も
多

い
都

道
府

県
の

値
︓

XX
％

未
満

厚
⽣

労
働

省
 

住
居

確
保

給
付

⾦
申

請
件

数
の

割
合

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/c

on
te

nt
/1

20
02

0
00

/0
00

70
57

96
.p

df

プ
ロ

セ
ス

̶
国

・
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
路

上
⽣

活
者

は
⼼

⾝
の

健
康

状
態

が
悪

い
傾

向
が

あ
る

。
不

安
定

な
居

住
状

況
に

あ
る

⼈
の

割
合

を
減

ら
す

こ
と

で
、

健
康

の
底

上
げ

を
図

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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社
会
的
に
脆
弱
に
な
り
や
す
い
が
実
態
が
⼗
分
に

調
査
さ
れ
て
い
な
い
⼈
び
と
の
健
康
と
⽣
活
に
関

す
る
調
査
数
の
増
加
（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
外

国
籍
の
⼈
・
が
ん
と
と
も
に
⽣
き
る
⼈
等
）

令
和

元
年

に
厚

労
省

が
単

年
度

調
査

を
実

施
した

。そ
の

他
不

明
各

集
団

の
健

康
状

態
や

医
療

ア
ク

セ
ス

、
社

会
と

の
つ

な
が

り
、

Q
O

L等
を

2年
に

1
度

以
上

調
査

す
る

調
査

件
数

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/s

tf/
se

is
ak

un
its

ui
te

/b
un

ya
/k

oy
ou

_r
ou

do
u/

ko
yo

uk
in

to
u/

00
00

0
88

19
4_

00
00

1.
ht

m
l

プ
ロ

セ
ス

̶
国

国
新

規
提

案
○

社
会

的
に

脆
弱

に
な

り
や

す
い

集
団

で
は

⼼
⾝

の
健

康
を

害
し

や
す

い
が

、
公

的
調

査
が

⼗
分

と
は

い
い

が
た

い
。

⽣
活

保
護

受
給

者
の

健
診

受
診

率
 H

28
 7

.7
%

（
健

診
）

⼀
般

集
団

の
受

診
率

の
80

％
被

保
護

者
健

康
管

理
⽀

援
事

業
資

料
（

地
域

保
健

・
健

康
増

進
事

業
報

告
）

、
特

定
健

康
診

査
・

特
定

保
健

指
導

の
実

施
状

況
に

関
す

る
デ

ー
タ

、
度

地
域

保
健

・
健

康
増

進
事

業
報

告
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/c
o

nt
en

t/
12

20
10

00
/0

00
48

48
14

.
pd

f
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/b
u

ny
a/

sh
ak

ai
ho

sh
o/

iry
ou

se
id

o0
1/

in
fo

02
a-

2.
ht

m
l

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

̶
国

市
区

町
村

新
規

提
案

○
⽣

活
保

護
受

給
世

帯
で

は
医

療
ニ

ー
ズ

が
⾼

い
傾

向
が

あ
る

。
健

診
受

診
率

も
少

な
い

。

⽣
活

保
護

受
給

者
の

健
診

受
診

率
の

地
域

間
格

差
の

縮
⼩

不
明

す
べ

て
の

⾃
治

体
の

受
診

率
を

下
記

の
数

値
以

上
に

健
診

︓
30

%
胃

が
ん

検
診

︓
40

％
⼤

腸
が

ん
検

診
︓

40
%

⼦
宮

が
ん

検
診

︓
40

%
乳

が
ん

検
診

︓
40

%

⽣
活

保
護

受
給

者
の

健
康

管
理

⽀
援

事
業

資
料

（
地

域
保

健
・

健
康

増
進

事
業

報
告

）
、

特
定

健
康

診
査

・
特

定
保

健
指

導
の

実
施

状
況

に
関

す
る

デ
ー

タ
、

度
地

域
保

健
・

健
康

増
進

事
業

報
告

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/c

o
nt

en
t/

12
20

10
00

/0
00

48
48

14
.

pd
f

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/b

u
ny

a/
sh

ak
ai

ho
sh

o/
iry

ou
se

id
o0

1/
in

fo
02

a-
2.

ht
m
l

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

̶
都

道
府

県
・

市
区

町
村

市
区

町
村

新
規

提
案

○
福

祉
事

務
所

に
よ

る
被

保
護

者
健

康
管

理
⽀

援
事

業
が

公
平

に
進

む
よ

う
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

健
康

や
障

害
に

関
す

る
理

由
の

た
め

、
就

業
が

制
限

さ
れ

て
い

る
⼈

の
割

合
の

減
少

 R2
 5

5万
⼈

50
万

⼈
労

働
⼒

調
査

 
特

定
調

査
票

「
C2

仕
事

を
し

た
い

と
思

っ
て

い
な

が
ら

現
在

仕
事

を
探

し
て

い
な

い
の

は
ど

う
し

て
で

す
か

︓
健

康
上

の
理

由
の

た
め

」
ht

tp
s:

//
w

w
w

.s
ta

t.g
o.

j
p/

da
ta

/r
ou

do
u/

8.
ht

m
l

プ
ロ

セ
ス

̶
国

・
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
⾮

就
業

・
失

業
で

総
死

亡
の

リ
ス

ク
上

昇
や

、
社

会
的

役
割

・
関

係
喪

失
を

も
た

ら
す

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
健

康
や

障
害

が
理

由
と

な
っ

て
就

業
で

き
な

い
⼈

が
減

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

患
者

の
社

会
⽣

活
⾯

の
課

題
に

も
⽬

を
向

け
た

診
療

を
⾏

っ
て

い
る

か
か

り
つ

け
医

（
医

療
機

関
）

の
増

加

不
明

（
現

状
）

各
地

で
モ

デ
ル

事
業

実
施

、制
度

化
に

あ
た

って
の

課
題

を
検

討
して

い
る

段
階

未
定

事
業

情
報

プ
ロ

セ
ス

̶
国

、
事

業
実

施
⾃

治
体

国
新

規
提

案
○

社
会

的
処

⽅
に

よ
り

Q
O

Lや
精

神
的

健
康

が
向

上
す

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
る

た
め

、
社

会
的

処
⽅

を
⾏

う
か

か
り

つ
け

医
及

び
医

療
機

関
の

増
加

が
望

ま
し

い
。

病
気

と
と

も
に

⽣
活

し
な

が
ら

の
就

労
を

⽀
え

る
サ

ー
ビ

ス
や

専
⾨

⼈
材

の
増

加
7,

53
1⼈

（
令

和
3年

3⽉
31

⽇
現

在
）

検
討

中
独

⽴
⾏

政
法

⼈
労

働
者

健
康

安
全

機
構

サ
イ

ト
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.

re
se

ar
ch

.jo
ha

s.
go

.jp
/r

yo
rit

su
co

o/
jy

uk
os

ha
.h

tm
l）

プ
ロ

セ
ス

̶
国

、
都

道
府

県
国

新
規

提
案

✕
労

働
者

の
1/

3が
病

気
を

抱
え

て
就

労
し

て
お

り
、

健
康

上
の

理
由

で
の

離
職

者
も

い
る

。
病

気
を

抱
え

た
労

働
者

が
治

療
と

仕
事

を
両

⽴
で

き
る

よ
う

な
環

境
整

備
が

求
め

ら
れ

る
。

※
両

⽴
⽀

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
︓

治
療

と
仕

事
の

両
⽴

に
向

け
、

⽀
援

対
象

者
、

主
治

医
、

会
社

・
産

業
医

な
ど

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
円

滑
に

⾏
わ

れ
る

よ
う

⽀
援

す
る

者
。

働
き

⽅
改

⾰
実

⾏
計

画
（

平
成

29
年

3⽉
）

に
て

明
⽰

。
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病
気

と
と

も
に

⽣
活

し
な

が
ら

の
就

労
を

⽀
え

る
サ

ー
ビ

ス
や

専
⾨

⼈
材

の
地

域
格

差
の

縮
⼩

最
⼩

⼈
数

︓
⾼

知
46

⼈
、最

⼤
⼈

数
︓

東
京

10
72

⼈
（

※
受

講
者

の
勤

務
先

所
在

地
で

集
計

）

最
⼩

値
引

き
上

げ
各

都
道

府
県

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
数

を
、

都
道

府
県

⼈
⼝

で
除

し
た

割
合

を
算

出
し

て
⽬

標
と

す
る

独
⽴

⾏
政

法
⼈

労
働

者
健

康
安

全
機

構
サ

イ
ト

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.
re

se
ar

ch
.jo

ha
s.

go
.jp

/r
yo

rit
su

co
o/

jy
uk

os
ha

.h
tm

l）

プ
ロ

セ
ス

̶
国

、
都

道
府

県
国

新
規

提
案

✕
同

上

【
が

ん
】

が
ん

と
と

も
に

⽣
活

し
て

い
る

⼈
の

う
ち

、
就

労
し

て
い

る
⼈

の
割

合
の

増
加

不
明

検
討

中
国

⺠
⽣

活
基

礎
調

査
【

健
康

票
】

質
問

４
あ

な
た

は
現

在
疾

病
で

病
院

や
診

療
所

等
に

通
っ

て
い

ま
す

か
 

補
問

4-
1 

38
悪

性
新

⽣
物

）
と

【
世

帯
票

】
質

問
13

 5
⽉

中
の

仕
事

の
状

況
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/t
ou

ke
i/c

ho
us

ah
y

o/
in

de
x.

ht
m

l#
00

45
00

61

プ
ロ

セ
ス

̶
国

国
新

規
提

案
○

が
ん

罹
患

者
の

う
ち

就
労

を
希

望
す

る
⼈

が
就

労
・

勤
続

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
、

安
定

し
た

社
会

経
済

状
況

を
も

た
ら

し
Q

O
Lを

向
上

さ
せ

る
。

【
が

ん
】

が
ん

と
と

も
に

⽣
活

し
て

い
る

⼈
の

う
ち

、
Q

O
Lが

⾼
い

⼈
の

割
合

の
増

加
・現

在
⾃

分
らし

い
⽇

常
⽣

活
を

送
れ

て
い

る
と

感
じる

⼈
︓

70
.5

％
（

20
18

年
）

・が
ん

や
が

ん
治

療
に

伴
う⾝

体
の

苦
痛

や
気

持
ち

の
つ

らさ
に

よ
り、

⽇
常

⽣
活

を
送

る
上

で
困

っ
て

い
る

こと
が

な
い

⼈
︓

 6
9.

2%
　（

20
18

年
）

現
在

⾃
分

ら
し

い
⽇

常
⽣

活
を

送
れ

て
い

る
と

感
じ

る
⼈

︓
80

％
が

ん
や

が
ん

治
療

に
伴

う
⾝

体
の

苦
痛

や
気

持
ち

の
つ

ら
さ

に
よ

り
、

⽇
常

⽣
活

を
送

る
上

で
困

っ
て

い
る

こ
と

が
な

い
⼈

︓
80

％

国
⽴

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

 
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
患

者
体

験
調

査

ア
ウ

ト
カ

ム
̶

国
国

新
規

提
案

○
が

ん
の

症
状

や
治

療
の

副
作

⽤
に

よ
る

⼼
⾝

の
苦

痛
を

最
⼩

限
に

し
、

⾃
分

ら
し

く
⽇

常
⽣

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

⼈
が

増
え

る
こ

と
は

望
ま

し
い

。

【
こ

こ
ろ

】
孤

独
感

を
抱

え
る

⼈
の

割
合

の
減

少
孤

独
孤

⽴
担

当
室

で
調

査
を

検
討

中
検

討
中

孤
独

孤
⽴

担
当

室
で

調
査

を
検

討
中

ア
ウ

ト
カ

ム
̶

国
国

新
規

提
案

○
孤

独
感

は
う

つ
病

罹
患

な
ど

精
神

的
健

康
の

悪
化

や
全

死
因

死
亡

率
の

悪
化

と
関

連
が

あ
る

。
20

21
年

内
閣

官
房

に
「

孤
独

・
孤

⽴
対

策
担

当
室

」
が

設
置

さ
れ

、
社

会
的

に
も

注
⽬

さ
れ

る
孤

独
感

を
抱

え
る

⼈
の

割
合

減
少

を
⽬

指
す

。
【

こ
こ

ろ
】

家
族

介
護

者
（

要
介

護
・

障
が

い
者

介
護

）
の

不
安

と
抑

う
つ

の
減

少
不

明
国

︓
検

討
中

都
道

府
県

︓
最

も
少

な
い

都
道

府
県

の
値

を
XX

に
す

る

国
⺠

⽣
活

基
礎

調
査

【
健

康
票

】
質

問
９

あ
な

た
は

現
在

、
⽇

常
⽣

活
で

悩
み

や
ス

ト
レ

ス
が

あ
り

ま
す

か
質

問
10

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

原
因

で
す

か
→

11
家

族
の

病
気

や
介

護
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/t
ou

ke
i/c

ho
us

ah
y

o/
in

de
x.

ht
m

l#
00

45
00

61

プ
ロ

セ
ス

̶
国

・
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
家

族
介

護
者

は
う

つ
病

な
ど

の
精

神
的

健
康

を
害

す
る

リ
ス

ク
が

⾼
く

、
⽇

本
で

は
介

護
保

険
利

⽤
者

家
族

の
３

⼈
に

１
⼈

が
臨

床
的

う
つ

病
で

あ
る

と
も

⾔
わ

れ
る

。
要

介
護

者
や

障
害

者
本

⼈
の

み
な

ら
ず

そ
の

介
護

者
の

精
神

的
健

康
を

維
持

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

【
こ

こ
ろ

】
精

神
疾

患
や

障
が

い
を

有
す

る
者

の
就

業
率

と
、

健
常

者
の

就
業

率
の

格
差

の
縮

⼩
不

明
検

討
中

障
害

者
雇

⽤
実

態
調

査
か

ら
推

計
 o

r
障

害
者

雇
⽤

状
況

報
告

か
ら

実
雇

⽤
率

（
雇

⽤
し

て
い

る
障

害
者

数
/全

雇
⽤

者
数

）
に

変
更

プ
ロ

セ
ス

̶
国

・
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
就

業
は

社
会

参
加

の
重

要
な

⼀
形

態
で

あ
り、

疾
病

や
障

害
の

有
無

に
か

か
わ

らず
、そ

の
機

会
が

保
証

され
て

い
る

こと
は

、3
次

予
防

や
共

⽣
社

会
づ

くり
の

観
点

か
らも

⽬
指

す
べ

き
で

あ
る

。

【
が

ん
】

HP
Vワ

ク
チ

ン
接

種
率

の
市

区
町

村
・

都
道

府
県

格
差

の
縮

⼩
平

成
22

~
26

年
度

累
積

接
種

率
　最

⼤
値

︓
秋

⽥
県

60
％

台
後

半
、最

⼩
値

︓
岡

⼭
県

約
30

％

最
⼩

値
の

底
上

げ
⼦

宮
頸

が
ん

征
圧

を
め

ざ
す

専
⾨

家
会

議

プ
ロ

セ
ス

̶
市

区
町

村
、

都
道

府
県

そ
の

他
新

規
提

案
○

H
PV

ワ
クチ

ン
は

積
極

受
診

勧
奨

が
中

⽌
され

て
い

た
影

響
で

、全
国

的
に

接
種

率
が

著
しく

低
い

実
態

が
あ

る
。積

極
受

診
勧

奨
の

再
開

を
受

け
、今

後
の

接
種

率
の

回
復

が
期

待
され

る
が

、そ
の

際
に

地
域

格
差

が
拡

⼤
せ

ず
に

、公
平

に
回

復
して

くこ
とが

望
ま

しい
。ワ

クチ
ン

接
種

状
況

を
モ

ニ
タリ

ン
グ

し、
対

応
に

苦
慮

して
い

る
⾃

治
体

等
へ

の
⽀

援
を

⾏
うな

どの
施

策
が

求
め

られ
る

。
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【
が

ん
】

が
ん

と
診

断
さ

れ
、

疾
患

や
療

養
⽣

活
に

つ
い

て
相

談
で

き
な

か
っ

た
割

合
の

改
善

。
都

道
府

県
格

差
の

縮
⼩

都
道

府
県

格
差

、最
⼩

値
︓

⼤
阪

65
.8

％
、

最
⼤

値
︓

栃
⽊

92
.2

%
、全

国
値

︓
76

.5
％

最
⼩

値
の

底
上

げ
国

⽴
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
が

ん
対

策
情

報
セ

ン
タ

ー
「

患
者

体
験

調
査

」
厚

⽣
労

働
省

委
託

事
業

H3
0、

患
者

体
験

調
査

問
 1

2.
 「

が
ん

と
診

断
さ

れ
て

か
ら

治
療

を
始

め
る

前
の

間
に

、
病

気
の

こ
と

や
療

養
⽣

活
に

関
し

て
誰

か
に

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

か
 」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

cc
.g

o.
j

p/
jp

/c
is

/d
iv

is
io

ns
/h

ea
lth

_s
/H

30
_c

ha
pt

er
5-

1.
pd

f

プ
ロ

セ
ス

̶
国

、
都

道
府

県
そ

の
他

新
規

提
案

○
が

ん
とと

も
に

⽣
き

る
⼈

々
の

社
会

参
加

を
促

す
動

き
が

進
ん

で
お

り、
格

差
を

広
げ

ず
普

及
して

い
く

こと
が

望
ま

しい
。

【
が

ん
】

が
ん

相
談

⽀
援

セ
ン

タ
ー

の
認

知
度

の
都

道
府

県
格

差
の

縮
⼩

都
道

府
県

格
差

、最
⼩

値
︓

福
島

53
.5

％
、

最
⼤

値
︓

⿃
取

82
.2

%
、全

国
値

︓
66

.9
％

最
⼩

値
の

底
上

げ
国

⽴
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
が

ん
対

策
情

報
セ

ン
タ

ー
「

患
者

体
験

調
査

」
（

厚
⽣

労
働

省
委

託
事

業
）

H3
0、

患
者

体
験

調
査

問
 3

1.
 が

ん
相

談
⽀

援
セ

ン
タ

ー
を

知
っ

て
い

ま
す

か
ht

tp
s:

//
w

w
w

.n
cc

.g
o.

jp
/j

p/
ci

s
/d

iv
is

io
ns

/h
ea

lth
_s

/p
ro

je
ct

/s
ur

ve
y/

in
de

x.
ht

m
l

プ
ロ

セ
ス

̶
国

そ
の

他
新

規
提

案
○

同
上

【
が

ん
】

が
ん

相
談

⽀
援

セ
ン

タ
ー

の
専

従
及

び
専

任
ス

タ
ッ

フ
が

確
保

で
き

て
い

る
当

該
セ

ン
タ

ー
の

割
合

の
増

加

H
21

年
度

、専
従

O
R専

任
54

.7
％

、兼
任

45
.3

％
H

27
年

度
、専

従
O

R専
任

49
.8

％
、兼

任
50

.1
％

（
悪

化
）

現
状

維
持

・
改

善
国

⽴
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
が

ん
対

策
情

報
セ

ン
タ

ー
「

患
者

体
験

調
査

」
（

厚
⽣

労
働

省
委

託
事

業
）

プ
ロ

セ
ス

̶
国

そ
の

他
新

規
提

案
○

同
上

【
糖

尿
病

・
こ

こ
ろ

】
医

療
従

事
者

か
ら

⼼
理

的
な

ケ
ア

を
受

け
て

い
る

と
回

答
し

た
糖

尿
病

患
者

の
割

合
の

増
加

「医
療

従
事

者
か

ら⼼
理

的
な

ケ
ア

を
受

け
て

い
る

」と
回

答
した

糖
尿

病
患

者
の

割
合

15
.9

％
、調

査
対

象
とな

った
17

ヵ国
の

中
で

最
低

値

現
状

維
持

・
改

善
公

的
機

関
の

公
表

値
な

し
ア

ウ
ト

カ
ム

̶
国

そ
の

他
新

規
提

案
○

糖
尿

病
へ

の
ス

テ
ィグ

マ
や

、糖
尿

病
の

療
養

を
しな

が
らの

社
会

⽣
活

の
困

難
さか

ら、
医

療
現

場
に

お
い

て
⼼

理
的

な
ケ

ア
が

提
供

され
る

こと
が

求
め

られ
る

。

【
こ

こ
ろ

】
教

育
⽀

援
セ

ン
タ

ー
（

適
応

指
導

教
室

）
を

設
置

し
て

い
る

⾃
治

体
数

の
増

加
11

42
⾃

治
体

（
63

％
）

10
0％

⽂
部

科
学

省
、

「
教

育
⽀

援
セ

ン
タ

ー
（

適
応

指
導

教
室

）
 に

関
す

る
実

態
調

査
」

プ
ロ

セ
ス

̶
国

、
都

道
府

県
、

市
区

町
村

そ
の

他
新

規
提

案
○

学
校

保
健

に
お

け
る

メン
タル

ヘ
ル

ス
対

策
の

⼀
環

とし
て

、教
育

⽀
援

セ
ン

ター
を

は
じめ

とし
た

⽀
援

体
制

整
備

の
普

及
が

望
ま

しい
。

【
こ

こ
ろ

】
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

配
置

す
る

⼩
学

校
、

中
学

校
の

割
合

の
増

加
（

平
成

24
年

度
）

⼩
学

校
 3

7.
6%

、中
学

校
 8

2.
4%

、そ
の

他
 1

,5
34

箇
所

（
平

成
29

年
度

）
⼩

学
校

 6
6.

0%
、中

学
校

 8
9.

6%
、そ

の
他

 2
,5

46
箇

所

全
公

⽴
⼩

中
学

校
へ

の
配

置
（

27
,5

00
校

）
⽂

部
科

学
省

初
等

中
等

教
育

局
児

童
⽣

徒
課

調
べ

プ
ロ

セ
ス

̶
国

、
都

道
府

県
、

市
区

町
村

そ
の

他
新

規
提

案
○

同
上

【
こ

こ
ろ

】
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
増

員
（

都
道

府
県

、
⾃

治
体

間
格

差
の

解
消

）
（

平
成

24
年

度
）

78
4⼈

（
平

成
29

年
度

）
2,

04
1⼈

全
中

学
校

区
へ

の
配

置
（

10
,0

00
中

学
校

区
）

⽂
部

科
学

省
初

等
中

等
教

育
局

児
童

⽣
徒

課
調

べ

プ
ロ

セ
ス

̶
国

、
都

道
府

県
、

市
区

町
村

そ
の

他
新

規
提

案
○

同
上
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栄
養
・食
生
活

取
組

目
標

ベ
ー

ス
ライ

ン値
目

標
値

評
価

に
使

う情
報

源
（

政
府

統
計

の
種

類
等

）

Tr
en

d 
an

al
yu

si
s

to
ol

の
20

36
年

予
測

値

パ
ー

セ
ント

目
標

や
％

ポ
イン

ト目
標

の
場

合
、基

準
とし

た
数

値
（

増
減

何
％

、h
の

値
）

目
標

値
の

設
定

方
法

階
層

1　
(生

活
習

慣
モ

デ
ル

）
︓

プ
ロセ

ス
→

ア
ウト

プ
ッ

ト→
ア

ウト
カム

階
層

２
（

疾
病

モ
デ

ル
）

︓
生

活
習

慣
→

基
礎

的
病

態
→

疾
病

評
価

レ
ベ

ル
︓

国
・都

道
府

県
・区

市
町

村
・企

業
,N

PO
等

・
その

他

デ
ー

タ提
供

者
第

２
次

との
関

係
︓

新
規

提
案

・改
善

提
案

・同
一

目
標

エ
ビデ

ンス
の

有
無

○
︓

あ
り

×
︓

な
し

補
⾜

事
項

︓
以

下
に

つ
い

て
補

⾜
願

い
ま

す
。

・諸
外

国
の

参
考

に
した

取
り組

み
目

標
・効

果
に

関
す

る
エ

ビデ
ンス

・項
目

の
重

要
性

に
つ

い
て

・懸
念

事
項

・「
その

他
」を

選
ん

だ
場

合
は

その
中

身
・そ

の
他

の
補

⾜
事

項

低
出
生
体
重
児
の
割
合
の
減
少

9.
4%

（
20

19
年

⼈
⼝

動
態

統
計

）

7％
未

満
⼈

⼝
動

態
統

計
8.

9％
（

20
10

年
〜

20
19

年
の

トレ
ンド

）

絶
対

的
な

変
化

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

1 
6.

7%
ef

fe
ct

 s
iz

r 
h=

0.
2 

4.
4%

トレ
ンド

分
析

とパ
ー

セ
ン

ト目
標

h＝
0.

1を
用

い
て

設
定

。

ア
ウト

カム
国

・都
道

府
県

国
同

一
○

低
出

生
体

重
は

、神
経

学
的

・身
体

的
合

併
症

の
他

、成
⼈

後
の

生
活

習
慣

病
の

発
症

と関
連

都
道

府
県

間
格

差
を

追
加

肥
満
傾
向
の
子
ども
の
割
合
の
減
少

⼩
学

5年
生

男
⼦

5.
1％

⼩
学

5年
生

⼥
⼦

3.
6％

（
20

19
年

学
校

保
健

統
計

）

男
⼦

3％
未

満
⼥

⼦
2％

未
満

学
校

保
健

統
計

男
⼦

︓
4.

7％
⼥

⼦
︓

3.
7％

絶
対

的
な

変
化

男
⼦

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

1 
 3

.1
%

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

2 
 1

.6
%

⼥
⼦

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

1 
 2

.0
%

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

2 
 0

.8
%

トレ
ンド

分
析

とパ
ー

セ
ン

ト目
標

h＝
0.

1を
用

い
て

設
定

。

ア
ウト

カム
国

・都
道

府
県

国
同

一
○

⼦
ども

の
肥

満
は

、将
来

の
肥

満
や

生
活

習
慣

病
に

つ
な

が
りや

す
い

都
道

府
県

間
格

差
を

追
加

20
歳
代
〜
60
歳
代
の
男
性
の
肥
満
の
割
合
の
減
少

35
.1

％
（

20
19

年
国

調
）

30
%

未
満

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

、N
DB

50
.9

%
（

20
13

年
〜

20
19

年
の

トレ
ンド

）
悪

化

絶
対

的
な

変
化

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

1 
  3

0.
4%

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

2 
 2

5.
9%

20
13

年
〜

増
加

して
い

る
た

め
、増

加
を

抑
制

し
た

上
で

パ
ー

セ
ント

目
標

h＝
0.

1を
用

い
て

設
定

。

ア
ウト

カム
国

・都
道

府
県

・保
険

者
間

国
改

善
提

案
○

体
重

過
多

や
肥

満
は

、全
体

死
亡

、が
ん

、循
環

器
病

、糖
尿

病
な

ど多
くの

生
活

習
慣

病
と関

連
す

る
国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
で

は
、都

道
府

県
間

格
差

を
モ

ニタ
リン

グ
す

る
ND

Bで
は

、4
0歳

〜
60

歳
代

に
つ

い
て

、保
険

者
間

格
差

を
モ

ニタ
リン

グ
す

る

40
〜
60
歳
代
の
⼥
性
の
肥
満
の
割
合
の
減
少

22
.5

％
（

20
19

年
国

調
）

15
%

未
満

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

、N
DB

22
.7

%
(2

01
0年

〜
20

19
年

の
トレ

ンド
分

析
）

絶
対

的
な

変
化

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

1 
 1

8.
5%

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

2 
 1

4.
8%

20
10

〜
20

19
年

ま
で

20
％

前
後

の
た

め
、

パ
ー

セ
ント

目
標

h＝
0.

2を
用

い
て

設
定

。

ア
ウト

カム
国

・都
道

府
県

・保
険

者
間

国
改

善
提

案
○

同
上

20
歳
代
〜
30
歳
代
の
⼥
性
の
や
せ
の
割
合
の
減
少

20
歳

代
20

.7
％

30
歳

代
16

.4
％

（
共

に
20

19
年

国
調

）

20
歳

代
︓

15
%

未
満 30

歳
代

︓
10

%
未

満

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

20
歳

代
10

.3
％

（
20

10
年

〜
20

19
年

の
トレ

ンド
分

析
）

30
歳

代
20

.9
%

 (
同

上
）

20
歳

代
︓

絶
対

的
な

変
化

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

1 
 1

8.
7%

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

2 
 1

4.
9%

30
歳

代
︓

絶
対

的
な

変
化

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

1 
 1

2.
9%

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

2 
 9

.7
%

20
11

年
〜

20
19

年
ま

で
20

％
前

後
の

た
め

、
パ

ー
セ

ント
目

標
h＝

0.
2を

用
い

て
設

定
。

ア
ウト

カム
国

国
改

善
提

案
○

若
年

⼥
性

の
や

せ
は

、⼦
ども

の
低

出
生

体
重

等
に

関
連

す
る

30
歳

代
も

や
せ

が
多

い
た

め
、指

標
に

含
め

る
この

年
代

の
対

象
数

が
少

な
く、

評
価

レ
ベ

ル
は

都
道

府
県

は
難

しい
た

め
国

レ
ベ

ル
とす

る

⾼
齢
者
の
や
せ
の
割
合
の
減
少
（
年
齢
要
検
討
）

65
歳

以
上

で
BM

I2
0

以
下

　1
6.

8％
13

％
未

満
国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
14

.4
%

（
20

10
〜

20
19

年
の

トレ
ンド

）

絶
対

的
な

変
化

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

1 
 1

3.
2%

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

2 
 1

0.
0%

トレ
ンド

分
析

とパ
ー

セ
ン

ト目
標

h＝
0.

1を
用

い
て

設
定

。

ア
ウト

カム
国

・都
道

府
県

国
改

善
提

案
○

高
齢

者
の

や
せ

は
、フ

レ
イル

、生
活

の
質

や
死

亡
と関

連
す

る
年

代
と低

栄
養

の
基

準
は

要
検

討
健

診
デ

ー
タが

使
用

で
き れ

ば
活

用
す

る

生
活

保
護

受
給

者
の

肥
満

の
割

合
の

減
少

デ
ー

タ無
自

治
体

に
よ

る
生

活
保

護
受

給
者

の
健

康
診

査

ア
ウト

カム
国

区
市

町
村

新
規

提
案

○
受

給
者

は
内

臓
脂

肪
症

候
群

の
割

合
が

高
く、

糖
尿

病
、高

⾎
圧

、脂
質

異
常

症
の

割
合

が
多

い
健

診
受

診
率

が
低

い
た

め
、ま

ず
受

診
率

を
上

げ
る

こと
が

必
要

、ま
た

、⾏
動

変
容

に
つ

な
が

る
栄

養
プ

ログ
ラム

が
必

要

食
塩
摂
取
量
の
減
少

10
.1

g
（

20
19

年
国

調
）

7g
未

満
国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
11

.7
g

（
20

10
〜

20
16

年
の

トレ
ンド

）
悪

化

相
対

的
な

変
化

10
％

減
少

9.
1g

20
％

減
少

8.
1g

30
％

減
少

7.
1g

現
W

HO
基

準
の

5g
未

満
を

考
慮

し、
パ

ー
セ

ン
ト目

標
30

％
減

を
用

い
て

設
定

。

ア
ウト

カム
国

・都
道

府
県

国
同

一
＆

改
善

提
案

○
⾷

塩
摂

取
量

が
多

い
こと

は
高

⾎
圧

、脳
卒

中
、胃

が
ん

と関
連

す
る

⾷
塩

摂
取

量
の

把
握

方
法

の
検

討
が

必
要

（
従

来
の

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

の
⾷

事
調

査
に

加
え

て
、健

診
で

尿
中

ナ
トリ

ウム
測

定
が

で
き

る
とよ

い
）

野
菜
摂
取
量
の
増
加

28
1g

（
20

19
年

国
調

）
35

0g
以

上
国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
27

4g
（

20
10

〜
20

19
年

の
トレ

ンド
）

悪
化

相
対

的
な

変
化

10
％

増
加

30
9g

20
％

増
加

33
7g

30
％

増
加

36
5g

W
HO

基
準

の
野

菜
と

果
物

40
0g

以
上

、こ
れ

ま
で

の
目

標
を

考
慮

し、
パ

ー
セ

ント
目

標
の

20
〜

30
％

増
を

用
い

て
設

定
。

ア
ウト

カム
国

・都
道

府
県

国
同

一
○

野
菜

の
摂

取
量

が
少

な
い

こと
は

、が
ん

、脳
卒

中
、⼼

筋
梗

塞
と関

連
す

る

果
物
摂
取
量
の
増
加

61
.6

%
（

20
19

年
国

調
）

57
％

未
満

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

73
.7

％
（

20
13

〜
20

19
年

の
トレ

ンド
）

悪
化

絶
対

的
な

変
化

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

1 
  5

6.
7%

ef
fe

ct
 s

iz
e 

h=
0.

2 
 5

1.
7%

⾷
育

推
進

基
本

計
画

の
令

和
7年

度
（

20
25

）
の

目
標

30
％

以
下

とな
って

い
る

が
困

難
。悪

化
を

抑
制

した
うえ

で
、パ

ー
セ

ント
目

標
の

h＝
0.

1を
用

い
て

設
定

。

ア
ウト

カム
国

・都
道

府
県

国
同

一
○

果
物

の
摂

取
量

が
少

な
い

こと
は

、が
ん

、脳
卒

中
、⼼

筋
梗

塞
と関

連
す

る
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飽
和

脂
肪

酸
の

摂
取

量
の

減
少

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

⽐
率

の
デ

ー
タが

無
い

た
め

、摂
取

量
の

平
均

値
（

20
歳

以
上

）
）

17
.9

g
（

20
19

年
国

調
）

15
g未

満
国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
25

.3
g

(2
01

1〜
20

19
年

の
トレ

ンド
分

析
）

悪
化

相
対

的
な

変
化

10
％

減
少

16
.1

g
20

％
減

少
14

.3
g

⾷
事

摂
取

基
準

の
目

標
量

は
7％

E⽐
率

未
満

。
それ

に
対

応
す

る
摂

取
量

は
約

15
g未

満
。

ア
ウト

カム
国

・都
道

府
県

国
新

規
提

案

菓
⼦

類
・そ

の
他

の
嗜

好
飲

料
の

減
少

（
⼝

腔
⻭

科
分

野
の

再
掲

）
菓

⼦
類

︓
25

.7
 g

その
他

の
嗜

好
飲

料
︓

13
5.

8 
g

（
20

19
年

国
調

）

菓
⼦

類
︓

22
g未

満
その

他
の

嗜
好

飲
料

︓
11

0g
未

満

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

菓
⼦

類
︓

23
.9

 g
その

他
の

嗜
好

飲
料

︓
17

5.
9 

g（
悪

化
）

その
他

の
嗜

好
飲

料
︓

13
7.

2ｇ
の

20
％

減

菓
⼦

類
︓

予
測

値
に

基
づ

く目
標

か
ら1

0％
減

　　
　そ

の
他

の
嗜

好
飲

料
︓

20
13

年
、

14
年

、1
5年

、1
6年

、1
7年

、1
8年

、1
9

年
の

値
（

10
7.

9 
g、

10
1.

2 
g、

26
2.

3
g、

13
4.

7 
g、

13
3.

4 
g、

14
4.

9 
g、

13
5.

8 
g）

は
13

年
と1

4年
は

同
程

度
で

あ
る

一
方

、翌
年

に
2倍

以
上

に
増

加
し、

その
翌

年
に

半
減

、以
降

は
明

確
な

経
時

的
な

変
化

に
乏

しい
。こ

の
近

年
（

16
年

〜
19

年
）

の
平

均
値

で
あ

る
13

7.
2 

gか
ら2

0%
の

改
善

を
目

標
値

とし
た

ア
ウト

プ
ット

国
国

新
規

提
案

○
添

加
糖

の
摂

取
は

糖
尿

病
、う

蝕
と関

連
す

る
。現

在
の

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

で
は

添
加

糖
が

算
出

で
き

な
い

た
め

、代
替

指
標

（
⽢

味
飲

料
、菓

⼦
の

摂
取

）
を

用
い

る
か

要
検

討
。

He
al

th
y 

Pe
op

le
 2

03
0:

 R
ed

uc
e 

co
ns

um
pt

io
n 

of
 a

dd
ed

su
ga

rs
 b

y 
pe

op
le

 a
ge

d 
2 

ye
ar

s 
an

d 
ov

er

主
食
・主
菜
・副
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
食
事
を
す
る
⾏

動
の
増
加

36
.4

%
（

20
20

年
）

55
％

以
上

⾷
育

に
関

す
る

意
識

調
査

（
農

⽔
省

）

令
和

２
年

度
（

20
20

）
か

ら調
査

方
法

が
面

接
法

か
ら郵

送
法

に
変

更
され

て
い

る
た

め
、ト

レ
ンド

分
析

は
で

き
な

い
。

相
対

的
な

変
化

50
％

増
　5

5％
⾷

育
推

進
基

本
計

画
の

令
和

7年
度

（
20

25
）

の
目

標
50

％
以

上
で

あ
る

た
め

、
それ

よ
り1

0％
増

とし
て

55
％

以
上

とし
た

。

ア
ウト

プ
ット

国
国

同
一

○
主

⾷
・主

菜
・副

菜
を

組
み

合
わ

せ
た

⾷
事

は
、健

康
の

保
持

増
進

に
必

要
な

栄
養

素
摂

取
量

と関
連

す
る

生
鮮

⾷
品

を
利

用
す

る
⾏

動
の

増
加

現
状

値
無

現
状

で
情

報
源

な
し

ア
ウト

プ
ット

国
・都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
加

⼯
度

の
高

い
⾷

品
の

利
用

は
、⾷

塩
や

脂
肪

の
過

剰
な

どに
関

連
す

る
。加

⼯
⾁

の
多

量
摂

取
は

⼤
腸

が
ん

、循
環

器
病

、糖
尿

病
の

リス
クが

増
加

。将
来

の
⾷

生
活

の
あ

る
べ

く方
向

性
を

提
示

す
る

た
め

に
必

要
国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
で

定
期

的
に

把
握

す
る

過
去

1年
間

に
経

済
的

な
理

由
で

家
族

が
必

要
とす

る
⾷

料
が

買
え

な
い

経
験

ひ
とり

親
世

帯
34

.9
％

⼦
ども

が
あ

る
全

世
帯

16
.9

％
（

20
17

年
生

活
と⽀

え
合

い
に

関
す

る
調

査
）

生
活

と⽀
え

合
い

に
関

す
る

調
査

ア
ウト

プ
ット

国
国

新
規

提
案

○
He

al
th

y 
Pe

op
le

 2
03

0:
 R

ed
uc

e 
ho

us
eh

ol
d 

fo
od

 in
se

cu
rit

y
an

d 
hu

ng
er

, E
lim

in
at

e 
ve

ry
 lo

w
 fo

od
 s

ec
ur

ity
 in

 c
hi

ld
re

n
⼦

ども
の

貧
困

対
策

に
関

す
る

⼤
綱

（
20

19
年

改
正

）
で

指
標

が
設

定
され

た
。

従
業

員
の

⾷
生

活
改

善
対

策
を

実
施

す
る

職
場

の
増

加
（

健
康

経
営

企
業

数
）

現
状

値
無

全
国

健
康

経
営

推
進

協
議

会
等

で
把

握
︖

ア
ウト

プ
ット

国
企

業
・N

PO
等

新
規

提
案

○
He

al
th

y 
Pe

op
le

 2
03

0:
 In

cr
ea

se
 th

e 
pr

op
or

tio
n 

of
w

or
ks

ite
s 

th
at

 o
ffe

r 
as

 e
m

pl
oy

ee
 n

ut
rit

io
n 

pr
og

ra
m

運
動

、⼝
腔

等
他

の
分

野
の

指
標

と整
合

性
を

とる

⾷
品

中
の

⾷
塩

や
脂

肪
の

低
減

に
取

り組
む

⾷
品

企
業

の
増

加
現

状
値

無
ス

マ
ー

トラ
イフ

プ
ロジ

ェ
クト

に
登

録
して

い
る

企
業

数
（

登
録

企
業

以
外

も
含

め
る

よ
う検

討
）

ア
ウト

プ
ット

国
国

同
一

○
⾷

品
中

の
⾷

塩
や

脂
肪

の
低

減
は

、住
⺠

の
⾷

塩
や

脂
肪

摂
取

量
の

低
下

に
つ

な
が

り、
⾎

圧
の

低
下

が
み

られ
た

（
フィ

ンラ
ンド

、イ
ギ

リス
）

ス
マ

ー
トラ

イフ
プ

ロジ
ェク

ト登
録

企
業

以
外

が
把

握
で

き
て

い
な

い
こと

が
課

題
。

指
標

は
要

件
等

。

健
康

的
な

⾷
事

・⾷
環

境
の

提
供

に
取

り組
む

飲
⾷

店
、ス

ー
パ

ー
、コ

ンビ
ニ、

配
⾷

サ
ー

ビス
会

社
の

増
加

現
状

値
無

自
治

体
や

学
会

等
の

制
度

へ
の

登
録

数
ア

ウト
プ

ット
国

都
道

府
県

改
善

提
案

○
⾷

環
境

整
備

とし
て

飲
⾷

店
の

登
録

制
度

を
設

け
て

い
る

都
道

府
県

が
多

い
。

今
後

は
、飲

⾷
店

だ
け

で
な

く、
ス

ー
パ

ー
、コ

ンビ
ニの

総
菜

、配
⾷

サ
ー

ビス
に

展
開

す
る

よ
うに

方
向

づ
け

る
た

め
、指

標
は

飲
⾷

店
、ス

ー
パ

ー
・コ

ンビ
ニ、

配
⾷

サ
ー

ビス
を

区
別

して
把

握
す

る
。自

治
体

か
ら出

され
る

指
標

デ
ー

タの
精

度
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

。学
会

の
取

組
へ

の
登

録
数

も
含

め
る

か
検

討
す

る
。

特
定

給
⾷

施
設

（
保

育
所

、学
校

、事
業

所
等

）
で

喫
⾷

者
の

適
正

体
重

、⾷
塩

低
減

を
して

い
る

施
設

の
増

加

現
状

値
無

都
道

府
県

、保
健

所
設

置
市

か
らの

報
告

プ
ロセ

ス
国

都
道

府
県

改
善

提
案

○
給

⾷
施

設
で

の
栄

養
改

善
は

従
業

員
の

⾷
事

の
質

の
向

上
や

肥
満

改
善

に
つ

な
が

る
。

個
々

の
給

⾷
施

設
の

デ
ー

タを
⼊

⼿
す

る
こと

は
困

難
で

あ
り、

第
2次

で
は

適
切

な
指

標
が

設
定

で
き

な
か

った
。そ

こで
、次

期
は

、保
育

所
、学

校
、事

業
所

に
絞

って
、指

標
を

設
定

す
る

。指
標

は
、施

設
数

を
把

握
す

る
こと

が
で

き
な

い
場

合
は

、体
重

、⾷
塩

に
つ

い
て

PD
CA

を実
施

して
い

る
自

治
体

数
とし

て
は

どう
か

。
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⾷
塩

の
供

給
量

生
活

用
︓

12
7千

トン
⾷

品
加

⼯
業

用
︓

66
3千

トン
（

20
20

年
）

生
活

用
90

千
トン

⾷
品

加
⼯

業
用

46
0千

トン

財
務

省
　塩

需
給

実
績

生
活

用
︓

5.
9千

トン
⾷

品
加

⼯
業

用
︓

46
2

千
トン

相
対

的
な

変
化

生
活

用
10

％
減

少
11

4千
トン

20
％

減
少

10
2千

トン
30

％
減

少
89

千
トン

⾷
品

加
⼯

業
用

10
％

減
少

59
7千

トン
20

％
減

少
53

0千
トン

30
％

減
少

46
4千

トン

⾷
塩

摂
取

量
は

パ
ー

セ
ント

目
標

の
30

％
減

少
を

参
考

に
設

定
。

（
⼈

⼝
減

少
を

考
慮

す
る

と、
1⼈

当
た

り供
給

量
は

30
％

減
少

ま
で

い
か

な
い

）

ア
ウト

プ
ット

国
国

新
規

提
案

✕
⾷

塩
摂

取
量

を
補

完
す

る
デ

ー
タと

して
使

用
す

る
。

生
活

用
は

、家
庭

や
飲

⾷
店

へ
の

販
売

量
。

⾷
品

加
⼯

業
用

は
、⾷

品
加

⼯
産

業
へ

の
販

売
量

。
⼈

⼝
減

少
の

影
響

を
受

け
る

こと
、加

⼯
⾷

品
の

輸
出

量
の

影
響

を
受

け
る

可
能

性
を

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

⾚
太
字
︓
主
目
標
項
目
　⾚

字
︓

副
目

標
　緑

字
︓

開
発

中
の

目
標

　⿊
字

︓
研

究
途

上
の

目
標
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身
体
活
動
・運
動

取
組

目
標

ベ
ー

ス
ライ

ン
値

目
標

値
評

価
に

使
う情

報
源

（
政

府
統

計
の

種
類

等
）

階
層

1　
(生

活
習

慣
目

標
）

：
プ

ロセ
ス

→
ア

ウ
トプ

ット
→

ア
ウ

トカ
ム

階
層

２
（

疾
病

モ
デ

ル
）

 ：
 生

活
習

慣
→

基
礎

的
病

態
→

疾
病

評
価

レ
ベ

ル
：

国
・

都
道

府
県

・区
市

町
村

・企
業

・医
療

保
険

者
・そ

の
他

自
記

式
（

複
数

回
答

可
）

デ
ー

タ提
供

者
第

２
次

との
関

係
：

新
規

提
案

・改
善

提
案

・同
一

目
標

エ
ビデ

ン
ス

の
有

無
○

：
あ

り
✕

：
な

し

補
足

事
項

：
以

下
に

つ
い

て
補

足
願

い
ま

す
。

・諸
外

国
の

参
考

に
した

取
り組

み
目

標
・効

果
に

関
す

る
エ

ビデ
ン

ス
・項

目
の

重
要

性
に

つ
い

て
・懸

念
事

項
・「

そ
の

他
」を

選
ん

だ
場

合
は

そ
の

中
身

・そ
の

他
の

補
足

事
項

日
常
生
活
に
お
け
る
歩
数
の

増
加

①
男
性
・2
0－

64
歳
：
78
64
歩
／
日

②
男
性
・6
5歳

以
上
：
53
96
歩
／
日

③
女
性
・2
0-
64
歳
：
66
85
歩
／
日

④
女
性
・6
5歳

以
上
：
46
56
歩
／
日

①
男
性
・2
0－

64
歳
：
80
00
歩
／
日

②
男
性
・6
5歳

以
上
：
60
00
歩
／
日

③
女
性
・2
0-
64
歳
：
80
00
歩
／
日

④
女
性
・6
5歳

以
上
：
60
00
歩
／
日

国
民

健
康

・栄
養

調
査

ア
ウ

トカ
ム

国
都

道
府

県
世

帯
年

収
別

国
同

一
○

毎
日

60
分

以
上

身
体

活
動

を
実

施
す

る
国

民
の

割
合

（
ガ

イド
ライ

ン
遵

守
率

）
の

増
加

特
定

健
診

・保
健

指
導

（
日

常
生

活
に

お
い

て
歩

行
又

は
同

等
の

身
体

活
動

を
 1

日
1 

時
間

以
上

実
施

し
て

い
ま

す
か

）

ア
ウ

トカ
ム

国
都

道
府

県
別

区
市

町
村

別
医

療
保

険
者

別

そ
の

他
新

規
提

案
○

デ
ー

タ提
供

者
「そ

の
他

」：
N

D
B?

メリ
ット

：
「健

康
づ

くり
の

た
め

の
身

体
活

動
基

準
20

13
」の

充
足

率
に

相
当

す
る

（
国

の
推

奨
値

とリ
ン

クす
る

）
、市

区
町

村
、医

療
保

険
者

レ
ベ

ル
で

把
握

が
可

能
デ

メリ
ット

：
概

念
的

に
は

「歩
数

」と
若

干
重

複
す

る
面

が
あ

る

座
位

行
動

時
間

の
減

少
国

民
健

康
・栄

養
調

査
ア

ウ
トカ

ム
国

都
道

府
県

世
帯

年
収

別

国
新

規
提

案
○

評
価

、モ
ニ

タリ
ン

グ
法

が
ま

だ
定

ま
って

い
な

い

運
動
習
慣
者
の
割
合
の
増
加

①
男
性
・2
0－

64
歳
：
23
.6
%

②
男
性
・6
5歳

以
上
：
41
.9
%

③
女
性
・2
0-
64
歳
：
17
.0
%

④
女
性
・6
5歳

以
上
：
33
.9
%

①
男
性
・2
0－

64
歳
：
30
%

②
男
性
・6
5歳

以
上
：
50
%

③
女
性
・2
0-
64
歳
：
30
%

④
女
性
・6
5歳

以
上
：
50
%

国
民

健
康

・栄
養

調
査

ア
ウ

トカ
ム

国
都

道
府

県
世

帯
年

収
別

国
同

一
○

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
習
慣
的
に
し
て
い
る
子
ども
の
割

合
の
増
加

次
世

代
の

健
康

に
て

お
願

い
しま

す
次

世
代

の
健

康
に

て
お

願
い

しま
す

文
部

科
学

省
「全

国
体

力
・運

動
能

力
、

運
動

習
慣

等
調

査
」

ア
ウ

トカ
ム

国
都

道
府

県
別

区
市

町
村

別

国
同

一
○

次
世

代
の

健
康

か
ら再

掲
小

学
5年

生
、中

学
2年

生
の

悉
皆

調
査

（
実

施
率

は
20

19
年

実
績

で
小

学
5年

生
：

96
.5

％
、中

学
2年

生
：

90
.3

％
）

ス
ポ

ー
ツ庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.g

o.
jp

/s
po

rt
s/

b_
m

en
u/

to
uk

ei
/k

od
om

o/
ze

nc
yo

/1
41

1
92

2_
00

00
1.

ht
m

l
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
（
就
業
又
は
何
ら
か
の

地
域
活
動
を
し
て
い
る
高
齢
者
の
割
合
の
増
加
)

内
閣

府
「高

齢
者

の
地

域
社

会
へ

の
参

加
に

関
す

る
意

識
調

査
」

ア
ウ

トプ
ット

同
一

○
高

齢
者

の
健

康
か

ら再
掲

健
康

づ
くり

の
た

め
の

身
体

活
動

基
準

（
厚

労
省

）
を

認
知

す
る

者
の

割
合

の
増

加
国

民
健

康
・栄

養
調

査
ア

ウ
トカ

ム
国

都
道

府
県

世
帯

年
収

別

国
新

規
提

案
✕

評
価

、モ
ニ

タリ
ン

グ
法

が
ま

だ
定

ま
って

い
な

い

運
動

自
主

グ
ル

ー
プ

・通
い

の
場

に
参

加
す

る
高

齢
者

の
増

加
ア

ウ
トプ

ット
？

新
規

提
案

把
握

方
法

は
？

特
定
健
康
診
査
・特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
の
向
上

特
定

健
診

・保
健

指
導

ア
ウ

トプ
ット

国
都

道
府

県
別

区
市

町
村

別
医

療
保

険
者

別

そ
の

他
同

一
循

環
器

疾
患

か
らの

再
掲

デ
ー

タ提
供

者
「そ

の
他

」：
N

D
B?

運
動

指
導

の
専

門
家

が
い

る
保

健
所

の
増

加
ア

ウ
トプ

ット
国

都
道

府
県

新
規

提
案

✕

身
体

活
動

に
特

異
的

な
目

標
で

は
な

く、
食

生
活

等
の

他
の

領
域

で
同

様
の

目
標

設
定

が
可

能
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健
康

増
進

プ
ログ

ラム
を

有
す

る
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

クラ
ブ

の
増

加
ス

ポ
ー

ツ庁
ア

ウ
トプ

ット
国

都
道

府
県

国
新

規
提

案
○

文
科

省
、ス

ポ
ー

ツ庁
との

コラ
ボ

レ
ー

シ
ョン

とな
る

。
現

在
、全

国
に

35
00

程
度

あ
り、

数
は

頭
打

ち
。し

か
し、

健
康

増
進

プ
ログ

ラム
を

持
つ

クラ
ブ

は
少

な
い

。
自

己
点

検
評

価
の

試
み

が
見

られ
る

？
モ

ニ
タリ

ン
グ

に
向

け
て

は
、こ

の
仕

組
み

に
評

価
項

目
の

追
加

が
必

要
。

運
動

推
進

対
策

を
実

施
す

る
職

場
の

増
加

ス
マ

ー
トラ

イフ
プ

ロ
ジ

ェク
トの

枠
組

み
の

活
用

？

ア
ウ

トプ
ット

国
都

道
府

県
新

規
提

案
○

身
体

活
動

に
特

異
的

な
目

標
で

は
な

く、
食

生
活

等
の

他
の

領
域

で
同

様
の

目
標

設
定

が
可

能

徒
歩

・自
転

車
で

通
学

す
る

小
中

学
生

の
割

合
の

維
持

文
部

科
学

省
「全

国
体

力
・運

動
能

力
、

運
動

習
慣

等
調

査
」

に
質

問
項

目
を

追
加

ア
ウ

トプ
ット

国
都

道
府

県
別

区
市

町
村

別

国
新

規
提

案
○

文
科

省
との

コラ
ボ

レ
ー

シ
ョン

とな
る

。

徒
歩

・自
転

車
・公

共
交

通
で

通
勤

す
る

者
の

増
加

国
民

健
康

・栄
養

調
査

栄
養

調
査

ア
ウ

トプ
ット

国
都

道
府

県
世

帯
年

収
別

国
新

規
提

案
○

国
民

健
康

栄
養

調
査

で
の

質
問

紙
調

査
項

目
の

追
加

が
必

要

住
民
が
運
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
くり
・環
境
整
備
に
取
り

組
む
自
治
体
数
の
増
加
⇒
以
下
の
２
項
目
に
分
割
し

て
新
た
な
目
標
を
提
案
し
ま
す

厚
生

労
働

省
健

康
局

が
ん

対
策

・健
康

増
進

課
に

よ
る

把
握

（
現

状
で

は
）

プ
ロセ

ス
国

都
道

府
県

区
市

町
村

都
道

府
県

同
一

＆
改

善
提

案
○

立
地

適
正

化
計

画
の

目
標

との
一

体
化

を
検

討
中

。
市

町
村

レ
ベ

ル
の

目
標

に
で

き
な

い
か

？
基

準
の

改
善

が
必

要
（

現
時

点
で

は
、①

住
民

の
健

康
増

進
を

目
的

とし
た

運
動

しや
す

い
ま

ち
づ

くり
や

環
境

整
備

の
推

進
に

向
け

、そ
の

対
策

を
検

討
す

る
た

め
の

協
議

会
（

庁
内

又
は

庁
外

）
な

どの
組

織
の

設
置

、②
市

町
村

が
行

う歩
道

、自
転

車
道

、公
園

及
び

ス
ポ

ー
ツ施

設
の

整
備

や
普

及
・啓

発
な

どの
取

組
へ

の
財

政
的

支
援

、の
い

ず
れ

か
を

実
施

して
い

る
こと

が
要

件
とな

って
い

る
）

日
常
生
活
で
の
身
体
活
動
の
維
持
・推
進
に
つ
な
が

る
都
市
計
画
を
策
定
す
る
自
治
体
の
増
加

要
調
査

調
査
後
に
策
定

区
市

町
村

を
対

象
と

した
厚

生
労

働
省

に
よ

る
調

査
を

想
定

し
て

い
る

。（
第

二
次

に
お

い
て

実
施

して
い

た
調

査
とお

お
よ

そ
同

じ方
法

）

プ
ロセ

ス
区

市
町

村
区

市
町

村
改

善
提

案
○

都
市

計
画

の
専

門
家

と協
議

しつ
つ

進
め

て
き

た
が

、最
終

的
に

国
土

交
通

省
とし

て
受

け
入

れ
ら

れ
る

質
問

項
目

に
な

って
い

る
か

身
体
活
動
・運
動
を
実
施
す
る
た
め
の
都
市
施
設
を

整
備
す
る
自
治
体
の
増
加

要
調
査

調
査
後
に
策
定

区
市

町
村

を
対

象
と

した
厚

生
労

働
省

に
よ

る
調

査
を

想
定

し
て

い
る

。（
第

二
次

に
お

い
て

実
施

して
い

た
調

査
とお

お
よ

そ
同

じ方
法

）

プ
ロセ

ス
区

市
町

村
区

市
町

村
改

善
提

案
○

都
市

計
画

の
専

門
家

と協
議

しつ
つ

進
め

て
き

た
が

、最
終

的
に

国
土

交
通

省
とし

て
受

け
入

れ
ら

れ
る

質
問

項
目

に
な

って
い

る
か

エ
ビデ

ン
ス

の
有

無
に

つ
い

て
は

考
え

方
次

第
とい

った
面

が
あ

る
。

都
市

交
通

計
画

（
住

民
の

不
活

動
対

策
・地

域
住

民
の

交
流

増
加

・食
品

へ
の

ア
クセ

ス
対

策
が

盛
り込

ま
れ

た
都

市
交

通
計

画
（

あ
る

い
は

都
市

交
通

マ
ス

ター
プ

ラン
）

の
増

加
）

国
土

交
通

省
プ

ロセ
ス

国
都

道
府

県
区

市
町

村

新
規

提
案

○
マ

ス
ター

プ
ラン

の
中

身
を

精
査

す
る

場
合

に
、誰

が
確

認
す

る
の

か
？

ま
た

、「
盛

り込
ま

れ
た

」の
基

準
を

明
確

化
す

る
必

要
が

あ
る

。法
令

、制
度

等
を

精
査

中
。
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飲
酒

取
組

⽬
標

ベ
ー

ス
ライ

ン
値

⽬
標

値
（

数
値

）
評

価
に

使
う情

報
源

（
政

府
統

計
の

種
類

等
）

階
層

1　
(⽣

活
習

慣
モ

デ
ル

）
︓

プ
ロセ

ス
→

ア
ウ

トプ
ット

→
ア

ウ
トカ

ム

階
層

２
（

疾
病

モ
デ

ル
）

︓
⽣

活
習

慣
→

基
礎

的
病

態
→

疾
病

評
価

レ
ベ

ル
︓

国
・

都
道

府
県

・区
市

町
村

・企
業

・医
療

保
険

者
・そ

の
他

⾃
記

式
（

複
数

回
答

可
）

デ
ー

タ提
供

者
第

２
次

との
関

係
︓

新
規

提
案

・改
善

提
案

・同
⼀

⽬
標

エ
ビデ

ン
ス

の
有

無
○

︓
あ

り
×

︓
な

し

補
⾜

事
項

︓
以

下
に

つ
い

て
補

⾜
願

い
ま

す
。

・諸
外

国
の

参
考

に
した

取
り組

み
⽬

標
・効

果
に

関
す

る
エ

ビデ
ン

ス
・項

⽬
の

重
要

性
に

つ
い

て
・懸

念
事

項
・「

そ
の

他
」を

選
ん

だ
場

合
は

そ
の

中
⾝

・そ
の

他
の

補
⾜

事
項

⽣
活

習
慣

病
の

リス
ク

を
⾼

め
る

量
を

飲
酒

して
い

る
者

（
⼀

⽇
当

た
りの

純
ア

ル
コー

ル
摂

取
量

が
男

性
40

g以
上

、⼥
性

20
g以

上
の

者
）

の
割

合
の

減
少

（
数

値
）

男
性

︓
14

.9
%

⼥
性

︓
9.

1%

（
当

該
年

）
20

19
年

（
デ

ー
タ出

典
）

厚
⽣

労
働

省
「国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
」

令
和

元
年

国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

第
94

表
 ⽣

活
習

慣
病

の
リス

クを
⾼

め
る

量
を

飲
酒

して
い

る
者

の
割

合
 -

 ⽣
活

習
慣

病
の

リス
クを

⾼
め

る
量

を
飲

酒
して

い
る

者
の

割
合

，
年

齢
階

級
別

，
⼈

数
，

割
合

 -
 総

数
・男

性
・⼥

性
，

20
歳

以
上

ht
tp

s:
//

w
w

w
.e

-s
ta

t.g
o.

jp
/s

ta
t-

se
ar

ch
/f

ile
s?

pa
ge

=
1&

la
yo

ut
=

da
ta

lis
t

&t
ou

ke
i=

00
45

01
71

&t
st

at
=

00
00

01
04

17
44

&c
yc

le
=

7&
ye

ar
=

20
19

0&
m

on
th

=
0&

tc
la

ss
1=

00
00

01
14

85
07

（
数

値
）

男
性

︓
12

.8
%

⼥
性

︓
8.

2%

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

男
性

︓
「予

測
値

に
基

づ
く⽬

標
」

⼥
性

︓
「ツ

ー
ル

を
使

⽤
しな

い
10

%
減

少
(×

0.
90

)、
10

%
増

加
(×

1.
10

)の
⽬

標
」

厚
⽣

労
働

省
「国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
」

ア
ウ

トカ
ム

国
国

同
⼀

○

未
成

年
者

の
飲

酒
を

な
くす

（
数

値
）

飲
酒

経
験

者
率

︓
中

学
で

16
.2

％
（

男
⼦

17
.1

％
、⼥

⼦
15

.3
％

）
、⾼

校
で

29
.4

％
（

男
⼦

30
.3

％
、⼥

⼦
28

.5
％

）
、

⽉
飲

酒
者

率
:中

学
で

2.
8％

（
男

⼦
3.

2％
、⼥

⼦
2.

4％
 ）

、⾼
校

で
7.

0％
（

男
⼦

7.
7％

、⼥
⼦

6.
3％

）
、

週
飲

酒
者

率
:中

学
で

0.
4％

（
男

⼦
0.

5％
、⼥

⼦
0.

4％
 ）

、⾼
校

で
1.

7％
（

男
⼦

2.
0％

、⼥
⼦

1.
3％

）

（
当

該
年

）
20

17
年

（
デ

ー
タ出

典
）

厚
⽣

労
働

科
学

研
究

費
補

助
⾦

「飲
酒

や
喫

煙
等

の
実

態
調

査
と⽣

活
習

慣
病

予
防

の
た

め
の

減
酒

の
効

果
的

な
介

⼊
⽅

法
の

開
発

に
関

す
る

研
究

」
H

29
-循

環
器

等
-⼀

般
-0

08
平

成
29

年
度

報
告

書
　総

括
研

究
報

告
書

ht
tp

s:
//

m
hl

w
-

gr
an

ts
.n

ip
h.

go
.jp

/s
ys

te
m

/f
ile

s/
20

17
/

17
20

31
/2

01
70

90
21

A_
up

lo
ad

/2
01

70
90

21
A0

00
3.

pd
f

（
数

値
）

0% （
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く⽬
標

」

厚
労

科
研

尾
崎

班
ア

ウ
トカ

ム
国

そ
の

他
同

⼀
○

※
20

15
ま

で
で

研
究

費
が

終
了

して
い

る
と考

え
られ

る
た

め
、今

後
、詳

細
情

報
に

つ
い

て
取

得
し、

モ
ニ

タリ
ン

グ
に

つ
い

て
検

討
す

る

妊
娠

中
の

飲
酒

を
な

くす
（

数
値

）
8.

7%

（
当

該
年

）
20

10
年

（
デ

ー
タ出

典
）

厚
⽣

労
働

省
 乳

幼
児

⾝
体

発
育

調
査

 /
 平

成
22

年
度

乳
幼

児
⾝

体
発

育
調

査
18

-1
 ⼀

般
調

査
に

よ
る

妊
娠

中
の

飲
酒

の
状

況
ht

tp
s:

//
w

w
w

.e
-s

ta
t.g

o.
jp

/s
ta

t-
se

ar
ch

/f
ile

s?
pa

ge
=

1&
la

yo
ut

=
da

ta
lis

t
&t

ou
ke

i=
00

45
02

72
&t

st
at

=
00

00
01

02
45

33
&c

yc
le

=
8&

tc
la

ss
1=

00
00

01
04

81
06

&s
ta

t_
in

fid
=

00
00

12
67

35
96

&t
cl

as
s

2v
al

=
0

（
数

値
）

0% （
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く⽬
標

」

厚
⽣

労
働

省
「乳

幼
児

⾝
体

発
育

調
査

」
ア

ウ
トカ

ム
国

国
同

⼀
○
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ア
ル

コー
ル

に
起

因
す

る
健

康
障

害
な

どの
減

少
新

規
提

案
○

ア
ル

コー
ル

に
起

因
す

る
健

康
障

害
な

どの
減

少
:(

1)
ア

ル
コー

ル
依

存
症

患
者

の
減

少
（

数
値

）
①

IC
D

-1
0診

断
基

準
に

よ
る

ア
ル

コー
ル

依
存

症
者

(現
在

依
存

症
者

)(
⽇

本
⼈

⼝
に

お
け

る
推

計
値

/年
齢

調
整

有
病

率
)

全
体

︓
57

万
⼈

/0
.5

男
性

︓
50

万
⼈

/1
.0

⼥
性

︓
7万

⼈
/0

.1

①
''I

CD
-1

0診
断

基
準

に
よ

る
ア

ル
コー

ル
依

存
症

者
(現

在
依

存
症

者
)(

⽇
本

⼈
⼝

に
お

け
る

推
計

値
/年

齢
調

整
有

病
率

)
全

体
︓

25
万

⼈
/0

.2
男

性
︓

22
万

⼈
/0

.4
⼥

性
︓

4万
⼈

/0
.1

（
当

該
年

）
①

20
13

①
''2

01
8

（
デ

ー
タ出

典
）

①
厚

⽣
労

働
科

学
研

究
費

補
助

⾦
「Ｗ

Ｈ
Ｏ

世
界

戦
略

を
踏

ま
え

た
ア

ル
コー

ル
の

有
害

使
⽤

対
策

に
関

す
る

総
合

的
研

究
」

H
25

-循
環

器
等

（
⽣

習
）

-⼀
般

-0
11

平
成

26
年

度
総

括
報

告
書

　表
2

ht
tp

s:
//

m
hl

w
-

gr
an

ts
.n

ip
h.

go
.jp

/s
ys

te
m

/f
ile

s/
20

14
/1

43
03

1/
2

01
41

20
40

A/
20

14
12

04
0A

00
02

.p
df

①
''A

M
ED

「ア
ル

コー
ル

依
存

症
の

実
態

把
握

、地
域

連
携

に
よ

る
早

期
介

⼊
・回

復
プ

ログ
ラム

の
開

発
に

関
す

る
研

究
」

※
AM

ED
 fi

nd
で

は
報

告
書

を
確

認
で

き
な

い
。

数
値

は
次

の
内

容
(久

⾥
浜

医
療

セ
ン

ター
松

下
幸

⽣
先

⽣
ご

提
供

)を
参

照
して

い
る

。
ht

tp
s:

//
ku

rih
am

a.
ho

sp
.g

o.
jp

/r
es

ea
rc

h/
pd

f/
re

se
ar

ch
_2

01
80

2_
al

co
ho

l.p
df

（
数

値
）

IC
D

-1
0診

断
基

準
に

よ
る

ア
ル

コー
ル

依
存

症
者

(現
在

依
存

症
者

)(
⽇

本
⼈

⼝
に

お
け

る
推

計
値

/年
齢

調
整

有
病

率
)

全
体

:2
2.

5万
⼈

/0
.2

男
性

:1
9.

8万
⼈

/0
.4

⼥
性

:3
.6

万
⼈

/0
.1

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「ツ
ー

ル
を

使
⽤

しな
い

10
%

減
少

(×
0.

90
)、

10
%

増
加

(×
1.

10
)の

⽬
標

」

AM
ED

「ア
ル

コー
ル

依
存

症
の

実
態

把
握

、地
域

連
携

に
よ

る
早

期
介

⼊
・回

復
プ

ログ
ラム

の
開

発
に

関
す

る
研

究
」

ア
ウ

トカ
ム

国
そ

の
他

新
規

提
案

○
H

ea
lth

y 
Pe

op
le

 2
03

0 
Re

du
ce

 th
e 

pr
op

or
tio

n 
of

 p
eo

pl
e 

w
ho

 h
ad

 a
lc

oh
ol

us
e 

di
so

rd
er

 in
 th

e 
pa

st
 y

ea
r 

̶
 S

U-
13

※
20

15
ま

で
で

研
究

費
が

終
了

して
い

る
と考

え
られ

る
た

め
、今

後
、詳

細
情

報
に

つ
い

て
取

得
し、

モ
ニ

タリ
ン

グ
に

つ
い

て
検

討
す

る

ア
ル

コー
ル

に
起

因
す

る
健

康
障

害
な

どの
減

少
:(

2)
ア

ル
コー

ル
性

肝
疾

患
に

よ
る

死
亡

の
減

少
（

数
値

）
ア

ル
コー

ル
性

肝
疾

患
に

よ
る

年
齢

調
整

死
亡

率
(⼈

⼝
10

万
対

)
全

体
︓

3.
0

男
性

︓
5.

1
⼥

性
︓

0.
9

（
当

該
年

）
20

19
年

（
デ

ー
タ出

典
）

厚
⽣

労
働

省
「⼈

⼝
動

態
調

査
/⼈

⼝
動

態
統

計
/死

因
 」

死
亡

数
，

死
因

（
死

因
基

本
分

類
）

・性
・年

齢
（

５
歳

階
級

）
別

第
1表

 I
CD

-1
0コ

ー
ド 

A〜
T 

 K
70

　総
数

ht
tp

s:
//

w
w

w
.e

-s
ta

t.g
o.

jp
/s

ta
t-

se
ar

ch
/f

ile
s?

pa
ge

=
1&

la
yo

ut
=

da
ta

lis
t&

to
uk

ei
=

0
04

50
01

1&
ts

ta
t=

00
00

01
02

88
97

&c
yc

le
=

7&
ye

ar
=

20
19

0&
m

on
th

=
0&

tc
la

ss
1=

00
00

01
05

30
58

&t
cl

as
s2

=
00

00
01

05
30

61
&t

cl
as

s3
=

00
00

01
05

30
7

3&
tc

la
ss

4=
00

00
01

05
30

82
&r

es
ul

t_
ba

ck
=

1&
tc

l
as

s5
va

l=
0

よ
りア

ル
コー

ル
性

肝
疾

患
に

よ
る

年
齢

調
整

死
亡

率
を

算
出

（
数

値
）

ア
ル

コー
ル

性
肝

疾
患

に
よ

る
年

齢
調

整
死

亡
率

(⼈
⼝

10
万

対
)

全
体

︓
3.

0
男

性
︓

5.
1

⼥
性

︓
0.

9

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「現
状

維
持

」

⼈
⼝

動
態

統
計

ア
ウ

トカ
ム

国
国

新
規

提
案

○
H

ea
lth

y 
Pe

op
le

 2
03

0 
Re

du
ce

 c
irr

ho
si

s 
de

at
hs

 ̶
 S

U-
02

ア
ル

コー
ル

に
起

因
す

る
健

康
障

害
な

どの
減

少
:(

3)
ア

ル
コー

ル
健

康
障

害
に

関
連

す
る

飲
酒

運
転

事
故

数
の

減
少

（
数

値
）

飲
酒

運
転

事
故

件
数

︓
25

22
件

交
通

事
故

に
お

け
る

飲
酒

有
りの

構
成

率
︓

0.
9

（
当

該
年

）
20

20
年

（
デ

ー
タ出

典
）

警
察

庁
「ホ

ー
ム

>
各

部
局

か
ら>

交
通

局
>

飲
酒

運
転

根
絶

>
み

ん
な

で
守

る
「飲

酒
運

転
を

絶
対

に
しな

い
、さ

せ
な

い
」」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

pa
.g

o.
jp

/b
ur

ea
u/

tr
af

fic
/in

s
yu

/in
fo

.h
tm

l
飲

酒
運

転
に

よ
る

交
通

事
故

件
数

の
推

移
（

平
成

22
年

〜
令

和
２

年
）

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

pa
.g

o.
jp

/b
ur

ea
u/

tr
af

fic
/in

s
yu

/im
g/

in
sy

u_
03

.p
df

（
数

値
）

飲
酒

運
転

事
故

件
数

︓
0件

交
通

事
故

に
お

け
る

飲
酒

有
りの

割
合

︓
0

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く⽬
標

」

警
察

庁
ア

ウ
トプ

ット
国

国
新

規
提

案
○

ア
ル

コー
ル

健
康

障
害

対
策

推
進

基
本

計
画

(５
．

ア
ル

コー
ル

健
康

障
害

に
関

連
して

飲
酒

運
転

等
を

した
者

に
対

す
る

指
導

等
)
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ア
ル

コー
ル

に
起

因
す

る
健

康
障

害
な

どの
減

少
:(

4)
ア

ル
コー

ル
健

康
障

害
に

関
連

す
る

暴
⼒

・虐
待

(他
者

へ
の

悪
影

響
含

む
)の

減
少

※
第

2回
班

会
議

資
料

で
、副

⽬
標

か
ら、

開
発

中
の

⽬
標

へ
修

正
済

AM
ED

「ア
ル

コー
ル

依
存

症
の

実
態

把
握

、地
域

連
携

に
よ

る
早

期
介

⼊
・回

復
プ

ログ
ラム

の
開

発
に

関
す

る
研

究
」

ア
ウ

トプ
ット

国
そ

の
他

新
規

提
案

○
ア

ル
コー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
基

本
計

画
(５

．
ア

ル
コー

ル
健

康
障

害
に

関
連

して
飲

酒
運

転
等

を
した

者
に

対
す

る
指

導
等

)

ア
ル

コー
ル

に
起

因
す

る
健

康
障

害
な

どの
減

少
:(

5)
ア

ル
コー

ル
健

康
障

害
に

関
連

す
る

⾃
殺

等
の

減
少

※
第

2回
班

会
議

資
料

で
、副

⽬
標

か
ら、

削
除

済
警

察
庁

ア
ウ

トプ
ット

国
国

新
規

提
案

○
ht

tp
s:

//
w

w
w

.n
pa

.g
o.

jp
/s

af
et

yl
ife

/s
ei

an
ki

/j
is

at
su

/R
02

/R
01

_h
ur

ok
u.

pd
f

ア
ル

コー
ル

健
康

障
害

対
策

推
進

基
本

計
画

(５
．

ア
ル

コー
ル

健
康

障
害

に
関

連
して

飲
酒

運
転

等
を

した
者

に
対

す
る

指
導

等
)

ア
ル

コー
ル

に
起

因
す

る
健

康
障

害
な

どの
減

少
:(

6)
ア

ル
コー

ル
性

肝
疾

患
患

者
の

減
少

※
第

2回
班

会
議

資
料

で
、「

ア
ル

コー
ル

性
肝

疾
患

に
よ

る
受

診
者

・死
亡

者
の

低
減

」よ
り、

⽬
標

名
を

修
正

済

（
数

値
）

ア
ル

コー
ル

性
肝

疾
患

の
粗

有
病

率
(⼈

⼝
10

万
対

)
全

体
︓

29
.2

男
性

︓
47

.0
⼥

性
︓

12
.3

（
当

該
年

）
20

17
年

（
デ

ー
タ出

典
）

厚
⽣

労
働

省
「患

者
調

査
」

平
成

29
年

患
者

調
査

 閲
覧

（
報

告
書

⾮
掲

載
表

）
第

94
表

 総
患

者
数

，
性

・年
齢

階
級

 ×
 傷

病
中

分
類

別
 　

ア
ル

コー
ル

性
肝

疾
患

　総
数

ht
tp

s:
//

w
w

w
.e

-s
ta

t.g
o.

jp
/s

ta
t-

se
ar

ch
/f

ile
s?

pa
ge

=
1&

la
yo

ut
=

da
ta

lis
t

&t
ou

ke
i=

00
45

00
22

&t
st

at
=

00
00

01
03

11
67

&c
yc

le
=

7&
tc

la
ss

1=
00

00
01

12
48

00
&t

cl
as

s2
=

00
00

01
12

48
03

&s
ta

t_
in

fi
d=

00
00

31
79

08
41

&t
cl

as
s3

va
l=

0

総
⼈

⼝
は

、患
者

調
査

の
概

況
「受

療
率

の
算

出
に

⽤
い

た
⼈

⼝
」よ

り
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/t
ou

ke
i/s

ai
ki

n/
hw

/k
an

ja
/1

7/
dl

/j
in

ko
u.

pd
f

（
数

値
）

ア
ル

コー
ル

性
肝

疾
患

の
粗

有
病

率
(⼈

⼝
10

万
対

)
全

体
︓

29
.2

男
性

︓
47

.0
⼥

性
︓

12
.3

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「現
状

維
持

」

患
者

調
査

ア
ウ

トプ
ット

都
道

府
県

国
新

規
提

案
○

飲
み

放
題

を
提

供
して

い
る

飲
⾷

店
の

減
少

（
数

値
）

82
32

72
店

舗
中

64
11

5店
舗

=
7.

8%

（
当

該
年

）
20

21
年

（
デ

ー
タ出

典
）

⾷
べ

ログ
ht

tp
s:

//
ta

be
lo

g.
co

m
/r

st
Ls

t/
co

nd
0

5-
00

-0
0/

　(
20

21
/0

6/
28

)

（
数

値
）

0% （
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く⽬
標

」

※
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
た

め
の

調
査

等
に

つ
い

て
要

検
討

(⾷
べ

ログ
等

の
レ

ビュ
ー

サ
イト

で
飲

み
放

題
で

ヒッ
ト数

を
検

索
す

る
等

?)

ア
ウ

トプ
ット

都
道

府
県

・市
区

町
村

企
業

・N
PO

等
同

⼀
＆

改
善

提
案

○
※

モ
ニ

タリ
ン

グ
の

た
め

の
調

査
等

に
つ

い
て

要
検

討

飲
酒

に
伴

うリ
ス

クに
関

す
る

知
識

及
び

ア
ル

コー
ル

依
存

症
に

対
す

る
認

識
の

向
上

※
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
た

め
の

調
査

等
に

つ
い

て
要

検
討

(内
閣

府
H

28
ア

ル
コー

ル
依

存
症

に
対

す
る

意
識

に
関

す
る

世
論

調
査

)

ア
ウ

トプ
ット

国
国

新
規

提
案

○
ア

ル
コー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
基

本
計

画
(１

．
教

育
の

振
興

等
)

ht
tp

s:
//

su
rv

ey
.g

ov
-o

nl
in

e.
go

.jp
/t

ok
ub

et
u/

h2
8/

h2
8-

al
co

ho
l.p

df
内

閣
府

で
H

28
に

ア
ル

コー
ル

依
存

症
に

対
す

る
意

識
に

関
す

る
世

論
調

査
を

実
施

して
い

る
が

、
継

続
され

て
い

な
い

様
⼦

な
の

で
、モ

ニ
タリ

ン
グ

に
つ

い
て

要
検

討

⾃
動

⾞
教

習
所

に
お

け
る

飲
酒

運
転

防
⽌

に
係

る
カリ

キ
ュラ

ム
の

履
⾏

率
上

昇
※

モ
ニ

タリ
ン

グ
の

た
め

の
調

査
等

に
つ

い
て

要
検

討
(警

察
庁

?)

ア
ウ

トプ
ット

都
道

府
県

新
規

提
案

○
ア

ル
コー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
基

本
計

画
(１

．
教

育
の

振
興

等
)

警
察

庁
で

H
20

,2
1に

「新
しい

取
消

処
分

者
講

習
（

モ
デ

ル
事

業
）

の
実

施
結

果
に

つ
い

て
の

調
査

研
究

」が
⾏

わ
れ

て
い

る
が

、そ
の

後
の

詳
細

不
明

の
た

め
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
⽅

法
に

つ
い

て
要

検
討

。
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酒
類

業
界

に
お

け
る

広
告

・宣
伝

に
関

す
る

⾃
主

基
準

の
違

反
率

減
少

（
数

値
）

(1
)東

京
を

キ
ー

局
とす

る
TV

CM
の

うち
、

(イ
)注

意
表

⽰
違

反
の

割
合

:0
%

(ロ
)注

意
表

⽰
が

⾒
に

くい
と指

摘
の

あ
った

CM
の

割
合

︓
13

.6
%

(2
)新

聞
・雑

誌
広

告
の

うち
、

「注
意

表
⽰

の
な

か
った

も
の

」ま
た

は
「注

意
不

⾜
の

も
の

」の
割

合
︓

0.
8%

（
当

該
年

）
20

21
年

（
デ

ー
タ出

典
）

公
益

社
団

法
⼈

ア
ル

コー
ル

健
康

医
学

協
会

・
酒

類
の

広
告

審
査

委
員

会
の

事
業

報
告

ht
tp

:/
/w

w
w

.r
ca

a.
jp

/m
em

be
r/

in
de

x.
ht

m
l

（
数

値
）

0% （
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く⽬
標

」

公
益

社
団

法
⼈

ア
ル

コー
ル

健
康

医
学

協
会

・酒
類

の
広

告
審

査
委

員
会

ア
ウ

トプ
ット

国
企

業
・N

PO
等

新
規

提
案

○
ht
tp
:/
/w
w
w
.rc
aa
.jp
/m
em
be
r/
in
de
x.h
tm
l

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
（
２
．
不
適
切
な
飲
酒
の
誘
引
の
防
⽌
）

酒
類

業
界

に
お

け
る

交
通

広
告

の
全

⾯
⾃

粛
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
⽅

法
に

つ
い

て
要

検
討

ア
ウ

トプ
ット

国
企

業
・N

PO
等

新
規

提
案

○
ア

ル
コー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
基

本
計

画
（

２
．

不
適

切
な

飲
酒

の
誘

引
の

防
⽌

)

酒
類

業
者

に
お

け
る

酒
類

販
売

管
理

研
修

の
受

講
率

向
上

国
税

庁
(H

29
よ

り研
修

が
義

務
化

、税
務

署
で

管
理

され
て

い
る

様
⼦

だ
が

統
計

資
料

とし
て

は
公

開
され

て
い

な
い

)

ア
ウ

トプ
ット

都
道

府
県

国
新

規
提

案
✕

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

ta
.g

o.
jp

/t
ax

es
/s

ak
e/

ha
m

ba
i/m

ok
uj

i.h
tm

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

ta
.g

o.
jp

/t
ax

es
/s

ak
e/

ko
se

ito
rih

ik
i/t

ok
us

yu
20

16
04

/0
5_

ka
is

ei
_s

et
su

m
ei

.p
df

ア
ル

コー
ル

健
康

障
害

対
策

推
進

基
本

計
画

（
２

．
不

適
切

な
飲

酒
の

誘
引

の
防

⽌
）

ア
ル

コー
ル

依
存

症
専

⾨
医

療
機

関
の

全
都

道
府

県
整

備
依

存
症

対
策

全
国

セ
ン

ター
ア

ウ
トプ

ット
都

道
府

県
そ

の
他

新
規

提
案

✕
ht
tp
s:
//
w
w
w.
nc
as
a-
ja
pa
n.
jp
/y
ou
-d
o/
tre
at
m
en
t/
tre
at
m
en
t-
m
ap
/ア

ル
コ
ー

ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
（
４
．
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
に
係
る
医
療
の
充
実
等
)

飲
酒

に
関

す
る

ガ
イド

ライ
ン

策
定

ア
ウ

トプ
ット

国
国

新
規

提
案

✕
第

⼆
次

ア
ル

コー
ル

健
康

障
害

対
策

推
進

基
本

計
画

依
存

症
患

者
の

モ
ニ

タ
リン

グ
(A

U
D

IT
１

５
点

以
上

（
依

存
症

の
レ

ベ
ル

・８
点

以
上

（
飲

酒
関

連
問

題
が

あ
る

レ
ベ

ル
）

)

（
数

値
）

①
AU

D
IT

(⽇
本

⼈
⼈

⼝
に

お
け

る
推

計
数

/年
齢

調
整

有
病

率
)

15
点

以
上

全
体

︓
29

2万
⼈

/2
.6

男
性

︓
25

6万
⼈

/5
.1

⼥
性

︓
36

万
⼈

0.
7

8点
以

上
全

体
︓

-⼈
男

性
︓

-⼈
⼥

性
︓

-⼈

①
''A

UD
IT

(⽇
本

⼈
⼈

⼝
に

お
け

る
推

計
数

/年
齢

調
整

有
病

率
)

15
点

以
上

全
体

︓
30

3万
⼈

/2
.9

男
性

︓
26

3万
⼈

/5
.2

⼥
性

︓
40

万
⼈

/0
.7

8点
以

上
全

体
︓

13
27

万
⼈

/1
2.

6
男

性
︓

10
84

万
⼈

/2
1.

4
⼥

性
︓

24
3万

⼈
/4

.5

（
当

該
年

）
①

20
13

①
''2

01
8

（
デ

ー
タ出

典
）

①
厚

⽣
労

働
科

学
研

究
費

補
助

⾦
「Ｗ

Ｈ
Ｏ

世
界

戦
略

を
踏

ま
え

た
ア

ル
コー

ル
の

有
害

使
⽤

対
策

に
関

す
る

総
合

的
研

究
」

H
25

-循
環

器
等

（
⽣

習
）

-⼀
般

-0
11

平
成

26
年

度
総

括
報

告
書

　表
2

ht
tp

s:
//

m
hl

w
-

gr
an

ts
.n

ip
h.

go
.jp

/s
ys

te
m

/f
ile

s/
20

14
/1

43
03

1/
20

14
12

04
0A

/2
01

41
20

40
A0

00
2.

pd
f

①
''A

M
ED

「ア
ル

コー
ル

依
存

症
の

実
態

把
握

、地
域

連
携

に
よ

る
早

期
介

⼊
・

回
復

プ
ログ

ラム
の

開
発

に
関

す
る

研
究

」
※

AM
ED

 fi
nd

で
は

報
告

書
を

確
認

で
き

な
い

た
め

、数
値

は
次

を
参

照
して

い
る

。
ht

tp
s:

//
ku

rih
am

a.
ho

sp
.g

o.
jp

/r
es

ea
rc

h/
pd

f/
re

se
ar

ch
_2

01
8

02
_a

lc
oh

ol
.p

df

（
数

値
）

AU
D

IT
(⽇

本
⼈

⼈
⼝

に
お

け
る

推
計

数
/年

齢
調

整
有

病
率

)
15

点
以

上
全

体
︓

27
3万

⼈
/2

.6
男

性
︓

23
7万

⼈
/4

.7
⼥

性
︓

36
万

⼈
/0

.6

8点
以

上
全

体
︓

11
94

万
⼈

/1
1.

3
男

性
︓

97
6万

⼈
/1

9.
3

⼥
性

︓
21

9万
⼈

/4
.1

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「ツ
ー

ル
を

使
⽤

しな
い

10
%

減
少

(×
0.

90
)、

10
%

増
加

(×
1.

10
)の

⽬
標

」

AM
ED

「ア
ル

コー
ル

依
存

症
の

実
態

把
握

、地
域

連
携

に
よ

る
早

期
介

⼊
・回

復
プ

ログ
ラム

の
開

発
に

関
す

る
研

究
」

プ
ロセ

ス
都

道
府

県
新

規
提

案
○
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成
⼈

に
お

け
る

he
av

y 
ep

is
od

ic
 d

ri
nk

in
gの

モ
ニ

タ
リン

グ
（

数
値

）
男

性
︓

32
.3

 %
⼥

性
︓

8.
4%

（
当

該
年

）
20

18
年

（
デ

ー
タ出

典
）

厚
⽣

労
働

科
学

研
究

費
補

助
⾦

「飲
酒

や
喫

煙
等

の
実

態
調

査
と⽣

活
習

慣
病

予
防

の
た

め
の

減
酒

の
効

果
的

な
介

⼊
⽅

法
の

開
発

に
関

す
る

研
究

」
H

29
-循

環
器

等
-⼀

般
-0

08
平

成
30

年
度

報
告

書
　総

括
研

究
報

告
書

 p
2

ht
tp

s:
//

m
hl

w
-

gr
an

ts
.n

ip
h.

go
.jp

/s
ys

te
m

/f
ile

s/
20

18
/

18
20

31
/2

01
80

90
16

A_
up

lo
ad

/2
01

80
90

16
A0

00
3.

pd
f

（
数

値
）

男
性

︓
29

.1
 %

⼥
性

︓
7.

6%

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「ツ
ー

ル
を

使
⽤

しな
い

10
%

減
少

(×
0.

90
)、

10
%

増
加

(×
1.

10
)の

⽬
標

」

AM
ED

「ア
ル

コー
ル

依
存

症
の

実
態

把
握

、地
域

連
携

に
よ

る
早

期
介

⼊
・回

復
プ

ログ
ラム

の
開

発
に

関
す

る
研

究
」

プ
ロセ

ス
都

道
府

県
国

新
規

提
案

○

ア
ル

コー
ル

依
存

症
患

者
の

受
療

率
向

上
︓

治
療

を
受

け
て

い
る

ア
ル

コー
ル

依
存

症
者

の
増

加
　(

①
ア

ル
コー

ル
依

存
症

者
と②

ア
ル

コー
ル

依
存

症
患

者
の

間
の

治
療

ギ
ャッ

プ
の

解
消

)

（
数

値
）

①
IC

D
-1

0診
断

基
準

に
よ

る
ア

ル
コー

ル
依

存
症

者
(現

在
依

存
症

者
)(

⽇
本

⼈
⼝

に
お

け
る

推
計

値
/年

齢
調

整
有

病
率

)
全

体
︓

57
万

⼈
/0

.5
男

性
︓

50
万

⼈
/1

.0
⼥

性
︓

7万
⼈

/0
.1

①
''I

CD
-1

0診
断

基
準

に
よ

る
ア

ル
コー

ル
依

存
症

者
(現

在
依

存
症

者
)(

⽇
本

⼈
⼝

に
お

け
る

推
計

値
/年

齢
調

整
有

病
率

)
全

体
︓

25
万

⼈
/0

.2
男

性
︓

22
万

⼈
/0

.4
⼥

性
︓

4万
⼈

/0
.1

②
ア

ル
コー

ル
依

存
症

候
群

の
総

患
者

数
49

00
0⼈

(2
01

4年
)

46
00

0⼈
(2

01
7年

)

→
治

療
を

受
け

て
い

る
ア

ル
コー

ル
依

存
症

者
の

割
合

 1
8.

4%
(②

20
17

値
/①

''*
10

0で
算

出
)

（
当

該
年

）
①

20
13

①
''2

01
8

②
20

14
、2

01
7(

最
新

値
)

（
デ

ー
タ出

典
）

①
厚

⽣
労

働
科

学
研

究
費

補
助

⾦
「Ｗ

Ｈ
Ｏ

世
界

戦
略

を
踏

ま
え

た
ア

ル
コー

ル
の

有
害

使
⽤

対
策

に
関

す
る

総
合

的
研

究
」

H
25

-循
環

器
等

（
⽣

習
）

-⼀
般

-0
11

平
成

26
年

度
総

括
報

告
書

　表
2

ht
tp

s:
//

m
hl

w
-

gr
an

ts
.n

ip
h.

go
.jp

/s
ys

te
m

/f
ile

s/
20

14
/1

43
03

1/
20

14
12

04
0A

/2
01

41
20

40
A0

00
2.

pd
f

①
''A

M
ED

「ア
ル

コー
ル

依
存

症
の

実
態

把
握

、地
域

連
携

に
よ

る
早

期
介

⼊
・回

復
プ

ログ
ラム

の
開

発
に

関
す

る
研

究
」

※
AM

ED
 fi

nd
で

は
報

告
書

を
確

認
で

き
な

い
。

数
値

は
次

の
内

容
(久

⾥
浜

医
療

セ
ン

ター
松

下
幸

⽣
先

⽣
ご

提
供

)を
参

照
して

い
る

。
ht

tp
s:

//
ku

rih
am

a.
ho

sp
.g

o.
jp

/r
es

ea
rc

h/
pd

f/
re

se
ar

ch
_2

01
80

2_
a

lc
oh

ol
.p

df
②

厚
⽣

労
働

省
「患

者
調

査
」平

成
29

年
患

者
調

査
 閲

覧
（

報
告

書
⾮

掲
載

表
）

第
95

表
 総

患
者

数
，

傷
病

基
本

分
類

別
ht

tp
s:

//
w

w
w

.e
-s

ta
t.g

o.
jp

/s
ta

t-
se

ar
ch

/f
ile

s?
pa

ge
=

1&
la

yo
ut

=
da

ta
lis

t&
to

uk
ei

=
00

45
00

22
&t

st
at

=
00

00
01

03
11

67
&c

yc
le

=
7&

tc
la

ss
1=

00
00

01
12

48
00

&t
cl

as
s2

=
0

00
00

11
24

80
3&

tc
la

ss
3v

al
=

0

（
数

値
）

10
0%

（
⽬

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く⽬
標

」

患
者

調
査

プ
ロセ

ス
国

国
新

規
提

案
○

H
ea

lty
 P

eo
pl

e 
20

30
 I

nc
re

as
e 

th
e 

pr
op

or
tio

n 
of

 p
eo

pl
e 

w
ith

 a
su

bs
ta

nc
e 

us
e 

di
so

rd
er

 w
ho

 g
ot

 tr
ea

tm
en

t i
n 

th
e 

pa
st

 y
ea

r 
̶

 S
U-

01

健
康

診
断

及
び

保
健

指
導

に
お

け
る

ア
ル

コー
ル

使
⽤

障
害

ス
クリ

ー
ニ

ン
グ

とブ
リー

フイ
ン

ター
ベ

ン
シ

ョン
の

実
施

評
価

※
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
た

め
の

調
査

等
に

つ
い

て
要

検
討

(ス
クリ

ー
ニ

ン
グ

や
BI

の
実

施
率

を
推

計
す

る
の

は
困

難
→

国
⽴

病
院

機
構

肥
前

精
神

医
療

セ
ン

ター
の

H
AP

PY
プ

ログ
ラム

の
研

修
を

受
け

た
⾃

治
体

数
の

推
移

な
どを

代
替

指
標

とす
る

?)

プ
ロセ

ス
都

道
府

県
・市

区
町

村
新

規
提

案
○

ア
ル

コー
ル

健
康

障
害

対
策

推
進

基
本

計
画

(３
．

健
康

診
断

及
び

保
健

指
導

)→
”ア

ル
コー

ル
健

康
障

害
を

予
防

す
る

た
め

の
早

期
介

⼊
の

⼿
法

（
危

険
な

飲
酒

や
有

害
な

飲
酒

へ
の

有
効

性
が

国
際

的
に

⽰
され

て
い

る
介

⼊
⼿

法
で

あ
る

ブ
リー

フイ
ン

ター
ベ

ン
シ

ョン
の

効
果

検
証

を
含

む
。）

に
つ

い
て

、ま
た

、保
健

指
導

に
お

け
る

ア
ル

コー
ル

使
⽤

障
害

ス
クリ

ー
ニ

ン
グ

とそ
の

評
価

結
果

に
基

づ
くブ

リー
フイ

ン
ター

ベ
ン

シ
ョン

が
どの

程
度

⾏
わ

れ
て

い
る

の
か

、調
査

研
究

を
⾏

う。
”

⾚
太

字
︓

主
⽬

標
項

⽬
　⾚

字
︓

副
⽬

標
　緑

字
︓

開
発

中
の

⽬
標

　⿊
字

︓
研

究
途

上
の

⽬
標
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喫
煙

取
組

目
標

ベ
ー

ス
ライ

ン
値

目
標

値
評

価
に

使
う情

報
源

（
政

府
統

計
の

種
類

等
）

階
層

1　
(生

活
習

慣
モ

デ
ル

）
：

プ
ロセ

ス
→

ア
ウ

トプ
ット

→
ア

ウ
トカ

ム

階
層

２
（

疾
病

モ
デ

ル
）

：
生

活
習

慣
→

基
礎

的
病

態
→

疾
病

評
価

レ
ベ

ル
：

国
・

都
道

府
県

・区
市

町
村

・企
業

・医
療

保
険

者
・そ

の
他

自
記

式
（

複
数

回
答

可
）

デ
ー

タ提
供

者
第

２
次

との
関

係
：

新
規

提
案

・改
善

提
案

・同
一

目
標

エ
ビデ

ン
ス

の
有

無
○

：
あ

り
×

：
な

し

補
足

事
項

：
以

下
に

つ
い

て
補

足
願

い
ま

す
。

・諸
外

国
の

参
考

に
した

取
り組

み
目

標
・効

果
に

関
す

る
エ

ビデ
ン

ス
・項

目
の

重
要

性
に

つ
い

て
・懸

念
事

項
・「

そ
の

他
」を

選
ん

だ
場

合
は

そ
の

中
身

・そ
の

他
の

補
足

事
項

成
人
の
喫
煙
率
の
減
少

（
喫
煙
を
や
め
た
い
者
が
や
め
る
）

（
数

値
）

総
数

　1
6.

7％
男

　　
27

.1
％

女
　　

7.
6％

（
当

該
年

）
20

19
年

（
デ

ー
タ出

典
）

国
民

健
康

・栄
養

調
査

タバ
コの

な
い

社
会

（
0～

4%
)

 (
目

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く目
標

」

（
数

値
）

総
数

　7
.1

％
男

　　
11

.9
％

女
　　

3.
1％

（
目

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

国
民

健
康

・栄
養

調
査

（
た

ば
こを

「や
め

た
い

」・
「本

数
を

減
らし

た
い

」者
が

喫
煙

を
や

め
た

場
合

を
想

定
）

厚
生

労
働

省
「国

民
健

康
・栄

養
調

査
」

「国
民

生
活

基
礎

調
査

」

ア
ウ

トカ
ム

生
活

習
慣

国
・都

道
府

県
国

同
一

○
厚

生
労

働
省

「喫
煙

と健
康

　喫
煙

の
健

康
影

響
に

関
す

る
検

討
会

報
告

書
（

た
ば

こ白
書

）
」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/f

ile
/0

5-
Sh

in
gi

ka
i-1

09
01

00
0-

Ke
nk

ou
ky

ok
u-

So
um

uk
a/

00
00

17
26

87
.p

df

未
成

年
者

の
喫

煙
を

な
くす

※
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
た

め
の

調
査

等
に

つ
い

て
要

検
討

（
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

補
助

金
に

よ
る

研
究

班
の

調
査

、J
AS

TI
S

調
査

）

ア
ウ

トカ
ム

生
活

習
慣

国
そ

の
他

同
一

○
厚

生
労

働
省

「喫
煙

と健
康

　喫
煙

の
健

康
影

響
に

関
す

る
検

討
会

報
告

書
（

た
ば

こ白
書

）
」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/f

ile
/0

5-
Sh

in
gi

ka
i-1

09
01

00
0-

Ke
nk

ou
ky

ok
u-

So
um

uk
a/

00
00

17
26

87
.p

df

妊
娠
中
の
喫
煙
を
な
くす

（
数

値
）

5.
0%

 (
該

当
年

）
20

10
年

（
デ

ー
タ出

典
）

乳
幼

児
身

体
発

育
調

査

（
数

値
）

0%  (
目

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

「整
合

性
に

基
づ

く目
標

」

厚
生

労
働

省
「乳

幼
児

身
体

発
育

調
査

」
20

20
年

に
調

査
が

実
施

され
て

い
な

い
？

次
回

の
予

定
は

？

ア
ウ

トカ
ム

生
活

習
慣

国
・都

道
府

県
国

同
一

○
厚

生
労

働
省

「喫
煙

と健
康

　喫
煙

の
健

康
影

響
に

関
す

る
検

討
会

報
告

書
（

た
ば

こ白
書

）
」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/f

ile
/0

5-
Sh

in
gi

ka
i-1

09
01

00
0-

Ke
nk

ou
ky

ok
u-

So
um

uk
a/

00
00

17
26

87
.p

df

受
動
喫
煙
（
家
庭
・職
場
・飲
食
店
・行
政
機
関
・医

療
機
関
）
の
機
会
を
有
す
る
者
の
割
合
の
減
少

（
数

値
）

家
庭

 6
.9

%
飲

食
店

 2
9.

6%
医

療
機

関
 2

.9
%

行
政

機
関

 4
.1

%
職

場
 2

6.
1%

（
当

該
年

）
20

19
年

（
デ

ー
タ出

典
）

国
民

健
康

・栄
養

調
査

（
数

値
）

い
ず

れ
も

０
％

（
目

標
年

）
20

36
年

（
デ

ー
タ出

典
）

健
康

日
本

21
第

二
次

目
標

「望
ま

な
い

受
動

喫
煙

の
な

い
社

会
の

実
現

」に
基

づ
く

厚
生

労
働

省
「国

民
健

康
・栄

養
調

査
」

「労
働

安
全

衛
生

調
査

（
実

態
調

査
）

」

ア
ウ

トカ
ム

生
活

習
慣

国
・都

道
府

県
国

同
一

○
厚

生
労

働
省

「喫
煙

と健
康

　喫
煙

の
健

康
影

響
に

関
す

る
検

討
会

報
告

書
（

た
ば

こ白
書

）
」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/f

ile
/0

5-
Sh

in
gi

ka
i-1

09
01

00
0-

Ke
nk

ou
ky

ok
u-

So
um

uk
a/

00
00

17
26

87
.p

df

禁
煙

啓
発

広
告

を
見

た
者

の
割

合
の

増
加

※
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
た

め
の

調
査

等
に

つ
い

て
要

検
討

(J
AS

TI
S

研
究

等
)

ア
ウ

トプ
ット

生
活

習
慣

国
そ

の
他

新
規

提
案

○
W

H
O

 F
ra

m
ew

or
k 

Co
nv

en
tio

n 
on

 T
ob

ac
co

 C
on

tr
ol

 (
FC

TC
) 

Ar
tic

le
 1

3
(T

ob
ac

co
 a

dv
er

tis
in

g,
 p

ro
m

ot
io

n 
an

d 
sp

on
so

rs
hi

p)
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タバ
コ製

品
パ

ッケ
ー

ジ
の

警
告

表
示

を
見

た
者

の
割

合
の

増
加

※
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
た

め
の

調
査

等
に

つ
い

て
要

検
討

(J
AS

TI
S

研
究

等
)

参
考

：
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
ター

「た
ば

こ
パ

ッケ
ー

ジ
の

警
告

表
示

に
つ

い
て

の
意

識
調

査
」（

20
16

年
）

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

cc
.g

o.
jp

/j
p/

in
fo

rm
at

io
n

/p
r_

re
le

as
e/

20
16

/
05

30
/in

de
x.

ht
m

l

ア
ウ

トプ
ット

生
活

習
慣

国
そ

の
他

新
規

提
案

○
W

H
O

 F
CT

C 
Ar

tic
le

 1
1 

(P
ac

ka
gi

ng
 a

nd
 la

be
lli

ng
 o

f t
ob

ac
co

 p
ro

du
ct

s)

タバ
コ製

品
の

広
告

を
見

た
者

の
割

合
の

減
少

※
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
た

め
の

調
査

等
に

つ
い

て
要

検
討

(J
AS

TI
S

研
究

等
)

ア
ウ

トプ
ット

生
活

習
慣

国
そ

の
他

新
規

提
案

○
W

H
O

 F
CT

C 
Ar

tic
le

 1
3 

(T
ob

ac
co

 a
dv

er
tis

in
g,

 p
ro

m
ot

io
n 

an
d

sp
on

so
rs

hi
p)

H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0 

TU
-2

2

禁
煙

相
談

支
援

・専
門

医
療

機
関

の
利

用
の

増
加

※
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
た

め
の

調
査

等
に

つ
い

て
要

検
討

(J
AS

TI
S

研
究

・特
定

検
診

に
お

け
る

保
健

指
導

デ
ー

タ？
）

ア
ウ

トプ
ット

生
活

習
慣

国
そ

の
他

新
規

提
案

○
W

H
O

 F
CT

C 
Ar

tic
le

 1
2 

(E
du

ca
tio

n,
 c

om
m

un
ic

at
io

n,
 tr

ai
ni

ng
 a

nd
 p

ub
lic

aw
ar

en
es

s)

H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0 

TU
-1

2,
 1

3

禁
煙

治
療

（
オ

ン
ライ

ン
、禁

煙
治

療
ア

プ
リを

含
む

）
の

実
施

件
数

の
増

加
※

モ
ニ

タリ
ン

グ
の

た
め

の
調

査
等

に
つ

い
て

要
検

討
(レ

セ
プ

ト
デ

ー
タで

禁
煙

治
療

の
初

診
分

保
健

点
数

の
集

計
)

ア
ウ

トプ
ット

生
活

習
慣

国
、都

道
府

県
国

新
規

提
案

○

禁
煙

を
試

み
た

者
・継

続
的

な
禁

煙
に

成
功

して
い

る
者

の
割

合
の

増
加

※
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
た

め
の

調
査

等
に

つ
い

て
要

検
討

(J
AC

SI
S

研
究

/J
AS

TI
S研

究
、各

医
療

機
関

を
対

象
とし

た
調

査
等

)

参
考

：
厚

生
労

働
省

「ニ
コチ

ン
依

存
症

管
理

料
算

定
保

険
医

療
機

関
に

お
け

る
禁

煙
成

功
率

の
実

態
調

査
」

ア
ウ

トプ
ット

生
活

習
慣

国
そ

の
他

新
規

提
案

○
H

ea
lth

y 
Pe

op
le

 2
03

0 
TU

-1
1,

 T
U-

14

禁
煙

ア
ドバ

イス
実

施
件

数
の

増
加

（
診

療
・健

診
・

検
診

・薬
局

等
）

※
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
た

め
の

調
査

等
に

つ
い

て
要

検
討

(J
AC

SI
S

研
究

/J
AS

TI
S研

究
、各

医
療

機
関

を
対

象
とし

た
調

査
等

)

ア
ウ

トプ
ット

生
活

習
慣

国
そ

の
他

新
規

提
案

○
W

H
O

 F
CT

C 
Ar

tic
le

 1
2 

(E
du

ca
tio

n,
 c

om
m

un
ic

at
io

n,
 tr

ai
ni

ng
 a

nd
 p

ub
lic

aw
ar

en
es

s)

H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0 

TU
-1

2,
 T

U-
13

受
動

喫
煙

防
止

に
取

り組
む

企
業

数
の

増
加

厚
生

労
働

省
「労

働
安

全
衛

生
調

査
（

実
態

調
査

）
」

ア
ウ

トカ
ム

生
活

習
慣

国
・都

道
府

県
国

新
規

提
案

○
W

H
O

 F
CT

C 
Ar

tic
le

 8
 (

Pr
ot

ec
tio

n 
fr

om
 e

xp
os

ur
e 

to
 to

ba
cc

o 
sm

ok
e)

H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0 

TU
-1

7

受
動

喫
煙

防
止

条
例

を
制

定
す

る
自

治
体

数
の

増
加

厚
生

労
働

省
健

康
局

が
ん

対
策

・健
康

増
進

課
に

よ
る

把
握

ア
ウ

トプ
ット

生
活

習
慣

国
・都

道
府

県
・区

市
町

村
国

新
規

提
案

○
W

H
O

 F
CT

C 
Ar

tic
le

 8
 (

Pr
ot

ec
tio

n 
fr

om
 e

xp
os

ur
e 

to
 to

ba
cc

o 
sm

ok
e)

H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0 

TU
-1

7
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学
校

・職
場

・地
域

・家
庭

に
お

け
る

禁
煙

啓
発

活
動

（
メデ

ィア
キ

ャン
ペ

ー
ン

を
含

む
）

の
実

施
各

自
治

体
お

よ
び

厚
生

労
働

省
健

康
局

が
ん

対
策

・健
康

増
進

課
に

よ
る

立
案

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

新
規

提
案

○
W

H
O

 F
CT

C 
Ar

tic
le

 1
2 

(E
du

ca
tio

n,
 c

om
m

un
ic

at
io

n,
 tr

ai
ni

ng
 a

nd
 p

ub
lic

aw
ar

en
es

s)

禁
煙

治
療

受
診

の
促

進
各

自
治

体
お

よ
び

厚
生

労
働

省
健

康
局

が
ん

対
策

・健
康

増
進

課
に

よ
る

立
案

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
国

、都
道

府
県

・
区

市
町

村
そ

の
他

新
規

提
案

○
W

H
O

 F
CT

C 
Ar

tic
le

 1
2 

(E
du

ca
tio

n,
 c

om
m

un
ic

at
io

n,
 tr

ai
ni

ng
 a

nd
 p

ub
lic

aw
ar

en
es

s)

H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0 

TU
-1

2,
 T

U-
13

タバ
コ製

品
パ

ッケ
ー

ジ
に

お
け

る
警

告
表

示
の

推
進

健
康

増
進

法
お

よ
び

個
別

の
厚

生
労

働
省

令

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
国

国
新

規
提

案
○

W
H

O
 F

CT
C 

Ar
tic

le
 1

1 
(P

ac
ka

gi
ng

 a
nd

 la
be

lli
ng

 o
f t

ob
ac

co
 p

ro
du

ct
s)

禁
煙

ア
ドバ

イス
実

施
の

義
務

付
け

（
診

療
・健

診
・検

診
・薬

局
等

）
各

自
治

体
お

よ
び

厚
生

労
働

省
健

康
局

が
ん

対
策

・健
康

増
進

課
に

よ
る

立
案

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
そ

の
他

新
規

提
案

○
W

H
O

 F
CT

C 
Ar

tic
le

 1
2 

(E
du

ca
tio

n,
 c

om
m

un
ic

at
io

n,
 tr

ai
ni

ng
 a

nd
 p

ub
lic

aw
ar

en
es

s)

H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0 

TU
-1

2,
 T

U-
13

受
動

喫
煙

防
止

政
策

（
改

正
健

康
増

進
法

）
の

推
進

厚
生

労
働

省
「国

民
健

康
・栄

養
調

査
」

「労
働

安
全

衛
生

調
査

（
実

態
調

査
）

」

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
国

・都
道

府
県

国
新

規
提

案
○

W
H

O
 F

CT
C 

Ar
tic

le
 8

 (
Pr

ot
ec

tio
n 

fr
om

 e
xp

os
ur

e 
to

 to
ba

cc
o 

sm
ok

e)

H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0 

TU
-1

8,
 T

U-
19

, E
CB

P-
D

O
6

タバ
コ製

品
価

格
お

よ
び

タバ
コ税

の
引

き
上

げ
財

務
省

「た
ば

こ税
等

に
関

す
る

資
料

」
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
of

.g
o.

jp
/t

ax
_p

o
lic

y/
su

m
m

ar
y/

c
on

su
m

pt
io

n/
d0

9.
ht

m

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
国

国
新

規
提

案
○

W
H

O
 F

CT
C 

Ar
tic

le
 6

 (
Pr

ic
e 

an
d 

te
x 

m
ea

su
re

s 
to

 r
ed

uc
e 

th
e 

de
m

an
d

fo
r 

to
ba

cc
o)

タバ
コ製

品
の

広
告

・販
売

・
提

供
に

関
す

る
規

制
法

の
制

定
各

自
治

体
お

よ
び

厚
生

労
働

省
健

康
局

が
ん

対
策

・健
康

増
進

課
に

よ
る

立
案

プ
ロセ

ス
生

活
習

慣
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

新
規

提
案

○
W

H
O

 F
CT

C 
Ar

tic
le

 1
3 

(T
ob

ac
co

 a
dv

er
tis

in
g,

 p
ro

m
ot

io
n 

an
d

sp
on

so
rs

hi
p)

H
ea

lth
y 

Pe
op

le
 2

03
0 

TU
-2

2

赤
太
字
：
主
目
標
項
目
　赤

字
：

副
目

標
　緑

字
：

開
発

中
の

目
標

　黒
字

：
研

究
途

上
の

目
標
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⻭
・⼝

腔
取

組
⽬

標
ベ

ー
ス

ライ
ン

値
⽬

標
値

評
価

に
使

う情
報

源
（

政
府

統
計

の
種

類
等

）

階
層

1　
(⽣

活
習

慣
モ

デ
ル

）
︓

プ
ロセ

ス
→

ア
ウ

トプ
ット

→
ア

ウ
トカ

ム

階
層

２
（

疾
病

モ
デ

ル
）

︓
⽣

活
習

慣
→

基
礎

的
病

態
→

疾
病

評
価

レ
ベ

ル
︓

国
・

都
道

府
県

・区
市

町
村

・企
業

・医
療

保
険

者
・そ

の
他

⾃
記

式
（

複
数

回
答

可
）

デ
ー

タ提
供

者
第

２
次

との
関

係
︓

新
規

提
案

・改
善

提
案

・同
⼀

⽬
標

エ
ビデ

ン
ス

の
有

無
○

︓
あ

り
×

︓
な

し

補
⾜

事
項

︓
以

下
に

つ
い

て
補

⾜
願

い
ま

す
。

・諸
外

国
の

参
考

に
した

取
り組

み
⽬

標
・効

果
に

関
す

る
エ

ビデ
ン

ス
・項

⽬
の

重
要

性
に

つ
い

て
・懸

念
事

項
・「

そ
の

他
」を

選
ん

だ
場

合
は

そ
の

中
⾝

・そ
の

他
の

補
⾜

事
項

60
 歳

代
に

お
け

る
咀

嚼
良

好
者

の
割

合
の

増
加

（
⼝

腔
機

能
の

維
持

・向
上

）
・そ

の
健

康
格

差
71

.5
%

（
20

19
年

、国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

）
78

.1
%

（
20

36
年

）
国

⺠
健

康
・栄

養
調

査 N
D

Bデ
ー

タ

ア
ウ

トカ
ム

国
・都

道
府

県
・

区
市

町
村

国
同

⼀
＆

改
善

提
案

○
・咀

嚼
能

⼒
と栄

養
状

態
や

要
介

護
発

⽣
な

どの
関

連
の

研
究

の
存

在
・咀

嚼
能

⼒
は

現
在

⻭
数

と相
関

・6
0歳

代
︓

20
13

年
、1

5年
、1

7年
、1

9年
の

値
（

75
.0

%
, 7

2.
6%

, 7
6.

2%
,

71
.5

%
）

は
経

時
的

な
変

化
に

乏
しい

。平
均

値
で

あ
る

73
.8

%
か

ら1
0%

ポ
イン

トの
改

善
を

⽬
標

値
とし

た
。

⻭
の

喪
失

の
減

少
（

80
歳

で
20

⻭
以

上
、6

0歳
で

24
⻭

以
上

、4
0歳

で
喪

失
⻭

な
し）

・
そ

の
健

康
格

差

80
-8

4歳
で

20
⻭

以
上

︓
51

.2
%

60
-6

4歳
で

24
⻭

以
上

︓
74

.4
%

（
20

16
年

、⻭
科

疾
患

実
態

調
査

）

80
歳

︓
80

％
60

歳
︓

90
％

（
20

36
年

）

厚
⽣

労
働

省
「⻭

科
疾

患
実

態
調

査
」

N
D

Bデ
ー

タ

ア
ウ

トカ
ム

国
・都

道
府

県
・

区
市

町
村

国
同

⼀
＆

改
善

提
案

○
・３

つ
の

年
齢

で
別

々
だ

った
⽬

標
を

統
合

す
る

提
案

・現
在

⻭
数

とQ
O

Lや
死

亡
率

等
との

関
連

の
研

究
の

存
在

・5
年

に
1度

の
調

査
な

の
で

、⾏
政

の
計

画
や

PD
CA

に
利

⽤
しに

くい
。そ

の
た

め
独

⾃
調

査
を

⾏
う⾃

治
体

も
あ

る
が

、予
算

や
マ

ン
パ

ワ
ー

が
か

か
る

。⻭
科

検
診

で
は

な
く質

問
紙

で
把

握
す

る
場

合
は

、⻭
科

以
外

の
調

査
に

含
め

る
こと

で
把

握
が

容
易

に
な

る
。

10
歳

代
・2

0 
歳

代
・３

０
歳

代
に

お
け

る
⻭

⾁
に

炎
症

所
⾒

を
有

す
る

者
の

割
合

の
減

少
・そ

の
健

康
格

差

20
歳

代
︓

21
.1

%
30

歳
代

︓
27

.7
%

（
20

18
年

、国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

）

20
歳

代
︓

17
.2

%
30

歳
代

︓
23

.3
%

（
20

36
年

）
厚

⽣
労

働
省

「国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

」
N

D
Bデ

ー
タ

ア
ウ

トカ
ム

国
・都

道
府

県
・

区
市

町
村

国
同

⼀
＆

改
善

提
案

○
・⻭

周
病

の
有

病
率

は
４

０
歳

代
以

降
で

⾼
い

が
、発

⽣
率

は
３

０
歳

代
で

⾼
い

た
め

、１
次

予
防

に
資

す
る

⽬
標

とし
て

重
要

だ
と考

え
られ

る
。

・1
0代

は
、学

校
保

健
統

計
に

数
字

が
あ

る
が

、国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

との
差

が
⼤

き
い

（
⼀

桁
の

有
病

率
）

の
で

、⽬
標

値
を

どう
す

る
べ

き
か

︖

進
⾏

した
⻭

周
炎

を
有

す
る

者
の

割
合

の
減

少
・そ

の
健

康
格

差
40

歳
代

︓
44

.7
％

60
歳

代
︓

59
.4

％
（

20
16

年
、⻭

科
疾

患
実

態
調

査
）

40
歳

代
︓

34
.9

％
60

歳
代

︓
49

.5
％

（
20

36
年

）
厚

⽣
労

働
省

「⻭
科

疾
患

実
態

調
査

」
N

D
Bデ

ー
タ

ア
ウ

トカ
ム

国
・都

道
府

県
・

区
市

町
村

国
同

⼀
＆

改
善

提
案

○
・４

０
歳

代
、６

０
歳

代
と年

齢
で

別
々

だ
った

⽬
標

を
統

合
す

る
提

案
・⻭

周
病

の
有

病
者

の
多

い
年

代
の

２
次

予
防

の
た

め
に

重
要

だ
と考

え
られ

る
。

う蝕
が

 な
い

者
の

割
合

の
増

加
（

３
歳

、１
２

歳
）

・そ
の

健
康

格
差

3歳
︓

88
.1

%
12

歳
︓

70
.6

%
（

３
歳

20
19

年
、1

2歳
20

20
年

、厚
⽣

労
働

省
実

施
状

況
調

べ
（

３
歳

児
⻭

科
健

康
診

査
）

、⽂
部

科
学

省
「学

校
保

健
統

計
調

査
」）

3歳
︓

90
.0

%
12

歳
︓

90
.0

%
（

20
36

年
）

厚
⽣

労
働

省
実

施
状

況
調

べ
（

３
歳

児
⻭

科
健

康
診

査
）

、⽂
部

科
学

省
「学

校
保

健
統

計
調

査
」

ア
ウ

トカ
ム

国
・都

道
府

県
（

１
２

歳
児

）
・

区
市

町
村

（
３

歳
児

）

国
同

⼀
＆

改
善

提
案

○
・３

歳
と１

２
歳

で
年

齢
で

別
々

だ
った

⽬
標

を
統

合
す

る
提

案
・こ

れ
ま

で
１

２
歳

児
は

平
均

う⻭
本

数
だ

った
が

、正
規

分
布

して
い

な
い

指
標

に
平

均
値

が
適

さ
な

い
こと

か
ら、

３
歳

と同
様

の
有

病
率

を
提

案

未
処

置
う蝕

が
な

い
者

の
割

合
の

増
加

（
⼦

供
か

ら
成

⼈
、⾼

齢
者

ま
で

）
・そ

の
健

康
格

差
40

-4
9歳

︓
67

.1
%

60
-6

9歳
︓

66
.4

%
（

20
16

年
、⻭

科
疾

患
実

態
調

査
）

40
-4

9歳
︓

79
.7

%
60

-6
9歳

︓
80

.1
%

（
20

36
年

）
厚

⽣
労

働
省

「⻭
科

疾
患

実
態

調
査

」
ア

ウ
トカ

ム
国

国
新

規
提

案
○

・国
際

的
な

指
標

と整
合

。⽇
本

で
も

約
３

割
の

⼈
が

治
療

を
して

い
な

い
う蝕

を
有

す
る

。

過
去

 1
 年

間
に

⻭
科

検
診

を
受

診
した

者
の

割
合

の
増

加
 (

20
 歳

以
上

）
・そ

の
健

康
格

差
52

.9
%

（
20

16
年

、国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

）
78

.3
%

（
20

36
年

）
厚

⽣
労

働
省

「国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

」
ア

ウ
トプ

ット
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

同
⼀

○
・治

療
に

よ
り⻭

周
病

や
う蝕

の
減

少
に

つ
な

が
る

・⼀
次

予
防

に
も

つ
な

が
りう

る

⻭
ブ

ラ
シ

を
⽤

い
た

⻭
み

が
き

に
加

え
て

デ
ン

タ
ル

フロ
ス

や
⻭

間
ブ

ラ
シ

を
使

う者
の

割
合

の
増

加
・そ

の
健

康
格

差

39
.2

%
（

20
16

年
、⻭

科
疾

患
実

態
調

査
）

43
.1

%
（

20
36

年
）

厚
⽣

労
働

省
「⻭

科
疾

患
実

態
調

査
」

ア
ウ

トプ
ット

国
国

新
規

提
案

○

フッ
化

物
応

⽤
の

経
験

が
有

る
者

の
割

合
の

増
加

・そ
の

健
康

格
差

塗
布

︓
61

.8
％

⻭
磨

剤
︓

60
.9

％
洗

⼝
︓

12
.6

％
（

20
16

年
、⻭

科
疾

患
実

態
調

査
）

塗
布

︓
74

.7
％

⻭
磨

剤
︓

70
.0

％
洗

⼝
︓

13
.9

%
（

20
36

年
）

厚
⽣

労
働

省
「⻭

科
疾

患
実

態
調

査
」

ア
ウ

トプ
ット

国
国

新
規

提
案

○
⼦

ども
か

ら⾼
齢

者
ま

で
う蝕

予
防

の
エ

ビデ
ン

ス
が

あ
る

菓
⼦

類
の

減
少

・そ
の

健
康

格
差

菓
⼦

類
︓

25
.7

 g
　　

　そ
の

他
の

嗜
好

飲
料

︓
13

5.
8 

g
（

20
19

年
、国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
）

菓
⼦

類
︓

21
.5

 g
　　

　そ
の

他
の

嗜
好

飲
料

︓
10

9.
8 

g（
20

36
年

）
厚

⽣
労

働
省

「国
⺠

健
康

・栄
養

調
査

」
ア

ウ
トプ

ット
国

・都
道

府
県

・
区

市
町

村
国

新
規

提
案

○

喫
煙

を
して

い
な

い
者

の
割

合
の

増
加

・そ
の

健
康

格
差

83
.3

%
（

20
19

年
、国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
）

91
.6

%
（

20
36

年
）

厚
⽣

労
働

省
「国

⺠
健

康
・栄

養
調

査
」

ア
ウ

トプ
ット

国
・都

道
府

県
・

区
市

町
村

国
新

規
提

案
○

喫
煙

は
⻭

周
病

の
リス

ク

障
害

者
⽀

援
施

設
及

び
障

害
児

⼊
所

施
設

で
の

定
期

的
な

⻭
科

検
診

実
施

率
の

増
加

62
.9

%
（

20
16

年
、厚

⽣
労

働
科

学
特

別
研

究
）

22
.8

%
（

20
36

年
）

厚
⽣

労
働

科
学

特
別

研
究

（
＊

定
期

的
な

統
計

調
査

で
は

な
い

）

ア
ウ

トプ
ット

全
国

の
障

害
児

・者
施

設
企

業
・N

PO
等

新
規

提
案

○
⻭

科
⼝

腔
保

健
の

推
進

に
関

す
る

基
本

的
事

項
に

設
定

され
て

い
る

項
⽬

集
団

フッ
化

物
洗

⼝
を

実
施

して
い

る
幼

稚
園

・保
育

園
・学

校
の

増
加

13
.2

%
　（

20
18

年
、厚

⽣
労

働
省

「各
都

道
府

県
に

お
け

る
フッ

化
物

洗
⼝

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
（

平
成

30
年

度
）

」）

42
.2

%
（

20
36

年
）

20
18

年
︓

厚
⽣

労
働

省
「各

都
道

府
県

に
お

け
る

フッ
化

物
洗

⼝
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

（
平

成
30

年
度

）
」、

20
16

年
︓

⽇
本

む
し⻭

予
防

フッ
素

推
進

会
議

「集
団

応
⽤

で
の

フッ
化

物
洗

⼝
状

況
の

実
態

調
査

」

ア
ウ

トプ
ット

都
道

府
県

そ
の

他
新

規
提

案
○

厚
⽣

労
働

省
か

らガ
イド

ライ
ン

が
出

され
て

お
り、

う蝕
とそ

の
健

康
格

差
の

減
少

の
報

告
が

あ
る
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常
勤

の
⻭

科
衛

⽣
⼠

・⻭
科

医
師

の
い

る
保

健
所

・保
健

セ
ン

ター
の

割
合

の
増

加
都

道
府

県
︓

⻭
科

医
師

68
.1

%
，

⻭
科

衛
⽣

⼠
95

.7
%

市
区

町
村

︓
⻭

科
医

師
1.

6％
　⻭

科
衛

⽣
⼠

3.
6％

（
20

19
年

、地
域

保
健

・健
康

増
進

事
業

報
告

）

都
道

府
県

︓
⻭

科
医

師
82

.0
％

，
⻭

科
衛

⽣
⼠

10
0%

市
区

町
村

︓
⻭

科
医

師
1.

8%
，

⻭
科

衛
⽣

⼠
4.

5％
（

20
36

年
）

厚
⽣

労
働

省
「地

域
保

健
・健

康
増

進
事

業
報

告
」

プ
ロセ

ス
都

道
府

県
・市

町
村

国
新

規
提

案
○

⾃
治

体
で

の
⻭

科
医

師
・⻭

科
衛

⽣
⼠

の
配

置
は

極
め

て
少

な
く、

全
く配

置
の

な
い

⾃
治

体
も

多
い

⾚
太

字
︓

主
⽬

標
項

⽬
　⾚

字
︓

副
⽬

標
　緑

字
︓

開
発

中
の

⽬
標

　⿊
字

︓
研

究
途

上
の

⽬
標

前
回

か
らの

削
除

（
健

康
⽇

本
２

１
（

第
⼆

次
）

か
らの

削
除

は
な

し（
年

齢
を

合
算

して
項

⽬
を

減
らし

た
た

め
）

）

３
歳

児
で

不
正

咬
合

等
が

認
め

られ
る

者
の

割
合

の
減

少
・そ

の
健

康
格

差
14

%
（

20
19

年
、厚

⽣
労

働
省

実
施

状
況

調
べ

（
３

歳
児

⻭
科

健
康

診
査

）
）

10
%

（
20

36
年

）
地

域
保

健
・健

康
増

進
事

業
報

告
ア

ウ
トカ

ム
国

・都
道

府
県

・区
市

町
村

国
新

規
提

案
○

⻭
科

⼝
腔

保
健

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

事
項

に
設

定
され

て
い

る
項

⽬
３

歳
で

の
減

少
させ

る
た

め
の

⽅
策

は
あ

る
の

か
︖

ま
た

これ
に

よ
り防

げ
る

疾
病

負
担

は
どの

程
度

な
の

か
︖

（
３

歳
ま

で
の

指
しゃ

ぶ
りを

や
め

る
指

導
介

⼊
で

減
少

した
とい

うエ
ビデ

ン
ス

は
あ

る
の

か
︖

指
しゃ

ぶ
りを

や
め

る
介

⼊
で

、ど
の

程
度

の
将

来
の

メリ
ット

が
あ

る
の

か
（

どれ
くら

い
の

割
合

の
⼦

ど
も

が
指

しゃ
ぶ

りに
よ

る
不

正
咬

合
で

、そ
の

後
⾃

然
治

癒
も

せ
ず

に
、永

久
⻭

で
矯

正
治

療
を

必
要

とす
る

状
態

に
どの

程
度

な
り、

介
⼊

で
どの

程
度

防
げ

る
の

か
︖

）
）

。な
い

の
で

あ
れ

ば
、ま

ず
は

研
究

を
充

実
させ

て
、対

象
年

齢
な

ど、
現

実
的

な
設

定
を

考
え

る
べ

き
で

は
︖

健
康

経
営

に
⻭

科
保

健
を

含
め

る
企

業
の

割
合

の
増

加
（

⻭
科

検
診

の
実

施
や

⾃
動

販
売

機
で

の
清

涼
飲

料
⽔

を
販

売
しな

い
、禁

煙
環

境
を

整
備

して
い

る
）

⼤
規

模
法

⼈
︓

41
.9

%
（

20
20

年
、健

康
経

営
度

調
査

）
⼤

規
模

法
⼈

︓
95

%
（

20
36

年
）

健
康

経
営

度
調

査
ア

ウ
トプ

ット
上

場
企

業
国

新
規

提
案

○
６

４
歳

以
下

で
の

疾
病

別
の

国
⺠

医
療

費
で

⻭
科

疾
患

は
最

⼤
う蝕

や
肥

満
の

リス
クで

あ
る

清
涼

飲
料

⽔
を

減
らす

、ま
た

⻭
周

病
の

リス
クで

あ
る

喫
煙

を
減

らす
、

環
境

対
策

の
た

め
に

⻭
科

⼝
腔

保
健

の
推

進
に

関
す

る
条

例
を

制
定

して
い

る
都

道
府

県
の

増
加

都
道

府
県

︓
95

.7
%

(4
5道

県
）

，
市

区
町

村
︓

9.
6%

(1
66

市
区

町
村

）
（

都
道

府
県

︓
20

21
年

，
市

区
町

村
︓

20
20

年
、8

02
0推

進
財

団
「都

道
府

県
⻭

科
保

健
条

例
制

定
マ

ップ
 」

）

都
道

府
県

︓
10

0％
、市

区
町

村
︓

21
.6

%
（

20
36

年
）

80
20

推
進

財
団

「都
道

府
県

⻭
科

保
健

条
例

制
定

マ
ップ

」

プ
ロセ

ス
都

道
府

県
・市

町
村

企
業

・N
PO

等
新

規
提

案
○

⻭
科

⼝
腔

保
健

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

事
項

に
設

定
され

て
い

る
項

⽬

受
動

喫
煙

防
⽌

な
どタ

バ
コ政

策
に

関
す

る
条

例
を

制
定

して
い

る
⾃

治
体

の
割

合
の

増
加

14
%

（
20

16
年

、厚
⽣

労
働

省
健

康
局

健
康

課
調

べ
）

10
0%

（
20

36
年

）
厚

⽣
労

働
省

健
康

局
健

康
課

調
べ

プ
ロセ

ス
都

道
府

県
・市

町
村

国
新

規
提

案
○

⻭
周

病
の

リス
ク要

因
で

あ
る

タバ
コへ

の
暴

露
を

減
少

させ
る

環
境

対
策

の
た

め
に

⽔
道

法
の

⽔
質

基
準

内
で

の
、

う蝕
が

抑
制

され
る

濃
度

の
⽔

道
⽔

の
地

域
の

割
合

の
増

加

0.
5p

pm
F以

上
の

浄
⽔

場
の

個
数

︓
26

（
20

13
年

、⽔
道

統
計

）
50

（
20

36
年

）
⽇

本
⽔

道
協

会
「⽔

道
統

計
」

プ
ロセ

ス
市

町
村

企
業

・N
PO

等
新

規
提

案
○

⽇
本

の
⽔

道
⽔

に
⾃

然
に

⼊
って

い
る

フッ
化

物
濃

度
で

も
う蝕

予
防

の
報

告
が

あ
り、

フッ
化

物
濃

度
調

整
に

対
して

は
厚

⽣
労

働
省

か
ら技

術
的

⽀
援

が
⾏

え
る

こと
が

⽰
され

て
い

る

介
護

⽼
⼈

福
祉

施
設

及
び

介
護

⽼
⼈

保
健

施
設

で
の

定
期

的
な

⻭
科

検
診

実
施

率
の

増
加

19
.0

%
（

20
16

年
、厚

⽣
労

働
科

学
特

別
研

究
）

22
.8

%
（

20
36

年
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護
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問
診

療
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⽅
向

性
で

進
め
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て

い
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